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だから僕は、Ｈができない。11




死神と王様








橘　ぱん







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　Ｈｉｄｅ　Ｆｏｒｔｒｅｓｓ










　それは、闇くらく深い森の中にひっそりと建っていた。

　何者が何い時つ、何のために造ったのか、もう誰だれも知らない、旧ふるい旧い城だ。

　森と敷しき地ちを分け隔へだてる外がい郭かくには、無数の蔦つたが絡からまっている。ただ、外郭本体は傷一つなく、まして崩くずれるわけでもなく、森を通り抜ぬける微かすかな月明かりで黒く冷たく、鏡面のように輝かがやいていた。

　門もん扉ぴは、既すでに朽くちているのか無く、入口は開け放たれている。

　内ない郭かくには外郭とは打って変わった、粗そ末まつな木造の小屋が六棟むね、如い何かにも急造といった感じで建てられている。

　微かな灯あかりが漏もれ、炊すい飯はんの煙けむりが立ち籠こめ、時折死しに神がみ達の声が聞こえて来た。

　更さらにその奥、外郭と同じように、いや外郭以上に黒く、そして美しく輝く外がい壁へきを持った巨きよ大だいな一棟の館やかたが、そびえている。

　館に灯りはほとんど見えない。

「……んっ……はぁ……はぁ……あっ、んあ……あ……ああ……」

　微かな喘あえぎ声が、大広間から聞こえてくる。

　館の中では例外的に、無数の燭しよく台だいが林立している。

　ゆらゆらと揺ゆらめく蠟ろう燭そくの灯りの中で、一人の少女が冷たい石の台に横たわっていた。

　少女は、一枚の布に穴を穿うがっただけの単純な衣服──貫かん頭とう衣いを纏まとっている。腰こし骨ぼね辺りで上下の布を紐ひもで押さえただけで、体の脇わきが露あらわだ。

　しかも、少女の乳ち房ぶさははち切れんばかりに大きく、布では隠かくしきれていない。

　蠟燭の灯りに照らされて、乳房が自らの重力に負けてたわんでいるのが、ハッキリと見て取れた。

「は、はぁん……んっ、んあ……あ、ああぁぁ……」

　少女がまた喘いだ。

　すると、台を囲むような光が微かに瞬またたいた。

　汗あせが、少女の乳房のたわみを、その曲線を強調するようにゆっくりと滴したたり落ちていく。

「あふ……んっ……あ、ああぁぁ……だめぇ……りょ……良りよう介すけくぅん……んあぁ……」

　喘ぎ声の中に、囈うわ言ごとが混じる。

　今度は、台を囲むようにはっきりと光が浮うかんだ。台を囲み、円状に無数のルーン文字が見て取れる。

　術式。

　死神達が、人間の霊れい力りよくを元に発現させる力だ。その術式が、広間中に刻まれていた。

「ふむ。乙女おとめの純潔を守る膜まくがあるように、乙女の純真もまた守るべき膜があるようだな」

　少女が眠ねむる台の足あし下もとに、椅い子すが一つ置かれていた。

　大ぶりの椅子に、高い背、太い肘ひじ掛かけ、それらを一頭の熊くまの皮で覆おおっている。粗そ野やではあるが、玉座というに相応ふさわしい風格を持った椅子だ。

「それとも、大おお倉くら美み菜な。お前の純真が、それだけまっすぐに力強いと言うことかな」

　メイズ・ガルダーブロウグは、脇机に載のった角製の杯さかずきを手に取ると、一口ワインを舐なめた。

「《雷神の雹テイールハガル》の年寄り共め、なかなかに美う味まい酒を隠していたな」

　赤い液体を吞のみながら、ガルダーブロウグは前を見み据すえた。

　少女──美菜が、石の台の上に横たわっている。

　ガルダーブロウグの位置からだと、その大きな乳房がそびえ立っている様がよく見て取れる。

　乳房と乳房の最さい高こう峰ほうは、布地によって山の稜りよう線せんのようにピンと張っている。

　右みぎ端はしから左端への最高到とう達たつ点に至る箇か所しよに、ピョコンとした突とつ起きがある。そこから稜線が張られているのだ。

　その突起が時折、美菜が喘ぐと同時にフルフルと揺れる様が、蠟燭の微かな灯りで更に強調されて、ガルダーブロウグにとって最高の酒の肴さかなになっていた。

「見み飽あきぬな。やはり大きな胸は良い。大きな胸に小さな乳首、このアンバランスさの中にこそ美がある。そうは思わないか？」

　ガルダーブロウグの言葉に、静かに扉とびらが開いた。

　小さな、小さな少女が頭を下げている。

「何の用事だ。私は今、《イレギュラー》である大倉美菜の生きる力を味わいながら、視覚でも楽しんでいる最中なのだぞ」

「申し訳ありません」

　ホットパンツにフード付きの薄うす手でのジャケットを着た、十歳を幾いくつか超こえた程度に見える少女──ヘルガ・キヴィレフトが、一度頭を下げてから室内に入ってくる。

「ですがまだ本儀ぎ式しき前の、術式稼か働どう試験中ですよ。ガルダーブロウグが、貼はり付いている必要はありません」

　書類の束を脇に挟はさんで、ヘルガがツカツカと歩いてくる。
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「現に、今は大倉美菜から生きる力──霊力を、《ファヴニール》へと奪うばい取る量も微び々びたるもののはずです」

「それは試験中だからだけではあるまい。想定よりも、強ごう奪だつ量が少ないな。大倉美菜め、己おのれの生きる力、加か賀が良介への想おもいが奪われることに、無意識下で抵てい抗こうしている」

「……おそらくは」

　玉座の脇で立ち止まったヘルガが、小さく頷うなずく。

「で、その対処法がその書類の束か」

　無造作に伸のばしたガルダーブロウグの手に、書類の束が渡わたされる。それらをパラパラとめくり、ガルダーブロウグは何も言わずに脇机に放ほうり投げた。

「全すべて却きやつ下かですか」

「下らん」

　立ち上がり、ガルダーブロウグは美菜の脇に進んだ。上から見下ろすと、その乳房が自らの重さでたわんでいるのがよく分かる。

　美菜の、決して太くはない体の線から、乳房がたわみ大きく横に溢あふれているのだ。

「ヘルガ。男が女を奪う時に、必要なのは小細工ではないな」

　指先を乳房へと伸ばし、軽く肩かたをすくめてガルダーブロウグは手を引っ込めた。そのまま再び玉座へと座る。

「ヘルガ。大倉美菜の、この殺風景な貫頭衣を着き替がえさせろ。この私が奪うに相応しい姿にだ」

「なら、ただちに特上のドレスを用意します」

「馬ば鹿かか、お前は」

「なっ」

　ヘルガが顔色を変える。その顔をチラリと見て、ガルダーブロウグは小さなため息を吐つき、やれやれと口を開いた。

「いいか、大倉美菜は我々の家か畜ちくである人間ではあるが、この私の観賞に堪たえうる美び巨きよ乳にゆうの持ち主なんだぞ。その乳を強調する衣い装しようを選ばないでどうする」

「は、はぁ」

「しかもだ。その《イレギュラー》として持つ膨ぼう大だいな生きる力によって、《ファヴニール》を稼働させ、私を竜りゆうとしてくれる貴重な存在だ。そんな少女が、想いを失い、人間として生きる力を失う、つまり廃はい人じんとなるのだ。その最後は、せめてもっとも大倉美菜が美しく輝く衣装を着せてやるべき、それが慈じ悲ひというものではないかな？」

「………………はい」

　たっぷりとガルダーブロウグを見つめた後、ヘルガはため息を吐くように承知の言葉を口にする。

「で、どんな衣装を用意すればいいんですか。ブラジャーですか？」

「違ちがうな」

「では、荒あら縄なわ？」

「悪くないが、気分ではないな」

「ボンデージ？」

「加か虐ぎやく心をそそる顔ではあるが、違うか」

「ボディーペインティング」

「衣装ではあるまい。そもそも、本人に意識がないのだ。露ろ出しゆつによる羞しゆう恥ち心しんなど芽生えまい。つまらん」

「……絆ばん創そう膏こう」

「それでは変態だ」

「………………」

　ヘルガが、一いつ瞬しゆん口を開き掛けて押し黙だまる。

「やれやれ。全く、無能な同志を持つと苦労するな」

　ワインを一口、ガルダーブロウグが吞んだ。肘掛けに肘を乗せたまま、両手を組んで顎あごを乗せる。

　ジッと美菜の乳房が、呼吸で上下し揺れるのを観賞した。

　やはり、素す晴ばらしい乳房だ。

　隠しておくのがもったいない。

　いや、何よりも……。

「この衣服では谷間が見えんな」

「隠していますから。では、胸むな元もとが開いたドレスでも」

「私は術式の間、基本的にはここに座っていることになる。胸元は見えん」

「…………そうですね。なら、水着でいいでしょ」

「悪くはない。だが、表面積が多すぎる。私はね、乳房に流れる汗も好きだ」

「もう好きにして下さい」

　ついついヘルガが本音を口にしてしまうが、ガルダーブロウグの耳には届いてない。

「うむ。マイクロビキニを用意しろ」

「なんですか、それは？」

「局部をギリギリ隠すかどうか、ほとんど水着の用を為なしていない水着のことだ。あれならば、裸はだかで置いた等などと後ろ指を指されることなく、裸同然に観賞出来る。そうとも、観賞に堪えうる美巨乳を持った大倉美菜の、最後を飾かざるに相応しい衣装だ」

「…………………………」

　ヘルガは、ただもう黙って頷いた。

「ふふふふっ、ふははははは、全ての想いを、生きる力を奪われながら悶もだえ苦しむ、マイクロビキニ姿の大倉美菜か。いいぞ、これは滾たぎる、滾るではないか。くくくく、加賀良介、果たしてお前は間に合うのかな。くくく、はははははははははははは！」

　高らかに哄こう笑しようし、ガルダーブロウグは一気に杯のワインを飲み干した。

　その視線の先で、美菜が苦しげに喘いでいた……。

「んぅっ……あ……ああぁ……良介……くん……んっ、んあぁぁ……」







　一章　でむいたものの










「あのね、死しに神がみ界に行くのはいいとしてぇ、どうしてメルロー人生保証が手伝わないといけないわけぇ？　どうせ向こうでも、レストール家と合流するんでしょぉ？」

　美み菜ながガルダーブロウグに誘ゆう拐かいされた日の夕方、サングラスにマスクをした福ふく宗むねイリアが雑居ビルの前で立ち止まり振ふり返った。

　その動作で、Ｔシャツに包まれた大きな胸がプルンプルンと揺ゆれる。サングラスとマスクで隠かくしていてもどこか可愛かわいらしく、さすがは現役女子高生グラビアアイドルと思わせる。

　もっともその正体は、メルロー人生保証の一級死神であり、幹部連帯直属の特務室極東支部主任という肩かた書がきを持つ、野心と出世欲よくに満ちあふれた腹黒だが……。

「仕方ありませんわ。ご存じの通り、レストール家には《雷神の雹テイールハガル》の内通者が潜ひそんでいるんですのよ。レストール家のゲートを使って死神界に行けば、ガルダーブロウグに連れん絡らくするようなものですわ」

　キュール・ゼリアが、亜あ麻ま色いろのウェーブが掛かった髪かみを揺らして、頭を振った。くりくりとした瞳ひとみを持つお人形のような可愛い顔に、諦あきらめの色が浮うかぶ。

「まったく、組織としてユルユルですわよ」

　キュールのため息に、ライファン・ピグノートが腕うでを組んで頷いた。

「歴史と伝統がある組織ってのは、そういうものさ。そして何より、レストール家の組織は巨大だからね。中央が全てを把は握あくするのは無理に近いのさ」

　短く揃そろえたショートカットに男子の制服と、今のライファンは文化祭の時とは違い、いつもの男装姿だ。そのイケメンっぷりに、道行く女の子達が何度も振り返っている。

　そのシャツの下に、巨乳が潜んでいるなど、きっと誰だれも気が付かないだろう。

「ライファンに言われたくはありませんわ。そもそも、貴方あなた自身が《雷神の雹テイールハガル》の内通者じゃないですか」

　キュールに批ひ難なんの眼まな差ざしを向けられ、ライファンが軽く首をすくめた。

「人に歴史ありって言うだろう？　それに僕は、良りよう介すけくんに敗れ、守られ、多くのことを悟さとったんだよ。だから今の僕の一番の目的は、良介くんのために働き恩を返すことさ。そこは疑って欲しくないな」

　ライファンが、加か賀が良介を見て右目だけを器用に閉じた。

　その仕草に良介は、どう対応していいか分からずに、一瞬固まった後に、右頰ほおを人差し指でポリポリと搔かいた。

　その様子にクスリと笑い声が漏もれた。

　振り返ると、キュールの母親のサイラ・ゼリアが、クスクスと良介を笑っている。

「あら、ごめんなさいね、つい」

　キュールと同じく亜麻色のウェーブが掛かかった髪をしているが、可愛らしさではなく綺き麗れいさと落ち着いた大人の雰ふん囲い気きを持った美人だ。

「ま、ここで揉もめていても仕方ないでしょう。メルローの支部に入って、ゲートを借りましょう」

　サイラの提案に、イリアがやれやれと歩き出した。

　雑居ビルの決して新しいとはいえないエレベーターの、昇のぼりボタンを押す。暫しばらくして、軋きしむような音と共に、エレベーターが下りてきて扉とびらが開いた。

　一歩、中に入ってイリアが振り返る。

「ゲートの使用代は、スピリットマネーでしっかり請せい求きゆうするんだからね」

「分かってるわ。レストール家とゼリア家で、しっかりとお支し払はらいします」

　サイラがしっかりと頷うなずいた。その様子を確かく認にんして、イリアが中に入る。ぞろぞろと、その場にいた並びで中に入り、カエサルが入り、最後の一人が入った瞬間、ブザーが鳴った。

「重量オーバーか。なら俺が降りるよ。七階だろ？」

　良介が動くと、イリアが肩を摑つかんで来た。

「イリア？」

「マルベック、ガンバっ」

　イリアが最後の一人、パオイ・マルベックに朗ほがらかに笑った。当のマルベックは、驚おどろきでキョトンとしている。

「七階まで階段を走ってね。イリア達よりぃ、一秒でも遅おくれたら悪い報告上げちゃうぞ？」

　マルベックの方がイリアよりも年上ではあるが、メルロー人生保証所属の四級死神であり、イリアの部下なのだ。容よう赦しやの無い指示を出す。

「そ、そんなぁ、ここの構成員はアタシなわけで！」

「いいじゃない。最近、アンタ二キロ太ったんだから、いいダイエットだと思うなぁ」

「げ……なぜそれを」

「夜、歯ぎしりしながら寝ね言ごとで言ってたのよねぇ。じゃーねー」

　容赦なくイリアが、閉まるボタンを押した。

「うう、もやしばっかりでも育つ贅ぜい肉にくが憎にくい……」

　泣きながら走り出したマルベックを置いて、エレベーターが上じよう昇しようしていく。

「ひ、酷ひどくないか……？」

　良介が呻うめくと、イリアが肩をすくめた。

「べっつに～。そもそもアイツが、なかなか三級に進級出来ないのって、体力のなさもあるんだもん。おっぱいだけじゃなくてぇ、お腹なかもお尻しりもブクブクじゃぁ、お金も男も来ないでしょう？　あ～、イリアってばなんて優やさしい上司なんだろぉ」

「全否定は出来ないけど、全肯こう定ていも出来ませんわね」

　キュールの呆あきれた様子に、イリアが「そうそう」と振り返った。

「スピリットマネーを返してもらうこととぉ、も～一つ。メルローのゲートを使うなら、条件があるのよねぇ」

「……なんですの？」

　一瞬、間を置いてからキュールがジッとイリアを見つめる。

「死神界に行ってからレストール家と合流するまで、イリアの指示に従ってもらうわけ」

「なっ──」

　抗こう議ぎをしかけたキュールを、サイラが手で制した。

「当然ね。何より、メルローの助けが無ければ、《雷神の雹テイールハガル》に隠れてレストール家と合流なんて、出来ないでしょうから。正しい判断だし、イリアさんの助力が得られて助かるわ」

「……ふん、そういうこと」

　何な故ぜかイリアが不ふ機き嫌げんに答えたのと、エレベーターが開いたのは同時だ。

　ジロリと前方を見ると、マルベックが「ゼィゼィ」と荒あらい息を吐はきながら崩くずれ落ちている。

　ギリギリ、間に合ったようだ。

「普ふ段だんから、その根こん性じようを見せればいいわけ」

　イリアは、ただそう言うとメルロー人生保証極東支部と書かれた扉の一つに向かい、ＩＣロックにカードをかざした。

　扉が開き、決して大きいとはいえないオフィスにイリアが脚あしを踏ふみ入れる。

　オフィス奥に座っていた年配の男が、慌あわてて飛び出してくる。

「久しぶりね、支部長。幹部連帯直属の権限で、一時的に支部を傘さん下かに置かせてもらうわ。あと、年とし増まが死んでるから、水の用意もよろしくね」

　有う無むを言わさぬ口調で告げると、イリアは堂々と、まるで自分の家のようにオフィスに入っていく。

　ふと立ち止まり、振り返る。

「ほら、さっさと来るわけぇ。さっさとゲートに入って、美菜さんを救いに行くんでしょうが！」

　その怒ど鳴なり声に、全員が深く深く頷き、足早に後に続いた。

　いや、這はうようにして進むマルベック以外は……。




　　　　※　　　※　　　※




　二回目の死神界は、一回目よりも遥はるかに落ち着いた訪問となった。

　メルロー人生保証極東支部の一室に通されて、床ゆかに描えがかれた術式の中にみんなで入ったのだ。

　全員が入ったことを確認して、支部長が部屋の片かた隅すみにあるコンソールを操作した。

　すると何か体が沈しずんで行く感覚を一いつ瞬しゆん覚え、気が付けば死神界にあるメルロー人生保証の本部に辿たどり着いていたのだ。

「いきなり、どっかに落ちるとか、そういうのじゃないんだな」

　良介は、部屋の中を見回した。支部と同じで窓がない部屋だ。床にも同じような術式が施ほどこされている。

　壁かべにはタペストリーが掛けられていて、ややお金が掛かっている。

「そんな危なっかしい方法、毎回毎回やるわけないじゃないのぉ」

　ドアノブを回して、扉を開けたイリアが苦く笑しようし、背後のマルベックに振り返る。

「マルベック。第三会議室に通しておいてくれる？　イリアは、上に掛け合ってくるからぁ」

「室長、二階三階は賃ちん貸たいに出したって聞いてますけど」

　マルベックの言葉に、イリアが天てん井じようを仰あおいだ。

「第一会議室は外から丸見えだったわよねぇ……。仕方ないなぁ、付いてきて」

　イリアの後に続きながら、キュールがサイラにヒソヒソと話しかける。

「本部ビルを賃貸に出すって、メルローってそこまで困こん窮きゆうしてるんですの？」

「元々、立ちゆかない死神の家がまとまった組織だから……。かなり厳しい状じよう況きようらしいわね」

　サイラの返答に、イリアがピクリと耳を動かす。そのまま振り返らずに、言い放つ。

「極東っていう、日本は死神契けい約やく量で奮戦してるのよっ。このイリアの魅み力りよくと、イリアが主導したお色気講師派は遣けん作戦でっ」

　なるほど。マルベックは、元々良介が通う桃もも園ぞの学園に死神契約の講師としてやって来たのだ。その大人の色気で、何人か既すでにメルロー人生保証と死神契約を結んだ生徒はいるらしい。

　更さらに現役女子高生アイドルとして、メルロー人生保証の広こう告こく塔とうにイリアもなっている。

「でもでも、他ほかが酷い有様で……はぁぁぁぁぁ」

　自分で言って自分で肩かたを落とし、イリアが『幹部連帯代表』とある扉をノックした。

「極東支部から連れん絡らくしたイリアです」

　ほとんど待つことなく「入りたまえ」と、返答が来る。イリアは、気後れなど全くなく扉を開けて堂々と中に入っていく。

「入って、いいのか？」

　お偉えらいさんがいる雰囲気に、良介は一瞬躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　が、マルベック以外は平然と中に入っていってしまう。

「そうか、マルベック先生以外は……みんなお偉いさんだった」

「下したっ端ぱでごめんなさい……」

　ちょっともの悲しくなりつつ、良介は部屋に入った。

　ゲートと同じくタペストリーが掛けられた部屋は、二十畳じようほどの広さがある。奥には横に長いデスクがあり、手前にはソファと木目も鮮あざやかな机が置いてあった。

「へぇ、さすがはお偉いさんの部屋だな。豪ごう勢せいだ」

　良介が思わず感想を漏らすと、キュールが数歩進んで机をぺたぺたと叩たたいた。

「これ、合板のフェイクですわよ」

　身も蓋ふたもない事実を指し摘てきだ……。

「いつ解散してもおかしくない、零れい細さい組織なものでね」

　老人と壮そう年ねんの間といった感じの男性が、デスクから立ち上がった。

「ゼリア家の奥様にいらしてもらえるとは、光栄ですな。私がメルロー人生保証幹部連帯代表のシャブリです」

「いえ、こちらこそご迷めい惑わくを」

　サイラがシャブリと名乗った男が差し出した手を、優ゆう雅がに握にぎる。そんなサイラの顔を、シャブリが真しん剣けんな顔で見た。その様子に、サイラが小さく息を吞のむ。

「で、ゲート代の請せい求きゆう書しよですが……月末請求、来月支払いでよろしいですかな」

「え……あ、はい」

「いや、助かります」

　拍ひよう子し抜ぬけしたサイラに、シャブリが朗らかに笑った。

「さて、キュールくんからあらましは聞いています。《イレギュラー》が《雷神の雹テイールハガル》、いやガルダーブロウグの手に落ちたとか」

　その言葉に、良介の心は一気に揺ゆさぶられてしまった。《イレギュラー》、いや美菜をなんとしても助け出さないといけない。

　そして、美菜と約束した通りリサラに告げる。そのためにも──。

「ああっ。だから、一刻も早く助け出したいんだ！」

　身を乗り出した良介に、シャブリが少し気け圧おされたように目を瞬またたかせてから、視線を数度天井に彷徨さまよわせた。

「ふむ。まずは、私の話を聞いてもらえませんか。まずは、ソファにでも腰こし掛かけて。ああ、マルベックくんは、お茶の用意でも」

　素す直なおにマルベックがお茶の用意を始めたのを見て、シャブリがソファの一つに座った。続々とみんな座り、最後に良介もまた座った。その隣となりにやってきてカエサルが寝ねそべる。

「さて、《イレギュラー》の出現は既に、ほぼ全すべての死しに神がみ組織が知るところとなっています」

「当然ですわね。美菜さんが《イレギュラー》として覚かく醒せいした瞬間、瞬間ですけど凄すさまじい霊れい力りよくを感じましたもの。あれで気が付かないのは、よっぽどの間抜け死神ですわ」

　キュールの言葉に、お茶を運んでいたマルベックが縮こまった。何しろ気が付かなかった一人なのだ。

　サイラが、運ばれたお茶に一度口を付けてから、シャブリを向いた。

「《イレギュラー》のことで、他の死神組織に何か動きがあるとでも？」

「大本は《イレギュラー》の問題でしょうな。現在、《雷神の雹テイールハガル》を支配したガルダーブロウグに対たい抗こう出来る死神組織は、レストール家のみ。それは全ての死神が認めています。ですから、今のうちにレストール家に揺さぶりを掛け、《イレギュラー》の霊力をあわよくば手に入れようとしているのですよ」

「ガルダーブロウグに勝ってもいないのにかよ」

　思わず良介が吐き捨てると、キュールが落ち着いた声で話しかけて来た。

「それが大人のやり方ってものですわ。大事なことの前に、立場に縛しばられ、欲よくに目が眩くらんで、結局何も得ることが出来ない。そんなものですわよ」

　一度だけ、ジロリとシャブリを見る。

「ま、否定も肯定もしませんよ。何しろ我々メルローは、そのレースから既に脱だつ落らくしている。明日開かい催さいされる、死神組織の会合に参加こそ出来ますが、ま、どこからも無視されていますからね」

「明日？　そんな急に……ちなみに、揺さぶりが何か聞いてもよろしいですか？」

　サイラの問いに、シャブリが一度頷うなずいた。

「一つは内ない紛ふんですな」

「内紛!?」

「左様。次期当主候補であるリサラ・レストール嬢じようが、霊力不足を起こして強制召しよう還かんされたそうで。人間界に派遣される死神が、最もやってはいけない屈くつ辱じよく的な行こう為いをやらかしてしまったのですよ」

「それはっ、俺や美菜を守ろうとしてっ、仕方なく！」

　良介の脳のう裏りにありありと浮うかぶ。ガルダーブロウグとヘルガを前にして《折れた剣グラム》を発動出来ない良介のために、リサラは自分が人間界に居続けるための術式《存在ボドウライス》を使う霊力すら、与あたえてくれたのだ。

　その結果、リサラは良介の前からかき消えるように消しよう滅めつしてしまった。

「どのような事情があろうとも、強制召還は死神にとって最も屈辱的なことなんですよ」

「くそっ……」

　自分の膝ひざに拳こぶしを叩きつけた良介を見て、シャブリは一度目を閉じた。そして、開けるとサイラを見て続ける。

「ですから、レストール家の内部でその資質を疑う声が、一気に上がっています。その上で、遠とお縁えんからも自分の家こそが本家に相応ふさわしいとね」

「一気に？　《イレギュラー》のことならともかく、リサラちゃんが強制召還されたことまで、まだ一日も経たっていないのに広まっていると？」

「その通りです。一いつ斉せいに情報が流れたようですな」

「…………ガルダーブロウグだな」

　ライファンがボソリと呟つぶやく。

「どういうことだよ？」

　良介の問いに、ライファンが苦笑する。

「良介くんは、こういうことに疎うとくて当然だね。いいかい、さっきも出た通り、今のガルダーブロウグに対抗出来る組織は、最大最強にして王家が不在の死神界をとりまとめる準王家たるレストール家だけさ」

「そうみたいだな」

「で、あるならば、ガルダーブロウグとしてはレストール家を牽けん制せいしておきたい。出来ることなら、その動きを止めてしまいたいわけだ。そのためには、内紛を起こすのが一番だろう？　だからリサラの情報を、内通者を通じて流したんだろうね。何しろ、リサラが強制召還された場に、ガルダーブロウグもまた居たんだろう？」

「……な、なるほど。随ずい分ぶんとまだるっこしいことをやるんだな」

「でも、効果は抜ばつ群ぐんさ。現にレストール家は、ガルダーブロウグという敵を前にまとまることが出来ていない。でも、だとするならば……」

　ライファンが、腕うでを組んで天井を見上げた。

「そうね。他ほかの組織が、レストール家を揺さぶっている陰かげにも、ガルダーブロウグがちらつくわね」

　サイラが懸け念ねんを引き継つぎ、シャブリへと視線を戻もどした。

「揺さぶっているネタは、何なんですか？」

「準王家としての資質ですよ」

　シャブリが、短く答える。

「資質？　血筋、家いえ柄がらからして、レストール家以外に準王家に相応しい一族はいないと思いますけど、どういう……」

「準王家は、死神界の取り纏まとめだけではなく、王家の財宝の管理もまた責務のはずですな」

「あっ……」「あっ……」

　サイラとキュールが、仲良く声を上げた。

　良介には何を言っているか、さっぱり分からない。

「オンッ……（馬鹿野郎。俺とお前の魂たましいに刺ささってるのはなんだよ）」

　カエサルが、小さく咆ほえた。

　その指摘で、良介は自分の魂に刺さっている《グラム》が何ものかを思い出した。

　黄たそ昏がれの戦い以前より伝わる、偉い大だいなる戦神に授さずけられたとされる《旧ふるき五つ》、その中でも最も凶きよう暴ぼうとされる一ひと振ふりだ。

　リサラが所有していて、彼女が人間界に居続けるために仮契約として良介の魂に突つき刺されている。

　そしてカエサルの魂には、《龍りゆう殺しの剣リジル》が刺されている。《グラム》と同じく《旧き五つ》の一振りであり、キュールが所有し、同じく彼女が居続けるためにカエサルに突き刺された。

「《旧き五つ》、そして《ファヴニール》が流出しているとの、情報が流れましてね。《ダーインスレイブ》《テュルフィング》、そして《ファヴニール》に至っては、なんと《雷神の雹テイールハガル》の手にあると言う。これで、準王家としての責務を果たしているのかと、ま、こんなところですね」

　シャブリの説明に、サイラが文字通り頭を抱かかえた。

「痛い、痛すぎるところを突かれたわね……」

「でもお母様。《テュルフィング》も《ダーインスレイブ》も、ずっと昔にガルダーブロウグによって持ち出されたんですわよね。だったら、何も今問題にしないでも」

　キュールの言葉に、サイラが頭を抱えたまま答えた。

「それはただ単に、昔から準王家の責務を果たしてないってことになるだけ、いいえ、むしろ事実を隠いん蔽ぺいしてきたっていう、追つい及きゆう点が増えるだけね……はぁ」

　ため息を吐ついて、サイラが顔を上げる。

「で、他の組織はおおかた《旧き五つ》等などの共同管理でも持ち出していると？」

「ほう、流石さすがですね」

「分かりますわよ、そのくらい。共同管理にして、《イレギュラー》もまた共同管理の対象にしようと言うのでしょう？」

「ちょっと待った。共同管理って、《イレギュラー》かも知れないけど、美菜は人間だぞ。管理もくそもないだろ」

　良介の言葉に、サイラが力なく首を振る。

「通常の人間の千倍万倍の霊力を持つと言われる特異者、その特異者の中の特異者である《イレギュラー》よ。全ての死神組織が求めるでしょうね。ガルダーブロウグのような力が無くても、《イレギュラー》の霊力があれば、それだけで他の死しに神がみを圧あつ倒とうする力を手に入れられるのよ」

「だからって！」

「もちろん人間界との関係はあるわ。それでも、どんな汚きたない手を使っても、死しに神がみ界の管理下に置こうとするでしょうね」

「ふざけるなよっ。そんなことが許されるわけないだろ！」

　良介が拳を叩たたきつけると、机が軋きしむ。そんな良介の様子を見て、キュールが静かにお茶を啜すすった。

　その吞のん気きな様子に、カチンと来てしまう。

「キュール！」

「良介さん、キュールはさっきも似たようなことを言ったはずですわよ。許されないことでも、許してしまうのが、大人の欲ですわ」

「だからって、キュールはそれでいいのかよ。美菜が、物のように扱あつかわれてて」

「馬ば鹿かなことを聞きますのね。当然、いいわけありませんわ」

　湯飲みを、ゆっくりとキュールが置く。

「ですから、キュールはこう考えますの」

　ニヤリと、唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「大人の事情なんて、無視すればいいんですわよ」

　全員が「は？」と顔を見合わせる。

「あら、簡単な話ですわよ。キュール達が美菜さんを助け出してしまえばいいんですわよ。だって皆みなさんの《イレギュラー》としての力は圧あつ倒とう的てきですもの。その力で、他の死神を押さえ込めば──いいえ、《グラム》も《リジル》もありますものね。キュール達が、死神界を支配してしまえばいいんですわ」

　呆ぼう然ぜんとした空気が、暫しばらく流れた。

　最初に再起動したのは、良介だ。

「キュール。その話、俺は乗った」

　笑いかけ、早さつ速そく立ち上がる。その隣となりで、カエサルもまた尻尾しつぽを立てて起き上がる。

　そんな二人に、キュールが苦く笑しようする。

「せっかち過ぎますわよ、二人とも」

「どういうことだよ？」

「ガルダーブロウグは《雷神の雹テイールハガル》の戦力を抱えてるんですわよ？　幾いくらなんでもキュール達だけで、どうこう出来るわけありませんわ。まして、リサラお姉様がまだ合流してないんですのよ？」

「何言ってるんだよ。リサラと合流しないわけないだろ。このままレストール家に行けばいいじゃないか」

「ま、それも手ではありますけど、キュールの考えはちょっと違ちがいますわ」

「オンッ……（腹黒さじゃ、俺達はキュールには勝てないぜ。計画を聞くべきだな）」

　足あし下もとで、カエサルが苦笑しながらお座りをする。その言葉に、良介も深く頷いてソファに座った。

「なんだか、妙みように納なつ得とくいきませんけれど……」

　ちょっと唇を尖とがらせてから、キュールが話を始める。

「まずは、レストール家に潜せん入にゆうするべきですわ。リサラお姉様と、そのお母様であり、レストール家当主代行のアルメイア様と会いましょう。その上で、キュールには《雷神の雹テイールハガル》を分断する考えがありますわ。もっとも──」

　イリアとシャブリを、キュールが見て微笑ほほえんだ。

「さすがに、お二人に聞かせるわけにはいきませんけれど」

「ま、それは当然よねぇ」

　今まで、特に興味なさそうに背もたれに寄りかかり、髪の毛を弄いじっていたイリアが、体を起こした。

　そしてシャブリを向いて、思いっきり前まえ屈かがみになってのぞき込む。

「シャブリ代表。イリア、一つお願いがあるんだけどなぁ」

「ほ、ほう、何かね？」

「明日の会議ですけどぉ、イリアがメルローの代表になりたいなぁって思うんですぅ。だってだって、《旧き五つ》の事情もよく知ってるし～、ガルダーブロウグとも闘たたかってるし～、それにそれにリサラの泣きっ面つらをすっごぉぉぉく見たいんですぅ」

「ふむ……一理あるな。いいだろう。一級死神が、今の本部にいないで困っていたことでもあるしね」

　存外あっさりとシャブリが頷うなずいた。

「もう一つ、いいですかぁ？」

「何だね？」

「この人達を、イリアの付き人にしたいなぁって。もちもちろん、変装してもらいますけどぉ」

「……潜入の手伝いをしようと言うのかね。思ったより、彼らに甘いようだねイリアくん」

「げっ」

　笑ったシャブリに、イリアが露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。それから、顔の前で両掌てのひらを振って必死に否定しようとした。

「だ、誰だれがそんなこと、ただちょっと、その、き、気まぐれです！」

　その様子に、代表室は笑い声に包まれたのだった。

　思いっきりふて腐くされたイリアを除いて。




　　　　※　　　※　　　※




「全く、酷ひどい誤解を受けたわ。ホント、心外っ」

　賃ちん貸たいとして出している二階の空き部屋だ。イリアが怒いかりが収まらないと、床ゆかにあぐらをかいて座り込んだ。

　もうこの面子メンツには、可愛かわいいイリアを演じる必要を感じてないらしい。

「ま、いいわ。会議は明日午後らしいからぁ、今からここで変装して今夜中にレストール家に入るわね。いい？」

「明日か……」

　美菜のことがどうしても気になってしまい、良介は思わず呟つぶやいた。その呟きを聞きつけたサイラが、ポンポンと頭を叩いてくる。

「サイラさん？」

「誘ゆう拐かいされたのが今日の昼過ぎよ。あれだけの巨きよ大だいな生きる力よ。奪うばうにしても、相当な時間が掛かかるはずよ。元々、準備をしていて、しかもガルダーブロウグということを考こう慮りよしても、二日は掛かると見るべきね。どんなに早く考えても、明日の夜までは無事のはずよ」

「でも、それまでに……」

「良介くん。貴方あなただって経験しているでしょう。生きる力は、回復するわ。全すべてを奪われない限り、平気よ。もちろん、それまでの間、おそらく美菜さんは悪夢を見ているでしょうけど……でも、私達も美菜さんも、今は耐たえないと。失敗して救えませんでしたってなったら、どうしようもないでしょう？」

　優やさしく、諭さとすようにサイラに言われて、良介は頷いた。焦あせりは確かにある。それでも急がば回れとも言う。

「話は付いた？　なら変装の配役を伝えるわよ」

　イリアが、鞄かばんから衣い装しようを取り出して並べる。メイド服が二着に、女物のスーツが一着だ。

「ちょっと待てよ。俺、キュール、サイラさん、ライファン、マルベック先生で五人だぞ？　マルベック先生がいつも通りだとしても、四人に三着しかないじゃないか」

　俺の疑問に、イリアがニタァと笑う。

「そこの無能ホルスタイン」

「……ええと、もしかもなく、アタシですね」

　項うな垂だれたマルベックが、やれやれと手を挙げた。

「その通りよ。脱ぬぎなさい」

「ハァァァァァ!?」

　ガバッと顔を上げる。

「そのケバい、よく分かんないボンデージを脱げってのよ！」

「よく分かんないボンデージって、これを着て若い男を誘ゆう惑わくしろって命令したのは室長でしょうが！」

「ええ、そうよ。着るも脱ぐも、上司の命令一つだって言ってんのよ！」

　怪かい鳥ちようの如ごとくイリアが飛び上がり、瞬またたく間まにマルベックを組み敷しいてしまう。パチパチとボンテージのベルトや金具を外していく。

「い、いやぁぁぁぁぁぁっ。あれでしょっ、ストリーキング騒そう動どうでも起こして、その隙すきにレストール家に入ろうってんでしょ！」

「そんなんで、あそこのセキュリティを突とつ破ぱ出来るわけないでしょうが！」
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　イリアが手て際ぎわよく、とても手際よくマルベックを脱がしていく。

　なんと言いますか、俯うつぶせに組みひしがれたマルベックのおっぱいが、あり得ないくらいにたわんでいる。

　ボンデージの枷かせから解放されて、ふにゃり、いやべちゃりといった感じで、床に押しつけられているのだ。

「そうか……歳としか。年ねん齢れいが行ってて垂れ気味だから、たわむ時もすっごい柔やわらかいんだ。なるほど、これは年上女性の魅み力りよくポイントとして、盲もう点てんだったな……」

　思わず息を吞のんでしまう良介だ。もちろん、我知らず前のめりになって。

「いや待てよ。だとすると、お尻しりだ。ヒップはどうなるんだ？」

　のそのそとマルベックのお尻が見える位置に移動しようとして、

　バシンッ。

　思いっきり頭を叩たたかれた。

「いってぇぇぇぇ」

「痛いに決まってますわよっ。美菜さんを救い、リサラお姉様と合流しなきゃって時に、なんで本能爆ばく発はつさせてますの！」

　キュールだ。

「いやだって、爆発するから本能だろう。いや、爆発しない本能なんて、そんなの男の本能ではない！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、熱い瞳ひとみで言い切ってみる。

　返ってきたのは、

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～～」

　深い深いため息だけだった。

「ま、安心していいわよぉ」

　イリアが手をパンパンと叩きながら言う。その足下にはマルベックのボンデージ一着。そして、その先にはシーツにくるまって、シクシク泣いているマルベックだ。

「ああぁぁ、見み逃のがしたぁぁぁぁぁぁ！」

　自然と拳が床を叩く。悔くやしい、とても悔しい。

　スパ──────ン！

「いってぇぇぇっ！」

　今度はライファンに叩かれた。

「良介くん、もう少し自制をだね……」

「ええ、本当にその通りですわ」

　ライファンとキュールが、仁に王おう立だちで良介を見下ろしている。

「ご、誤解だ、二人共！」

「どこをどう見れば誤解ですの！」

「確かに俺の本能は爆発している。だがな、それだけじゃない。そこには、熱い本能と共に怜れい悧り且かつ冷れい徹てつな計算もあるんだ！」

「ほう、聞いてみますわね」

「うむ。俺の生きる力は、エッチな魂たましいだ。つまり、来きたるべきガルダーブロウグ戦のために、こうやって補給をしているんだ。そうとも、これも、リサラと美菜のためだ。俺は泣く泣く、ハァハァ、エッチな観賞を！」

「良介さん、今、ハァハァって言葉が入りましたわよ」

「あ……いけね」

　目の前で、キュールがポキポキと拳を鳴らした。その迫はく力りよくは、なんだかリサラにいつも怒おこられている時に近い。

「待て、明日まで耐える時間をせめて有効に活用しようとだ！」

「お姉様と違ちがって、良介さんのエッチな魂は抜ぬき取れませんけど、簀す巻まきにするくらいは、フフフ、出来ますわよ。ええ、名案ですわね。潜せん入にゆうの時に、荷物として良介さんを持って行けばいいんですわ」

「まぁまぁ、落ち着いてキュールちゃん[image: ]」

　イリアが、キュールの肩かたに手を掛け、ニヤニヤととっても腹黒そうな笑えみを浮うかべる。とっても嫌な予感しかしませんが……。

「配役に話を戻もどすけどぉ。サイラさんは、秘書官。ライファンとキュールちゃんはメイドさんね。で、良介くん」

　ニヤニヤァと、イリアがさらに悪い笑顔をする。

「良介くんはぁ、マルベックね[image: ]」

「は？」

「だからぁ、良介くんはぁ、マルベックに変装してもらうのぉ」

「いや、待てっ。俺は男だぞ？　女装にしたって、あんな巨きよ乳にゆうのお姉ちゃんになれるわけないだろ！」

「うんうん、男の子がマルベックに変身するのは無理かなぁ。でぇもぉ、女の子の良介くん、ううん、良子ちゃんなら可能じゃないかなぁ。すっごぉぉい、おっぱい大きかったでしょう？」

「マジかよ!?」

　それは、とてもとても嫌な記き憶おくだ。一度目はイリアによって女体化させられて、男に迫せまられた。二度目はキュールによって下は生えたままの、妙みような女体化させられて、あげくに当時はまだ女性専門だったライファンに迫られたのだ。

「ふふふ、レストール家に潜入するまでの辛しん抱ぼうだってばぁ」

　イリアが迫ってきて、良介は思わず後あと退ずさった。が、すぐに背中が何かに触ふれて後退出来なくなってしまう。

「あら、イリアにしては妙みよう案あんですわね」

　振ふり返れば、いつの間にかキュールが背後にいやがる。

「キュールちゃん、術式は憶おぼえてるわよねぇ」

「ええ、もちろんですわ」

　イリアとキュールが、良介の頭の上に手を置く。しかも、ライファンもサイラも仲良く良介の体を押さえ込んでくる。

「「偽いつわりの中でトールに殺されし、深き深き恨うらみを持つ巨きよ人じんよ。今、ここで汝なんじの花はな嫁よめを取り戻し給え」」

　綺き麗れいにキュールとイリアが斉せい唱しようし始める。

　二人から発せられた光が、纏まとわり付くように良介を包み込み始めた。それはまるで、純白に輝かがやくウェディングドレスのようだ。

　自分の中で、何かが目覚めていく。

　それを自覚しながら、良介は涙なみだながらに叫さけんだ。

「やだぁぁぁぁぁ、俺の理想は清純派なんだっ。あんな痴ち女じよみたいな格好、見るのはいいけどしたくねぇぇぇぇ！」

「ひどいっ！」

　シーツに身を包んだマルベックが叫ぶが、誰だれも気にしない。

「「《偽りの花嫁スリユム》よ、《偽りの花嫁スリユム》よ。《偽りの花嫁スリユム》よ！」」

　キュールとイリアが、同時に叫んだ。

　その瞬しゆん間かん、良介の中で根本的な何かが変わっていく。

「うああぁぁっ」

　良介の口から雄お叫たけびが上がる。

　いや、それはすぐに変わっていく。

　雄叫びではない、喘あえぎ声に変わっていく。

「ふあぁぁんっ、あっあっ、あああぁぁぁん！」

　光が四散する。と、同時に良介はがっくりと床ゆかに突つっ伏ぷした。

　いや、突っ伏せなかった。

　何かが邪じや魔まをする。

　べったりと床に体をなげうつことが出来ない。床に圧あつ迫ぱくされるのだ。

「何が……」

　目を開け視線を向けると、そこにはたわわに実ったおっぱいがある。

　良介が着ていたＴシャツの中で、窮きゆう屈くつそうに二つのおっぱいが密着し、深い深い谷間を形成している。

　Ｔシャツによって横に逃にげることも出来ず、おっぱいがゴム鞠まりのように良介が体をなげうつことを妨ぼう害がいしていたのだ。

「うんうん、見事な女体化ね。《グラム》もしっかり、魂の奥底で眠ねむりについてるみたいだし、これで監かん視しの目もくぐり抜けられるかなぁ」

　良介を見下ろしたイリアが、うんうんと頷うなずく。

「そうですわね。女体化時には《グラム》が使えませんから。レストール家に入る際にチェックされても、普ふ通つうの死しに神がみなら気が付かないはずですわ」

　キュールはイリアの説明を良介にも分かるように補足すると、顔の前に屈かがんでニッコリと微笑ほほえんだ。

「な、なんだよ？」

「では良介、いえ良子ちゃん。お着き替がえの時間ですわよ」

　いきなり手が伸のびて、良介のシャツを脱ぬがしに掛かかる。

「え、ちょ、ちょっと待てって!?」

「良介くん、ダメだぞ。女の子の今は、ちゃんと女の子の口調で喋しやべらないとさ」

　デニムを脱がしに掛かったライファンが、たしなめてくる。

「お前にだけは言われたくないっての！」

「まぁまぁ、観念して。お姉さんに任せなさい」

　サイラが、やけに手際よくベルトを外して、一気にデニムを引き下げた。そもそも、キュールの母親なんだからお姉さんではなく、おばさんではなかろうか。

「あん？」

　思っただけで睨にらまれた。

　そして、瞬またたく間まに素すっ裸ぱだかにひん剝むかれてしまった……。

　慌あわてておっぱいを両りよう腕うでで隠かくし、良介はしばしその柔やわらかさに酔よった。腕をふわりとおっぱいが包み込んでくる。ただ柔らかすぎず、適度な反発力もしっかりある。何より、温かい。触れているだけで、心が癒いやされていくような、そんな温かさだ。

「ああ、これがおっぱいが持つ母性か……」

　うっとりと呟つぶやいてしまう。

　そんな良介を呆あきれた目で見た後、キュールが問いかけた。

「イリア、下着はどうするんですの？」

「マルベックなんだし、ノーパンノーブラでいいんじゃないの？　もともとブラジャーはなかったし」

「衣い装しよう的にブラジャーがないだけですからっ。ちゃんとパンツは穿はいてます！」

　思わずマルベックが抗こう議ぎの声を上げた。

「そういえば、穿いてたわね」

　キランとイリアの瞳が光る。

「え……う、噓うそですよね？　幾いくら上司でも」

　シーツで身を包んだまま、マルベックが後退った。その一連の会話と行動で、良介にはイリアの目もく論ろ見みがピンと来た。

「ほう、脱ぎ立てホカホカパンツを俺が穿くのか。悪くない」

　リサラのでないのが残念だが、脱ぎ立てパンツで自分の股こ間かんを覆おおう。それは、やはり心が躍おどる。

「そうとも、今は生えていなくとも、アソコと自分の股間が間接キッスだ。これで、これで心が躍おどらないでどうするっ」

「今の良介さん、男としての欲よく望ぼうが抑おさえられているはずですのに……」

　小首を傾かしげたキュールに良介は、女体化してロングになった黒くろ髪かみをファサァと搔かき上げ笑った。

「女の子が女の子に欲よく情じようする。それもまた美しき哉かな」

「か、完敗ですわ……」

　キュールがよろよろと、後退り呻うめく。

「ま、まぁ穿いてくれるなら、イリアはなんでもいいけれど……」

「ひぃぃぃぃぃぃ」

　口元をヒクヒクとさせながらも頷いたイリアの向こうで、マルベックが悲鳴を上げた。

「ええい、純情ぶる歳としでもないでしょうが！」

　イリアが、マルベックの両足首を握にぎり、ひっくり返す。すってんころりんと、マルベックの後頭部が床に落ち、ピクピクと痙けい攣れんする。おかげで脱だつ力りよくしたマルベックのパンツは脱がし放題だ。

　するりと慣れた手付きで赤いパンツを奪だつ取しゆする。そのパンツを人差し指の先に掛け、イリアがクルクルと回した。

「では良介くん。パンツを穿いて、そのままボンテージも着てもらいましょうか」

「[image: ]……あれもか」

「ええ、痴女にしか見えないファッションをしてね[image: ]」

　イリアが言った瞬間、ライファンとサイラが良介の両腕を抱かかえ立ち上がらせる。

「お、おい!?」

　おっぱいも股間も、全すべてが露あらわだ。

　いや、だが、自分でわざわざ見るのは、とっても悪いことな気がするが……無理矢理露ろ出しゆつさせられて目に入っちゃうのは、不ふ可か抗こう力りよくで許される気がする。

　そうとも、これは良介が見ようとしているのではなく、見えてしまうだけだ。

　そっと自分の体──主に下半身──へ視線を移す。

「はーい、良介さんにはまだ早いんで目め隠かくしですわ」

　いきなり、後ろからキュールの小さな手が良介の目を覆った。

「なぁぁぁぁぁぁっ!?」

「ダメなものはダメですわよ」

「そんなっ、他人の裸はだかを見るなら成人指定だろうけど、自分の裸なら成人指定じゃないだろ！　横暴だぁぁぁぁぁぁ！」

　ジタバタ暴れても、女体化してしまっている良介の腕わん力りよくは、ライファンにもサイラにも、キュールにすら太た刀ち打うち出来ない。

　さめざめと泣くことしか出来ない……。

　そんな良介にパンツを穿かせようと、イリアがしゃがんだ。

「あら、良子ちゃんったら控ひかえ目なのねぇ」

「どこだぁぁぁ、どこを見て言ってるんだぁぁぁぁぁぁっ！」

　悲痛な、悲痛すぎる声が響ひびき渡わたったのだった……。




　　　　※　　　※　　　※




「クソっ、なんで歩きで移動なんだよ！」

　スースーする、胸むな元もともお臍へそも全開でパンツがチラッと見えてる短いスカートなボンデージ姿で、良介は往来をモジモジと歩いた。

　道を歩いている死神全員に、なんだか見られている気がしてしまう。

　恥はずかしいことこの上ないのだ。

「やぁねぇ、経費削さく減げんよ。今の本部からは歩いて三十分だものぉ。健康のためにも歩くべきでしょ？」

　先頭を歩くイリアが、振ふり返ることなく笑う。

　その横をスーツで秘書然としたサイラが歩き、メイド服を着たキュールとライファンが付き従っている。もっともキュールは、変装のつもりなのだろうが、伊だ達て眼鏡着用だ。

　ちなみにマルベックは、イリアによってお留守番だ。何やら、用事があるらしい。

「だからって……この格好は、ホントに恥ずかしいんだぞっ」

「オ……ンッ……」

　力ない鳴き声が、良介が押すベビーカーから聞こえて来た。

　そこには、ピンク色でフリル満まん載さいの帽ぼう子しと衣装を着せられたカエサルが、がっくりと項うな垂だれて乗っている。

「オオン……（なんで俺まで雌めす犬いぬの変装なんだ）」

　耳にはリボンが付けられて、前まえ肢あしには花はな柄がらの腕うで輪わだ。

「カエサル、男って不ふ憫びんだよな……」

「オン……」

　泣く泣く、夜のとばりが下りてきた石いし畳だたみの道を良介は歩いた。







[image: ]







　イリアが言う通り、三十分ほどして大きな大きな門構えが見えてくる。

　五メートルは優に超こえていそうな塀へいが延々と続き、塀よりもやや高い石柱が二本そびえ、その間に鉄てつ格ごう子しの門もん扉ぴがあった。

　その石柱の足あし下もとに小さな、いや通常であれば普通の大きさの扉とびらがある。どうやら、こっちが普通に使う出入り口のようだ。

　もちろん門の前には複数の衛士が立ち、油断なく周囲を警けい戒かいしている。

　そんな衛士達に、イリアが緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなく歩み寄っていく。

「どーもぉ、メルロー人生保証の会議参加者イリアでぇす」

　その手には、メルロー人生保証で偽ぎ造ぞうした良介達の身分証明書がある。

　数度のやりとりの後、イリアは見事に衛士を丸め込んだ。

　そのまま衛士の一人に連れられて、敷しき地ち内を良介達は歩いた。一度来たことがある屋や敷しきだが、やっぱり広い。大きなレストール家の館やかただけではなく、他ほかにも幾つか建物が配置されている。

　良介達が通されたのは、その建築群の中でも最もレストール家の館から遠い建物だ。メイドに案内された客室に入り、良介はホッと一息を吐ついた。

「よく、こんな変装で中に入れたな」

「失礼ねぇ。メルロー人生保証の偽造力を甘く見ないで欲しいなぁ」

　そう物ぶつ騒そうな自じ慢まんをしたイリアに、サイラが苦く笑しようした。

「というより、見事な色いろ仕じ掛かけだったわよ。デートの約束ちらつかせたりして……」

「鼻の下伸ばして騙だまされるほーが悪いのよぉ」

　しれっと答えて、イリアが豪ごう奢しやなソファにボフンと身を沈しずめた。

「よく言いますわよ。ある程度警戒されてるから、本館から一番遠いところに通されたんですわよ？」

　部屋の中を、何かうろうろしていたキュールが、ジロリとイリアを睨んだ。

「あら、それは警戒だけじゃなくて、メルローが一番格下の組織ってことよぉ」

「自慢にならないことを、堂々と言いますのね」

「事実は事実だしぃ。で、キュールちゃん。ここ、盗とう聴ちようされてた？」

「調べたところ、平気そうですわよ。確かに、盗聴する必要があるほどは警戒されてないようですわね」

「フフ、なら早さつ速そく、行動に移るべきじゃない？」

　ソファにふんぞり返ったまま、イリアが挑ちよう発はつ的に笑う。

「そうですわね。今夜中に、リサラお姉様達と合流しないといけませんわ」

　キュールの言葉にイリアが、ヒラヒラと追いやるように手を動かした。

「ま、イリアぁ、この先はノータッチだから精々頑がん張ばってねぇ」

「分かってますわよ。ここまで手伝ってくれただけでも、ホント奇き跡せき的だと思ってますわ。さてと、まずはライファン」

「何かな？」

　普ふ段だんは隠している巨きよ乳にゆうを、今日はメイド服で惜おしげもなく晒さらしているライファンが、足を組んだ。普段、パンツ生活に慣れているせいか、足を組む瞬しゆん間かんにパンツがチラリと見えそうになってしまう。

「良介さんが合流していることを、《雷神の雹テイールハガル》には知られたくありませんの。ですから、本館にこっそり潜せん入にゆうするわけですけど……正直、成功率は五分五分ですわ」

「なるほど。そこで、僕に何か役割があるってわけだね」

「いいえ。お留守番ですわ」

「なっ!?」

「だって《雷神の雹テイールハガル》に内通していた貴方あなたが、こっそり潜入しているのがバレて捕つかまったら……洒落しやれになりませんわよ？」

「そ、それは……まぁ」

「というわけで、良介さんとお母様、そしてキュールの三人で潜入しますわ」

「バウッ……（俺も留守番か？　得意だけどよ）」

　雌犬の格好から解放されたカエサルが、控え目に咆ほえる。

「もちろん付いてきてもらいますけど、途と中ちゆうでお留守番ですわね。無事潜入後に、メイドのウルスとヒルドに迎むかえに行かせますから」

　ウルスとヒルド、リサラの母親であるアルメイア付きのメイドだ。

「というわけで、まずは良介さんの女体化を解きますわよ」

「あら、どうして？　お母さん、そこそこ気に入ってるんだけど」

　サイラが、茶目っ気たっぷりに笑う。その笑え顔がおにキュールが、ニヤっと悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑顔をしたのだった。

「途中、登ったり下りたり、ちょっと体力を使うんですの」




　　　　※　　　※　　　※




「ハァッ……ハァッハァッ」

　とっぷりと日が沈んだ夜、敷地内にある大木をよじ登り、枝から本館の雨あま樋どいへと移動し、壁かべをよじ登るという、どう考えてもこそ泥どろにしか思えない行動の果て、ようやく良介は四階の出窓の上に辿たどり着いた。

　Ｔシャツだけではなく、デニムにも汗あせが滲にじんでしまっている。

　確かに、女体化のままではとてもじゃないが良介は付いてこられなかった。いや、鍛きたえる前の良介でも無理だったかも知れない。

　当然、木登りが出来ないカエサルは、大木の下で吞のん気きに欠伸あくびをしながら留守番だ。

「ね、体力を使うコースでしょう？」

　狭せまい出窓の上に身を寄せ合うようにしゃがんだキュールが、自慢げに笑う。そんなキュールの頭を、サイラがコツンと叩たたいた。

「どうして、こんなコースを知ってるのよ！」

「リサラお姉様が、屋敷を抜ぬけ出すコースだからって教えてくれたんですわ。流石さすがに、敷地外に出るコースは、今は使用不可能になってますけれど」

「まったくリサラちゃんといい、キュールといいいお転てん婆ばが過ぎるわよ……」

　右手を顔に当てて、サイラがため息を吐く。

　もっとも良介から見れば、二人共十分にお転婆だ。ひょいひょいと木に登るわ、枝から飛び移るわ、壁をよじ登るわと、戦せん闘とう訓練を受けた死しに神がみではあるものの、見事な運動能力だった。

「あら、それが今、役に立っているんですから、問題なしですわよ」

　そう言うやいなや、キュールが出窓の上部に手を伸のばし、何やら弄いじりだした。

「なにやってんだ？」

　良介の質問に、キュールが振り向くこと無く答えた。

「ここの窓まど枠わく、実は壊こわれてますの。だからこうやってずらすと──」

　カチャリと小さな音と共に窓枠がずれて、窓が外れる。外れた窓をキュールは摑つかみ、何度か前後に揺ゆすった。

　すると、鍵かぎとなっていた金具が外れる音が微かすかに響ひびく。

　窓と窓枠を直すと、窓は苦も無く左右に開いてしまう。

「これでよしですわ」

　満足げに言うキュールの隣となりで、サイラが深いため息を吐く。

「でも、中に人が居たらどうすんだ？」

　導かれて開いた窓から中に入った良介が囁ささやくと、キュールが自信たっぷりに振ふり返った。

「この部屋は、元々はリサラお姉様が悪戯して閉じ込められたりした、ま、懲ちよう罰ばつ部屋ですの。ですから、誰だれも使ったりはしませんわよ」

　それでキュールが声を潜ひそめるので、良介もまた潜めて答えた。

「なるほどな」

「さてと、キュールとお母様はアルメイア伯お母ば様を捜さがしてきますわ。それまで良介さんは、この部屋で待っていて下さる？」

「留守番かよ」

「本館の中にも、内通者は居るかも知れませんわ。ですから、極力良介さんの存在は隠かくしておきたいんですの」

　キュールの言葉には理があった。

　渋しぶ々しぶだが、納なつ得とくして良介は頷うなずく。

　そんな良介にキュールはニコリと微笑ほほえみ、サイラを連れてそっと部屋を出て行った。

「さてと、暇ひまになったぞ」

　待っている間、良介にはやることがない。

　部屋の中は灯あかりがなく、真っ暗とまではいかないが、微かに何かあると分かる程度の暗さだ。

「妄もう想そうでもして、エッチな魂たましいを燃やすか……」

　と言っても、《ファヴニール》が残した霊れい力りよくを全すべて使い切った今の良介には、生きる力であるエッチな魂を燃やしたところで、燃やす薪まきのない着火剤のようなものだ。

《グラム》が覚かく醒せいしてくれる保証は、全くない。

「寝て待つか」

　ベッドらしきものを見つけて、良介はそっと歩いた。時折、カタッと何かに足が当たってしまうのだ。

　ベッドサイドまで辿り着き、ギシリと腰こし掛かける。

「んぅ……」

「ひぃっ!?」

　何か、声が聞こえた。

「お化けじゃ……ないよな」

　誰もいないはずの部屋なのだ。

　ベッドの上を手で、何度か叩いてみる。

「んぅぅっ」

　また声がする。

　何かが、ベッドにいるようだ。

　手で、よりベッドの中央をそっと叩いてみた。

　盛り上がっている？　同時に、

「んっ……んぅっ」

　声もする。

「誰かいるのか？」

　振り返り、両手で盛り上がりを何度もなで回しながら、手て探さぐりしてみる。

「ふあっ、んっ」

　何か柔やわらかい、スベスベな大根が二つ……。

　さすりながら上に上がっていくと、布きれの様なものが触ふれた。その中に手をやり、さらに探ると、大根が一つになった。

　ちょっと左右に広がっていき、またすぼまっていく。

　その中央には、何な故ぜか小さな穴がある。

　良介は身を乗り出して、その小さな穴に人差し指を入れてみた。

「ふあぁぁぁんっ、あんっ、ダメっ、く、くすぐったいわよぉ」

「なんというか、とてもよく聞き覚えのある声だな……」

「んぅっ、な、なに、なんでおヘソがぁっ」

　聞き覚えのある声が、何か言葉を喋しやべっているようだが、まだだ、まだ確信が持てない。

　やはりじっくりたっぷりと触しよつ感かんで探り、明確な解答に辿り着くべきだ。生半可な思い込みによる解答は、往々にして誤解を招き、悲劇を生むのだ。

「というわけで、さらに先に」

「ちょ、ちょっと良介でしょっ。何を！」

「ん。何か聞こえた気がするが、気のせいだな」

　ネグリジェ──もとい、布の下をさらに手を進める。

　少しずつ再び開き、おっぱいに──もとい、何か膨ふくらんだ、それも哀かなしいほどまでに平べったい膨らみに行き着いた。

「ひゃぁぁぁんっ、い、いい加減に！」

「いやいや、微か過ぎて本当に膨らんでいるか分からないぞ。フフッ、やはりこれが本当におっぱいかどうか、その証しよう拠ことして先せん端たんの突とつ起きを探り当てるべきだな」

　探っていた手を心なし広げ、下からもみ上げるように上へ──。

「いい加減にしろってんでしょ────────────────────！」

　リサラの膝ひざが、いつの間にか──本能的に──彼女に覆おおい被かぶさっていた良介の股こ間かんに、ダイレクトヒット！

　カキ──────────ン。

　間ま違ちがいなく、良介はそんな音を聞いた。

　あまりの痛みにのけぞり、ネグリジェの中に突つっ込んでいた手が邪じや魔まで、ヒクヒクと痙けい攣れんしてそのままリサラのお腹なかの上、丁度下乳辺りに頭を落として良介は悶もん絶ぜつした。

「ハァッ、ハァッハァ……何をしてるのよっ、このエロ介すけ！」

「し、真実の探求……女体大冒ぼう険けん……」

「何を分からないことをっ。とにかく、さっさと寝ね間ま着きから手を抜いてよね！」

　リサラがそう叫さけんだ時だ。

　ドンドンと激しく扉とびらがノックされた。

「しまった！」

　小さくリサラが叫び、キョロキョロと左右を見み渡わたした後、良介を抱だきかかえ、自分の体ごと反転した。

　一転して、リサラが良介に覆い被さる形になる。

　リサラが手早く、転がっていた掛かけ布ぶ団とんを取って自分と良介の上に掛け、声を出した。

「どうぞー」

　扉が開いて、誰かが入ってくる気配がする。

「リサラ様、如何いかがしました？　何か大きな叫び声が聞こえたと、巡じゆん回かいの者から訴うつたえがありましたが」

　初老の男の声だ。少なくとも、前に死神界に来た時には聞いたことがない。

「あ、え……あははははは、変態が出てくる夢を見ただけだから、うん、なんでもないのよ、ホントなんでもない、変態が悪いだけだから、うん」

　乾かわいた笑いを上げて、リサラが早口でまくし立てる。

「おい、変態って俺のことかよ」

　小声で抗こう議ぎを上げると、

「黙だまってなさい！」

　同じく小声で言いながら、リサラが体全体で良介を押しつぶしてくる。

　口を封ふうじるつもりなのだろうが、あるかないかの胸の傾けい斜しやが額に思いっきり密着してきてくれて──嬉うれしい。

「ほふぅ」

　思わず感動の吐と息いきが漏もれてしまう。フゥっと優やさしい風が、ネグリジェの薄うすい布地を通してリサラの鳩みぞ尾おちを撫なでていく。

「うひゃぁぁぁんっ!?」

　ビクンッとリサラが、体を跳はねさせる。

「リサラ様？」

「い、いえ、あはははは、そのええと、布団の角が変なところに触れちゃって、あは、あははははは」

　わたわたと言い訳をしながら、リサラの左拳こぶしが良介の頭を小こ突づいた。

「へ、変なところに息を吹ふきかけないでよね！」

「俺としては俺の頭を小突くのに、押しつけているおっぱいが全く障害にならなかったことに、問題をだな」

「なんですってぇぇぇぇっ！」

　リサラが、ガチ咆ほえる。もう隠す気なんて、完全に吹っ飛んだ声だ。

「え、私、何かおかしなことを……その、申し上げたでしょうか？」

　男の声が、思いっきり腰こしが引けたものになっている。この響き、申し訳ないというより、変なヤツに対する声に思える。

　何しろエロ介として学校で散々、良介に覚えがある感じなのだ。

「あは、あはははははは、お、思い出し激げき怒どって感じかしら」

　引きつってる。リサラの声が思いっきり引きつっている。

「はぁ、その、本当に何もないのですか？」

「ええ、ないわよ、これっぽっちも、ほーんと何もないわよ。変態が夜よ這ばいしてきたり、そんなこと、絶対にないから平気よ、平気」

「分かりました。ですがリサラ様、ただいま貴方あなたは謹きん慎しん中の身です。どうかお立場をお考えになり、なにとぞお静かにお過ごし下さい」

「分かってるわよ！」

「では、おやすみなさいませ」

　丁てい寧ねいな口調の直後に、ガチャリと決して静かではない音が響ひびいて扉が閉まった。

　そのままリサラが動かない。

　ただ微かすかに、体に力が入った。

　やけに緊きん張ちようしている。ピンッと張り詰つめすぎに思える。

　良介はネグリジェの中に入れたままの手をそっと移動させて、唐とう突とつに両りよう脇わき腹ばらを揉もんだ。引き締しまっているとはいえ、そこは女の子だ。

　柔らかくて、とっても揉もみ心ごこ地ちがいい。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ!?」

　リサラが、あられもないというか、みっともない奇き声せいをあげて笑い出す。

「ハァッ、ハァッハァッ……なにすんのよ、良介！」

　リサラが起き上がろうとして、ネグリジェに突っ込んだ俺の腕うでが引っかかり失敗に終わった。

「ああもうっ！」

　はいはいのようにリサラが前進して、ネグリジェから俺の腕を引き抜ぬく。ネグリジェは肘ひじによってお腹近くまでめくれており、腕が抜けた時には必然的に──パンツが良介の上にあった。

「おおっ!?」

「え？」

　良介の歓かん声せいに、リサラが何事かと下を向く。

　リサラのパンツの真下、距きよ離り三センチで良介の鼻がヒクヒクと動いている。

「くそっ、暗くてよく見えないっ。ならばせめて香かおりをっ」

「い、いっやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ボスンッ──リサラが座り込んだ。

「モガァッ!?」

「ふあぁぁんっ」

　良介の鼻と口を、リサラのお尻しりとデルタ地帯が塞ふさぐ。

「ちょ、ちょっと早くどいてよ！」

「もがっ、もががががががっ（ばかっ、無理に決まってる！）」

「ひぃんっ、あっ、んぅっ、く、口を動かさないでよぉ！」

　良介の顔の上で、リサラが腰をもぞもぞと動かす。おかげでさらに、お尻の間に良介の顔がジャストフィットだ。

「んあっ、んっ、だめっ、そ、そこグリグリしないでよぉぉ」

　抜けだそうともがくと、リサラが喘あえぐ。

　…………抜け出したくなくなる声だ。

　と、バタンッと扉が大きく開いた。

「リサラ様っ、今度はなんですか！」

　先ほどの男が、声を荒あららげて入ってくる。

「え、んっ……な、なんでも、あんっ、ない、んっ、ないわよ、あは、あはははは、んぅっ、はぁん」

「……ゴクリ」

　男が思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

「な、んぅっ、なんでもないから、ちょ、ちょっと虫はね、あんっ……んっ……入って来たのよ」

「とにかく、一度灯あかりを点つけて確かく認にんさせていただきます」

「えっ!?　だ、だめよ！」

　慌あわててリサラが声を上げる。確かに、今もし灯りなんかが点いたら、良介の上にリサラが顔面騎き上じようしているのがモロばれだ。

　良介のこともあるが、この姿勢、どう考えてもイケナイことをしていると見られるだろう。どうやら謹慎しているらしいリサラだ。そんなことがばれれば、間違いなく非ひ難なん囂ごう々ごうだろう。

「何な故ぜですか」

「な、何故って、んぅっ、ほら、私、今、そのネグリジェで……あ、あんまり、見られたくないかなぁって」

　必死にリサラが言い募つのる。

　は、いいのだが……正直、良介の酸素がそろそろ限界だった。口も鼻も、パンツで塞がれて息が出来ないのだ。

「しかしですな」

「ね、お願い。もう静かに、ひゃぁんっ、そこ擦こすっちゃだめぇぇぇぇぇっ!?」

　耐たえきれず、良介が無理矢理口を開いたと同時に、リサラがあられもない大きな声を上げてしまった。

「んっ……ふあっ、あ……あ、ああぁぁ……ん……」

　そのままリサラが、へなへなと脱だつ力りよくしてへたりこむ。ポスンと軽い音を立てて、頭が枕まくらに落ちた。

　おかげでリサラの重心が前へと移動しお尻が浮うき、少しだけ呼吸スペースが出来た。

「ハァッ、ハァッ、ハァハァ……ハァッ……」

　小刻みに震ふるえながら、洗い息を吐はく。

「あの……ええと、もしかしてお一人で？　その、お、お邪魔しました」

　動転した声を上げて、男が出て行く。

　扉が、前回とは違ちがってそっと閉められていく。

「ち、ちが……んっ……はぁぁぁぁぁぁ」

　抗こう弁べんしようと頭を上げて、リサラが再び枕に頭を沈しずめた。そのまま、枕でくぐもった声を出す。

「良介、貴方のせいで、何だかもの凄すごく恥はずかしい誤解を受けたみたいなんだけど」

「いや、俺はそんなに悪くは……」

「いいから、生きる力を抜かれたくなかったら、さっさとどきなさいっっ！」

「はいぃぃっ！」

　慌ててリサラの股ももの間から、良介は抜け出した。

　枕の上でゴロリと顔を横に向けて、リサラが睨にらんでくる。

「良介、正座」

「あ、はい」

　良介は、素す直なおにベッドの上に正座した。

「で、良介」

「なんだ？」

「貴方、何をしているの？」

「何をって、あっ。勘かん違ちがいするなよ、夜這いしに来たんじゃないぞ。あれは、その、ついつい不ふ可か抗こう力りよくでさ」

「はぁぁぁ。誰だれもそんなこと聞いてないわよ。どうして、ココに来たのよ。なんで美菜のところにまっすぐ行かないのよ」

　詰きつ問もん口調で喋しやべりながら、リサラが気け怠だるそうに体を起こした。

　四よつん這ばいで、のそのそと歩きながら良介の左ひだり隣どなりまで来て、座る。ベッドサイドから足を床ゆかに下ろし、やや斜ななめに揃そろえた。

「良介も、足を降ろしたら？」

「お前が正座って……」

「なによ」

「いや、なんでもない」

　苦く笑しようしつつ、良介もまた足を床に降ろしてベッドサイドに座った。

　少しリサラとの間を開ける。

「で、どうして？」

　ズズッとリサラが、間を詰めてきた。ほとんど接するように並んで座る。

「どうしてもなにも、やっぱりみんな揃う必要あるだろ。それに、レストール家の力だってあった方がいいしな」

「残念ね。今、ウチは大騒そう動どうの最中なのよ」

　沈んだ声だ。

「いや、それはメルローで聞いてるよ」

「メルロー!?　なに、もしかしてメルローのゲートを使って来たわけ？」

「ああ、イリアに手伝ってもらってな。この敷しき地ち内に入れたのも、イリアのおかげだ」

「あいつ……何を企たくらんでるのかしら」

「お、おい。単純に友情ってヤツだろ」

「甘いわ。大甘よ、良介。ずーっとアイツに煮にえ湯ゆを飲まされて来たんだから、私」

「ったく、互たがいにへそ曲がりだよな」

「……どういうこと？」

「なんでもないさ」

　良介は、軽く肩かたをすくめた。

「とにかくだ。美菜を助け出すために、お前達の力を借りたいんだよ」

「…………」

　リサラが、押し黙だまる。

「リサラ？」

「……………………わ、私だって力を貸す、ううん、美菜を私自身が助けたいわよ。そう思ってるわ。でもね！」

　いきなりリサラが良介の方を向き、睨み付けてきた。

　そのまま何も言わない。

　ジッと睨んでくる。

「リサラ？」

　良介の問いかけにも答えない。ただ身じろぎもせずに睨み続けるだけだ。

　数分、いや、本当は数十秒だろうか。辛つらく長い、沈ちん黙もくの時間が過ぎた後に、ぼそりとリサラが漏もらした。

「出られないのよ」

「出られないって、もしかしてこの家からか？」

「ええ、そう。強制召しよう還かんされた私が外を出歩くことは、レストール家の恥はじになるそうよ。だから、この謹きん慎しん部屋よ。こっちに召還されてすぐ、お母様に会う前に叩たたき込まれたわ」

「謹慎ってより、もう監かん禁きんだろ……」

「ま、そうなるわね」

「お母様も、色々と手を尽つくそうとしてくれたみたいだけど、その前にもう、他ほかの死しに神がみ組織からレストール家への批ひ難なんが上がってしまって。私、何も出来ない。良介達が来る前に、レストール家の力を使えるように準備をって思ってたのに、むしろ足手まといになっちゃってる……」

　そう続けるリサラの手が、膝ひざの上で握にぎられて小さく震えていた。

　さらに顔を俯うつむけ、切れ長の瞳ひとみの端はしには微かすかに光るものを、今にも零こぼれそうに湛たたえている。

　それでも、決して零そうとはしない。必死に耐えている。

　その全すべてが、リサラの悔くやしさと惨みじめさと、気き丈じようさを表しているようだ。

　だから良介は堪たまらず、僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたものの、彼女の肩に左手を回した。

「リサラ、ここには俺しかいないんだぜ？」

　優やさしくすべきだったかも知れないが、荒あら々あらしく自分の肩へと抱だき寄せる。

　ぐいっと引き寄せられたリサラは、声一つあげない。

　ただ体から力を徐じよ々じよに、加速度的に抜ぬいていく。

　やがて、涙なみだがボロボロと流れ始めた。

　リサラの左手が、良介の胸へと伸のびる。服を摑つかみ、飛び込むようにしてリサラの顔が胸へとぶつかってきた。

　ようやくリサラが、言葉を紡つむぐ。

「ごめん、美菜。今は、今だけは良介を貸してね……」

　良介の意思は関係なく、貸し借りがされた。少し良介は苦笑すると、右手をリサラの頭に乗せ、そっと手を動かした。

　微かな泣き声が上がる。

　サラサラの赤い髪かみが心ここ地ちいい。
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　撫なでることが、まるでボリュームを捻ひねることのように、リサラの泣き声が大きくなっていく。

　そのまま、五分ほどが経たった。決して長いとは思わない、いや短いとすら思える時間だった。

　声を上げて泣いたおかげで落ち着いたリサラが、真っ赤に充じゆう血けつした目を擦りながら顔を上げる。

「恥ずかしいところ、見られちゃったわね」

「しっかり憶おぼえておくさ」

「こういう時は、忘れるのが優しさだと思うわよ」

　刺とげ々とげしい口調だが、顔は微笑ほほえんでいる。

「一つ、いいか？」

「ちょっと待って」

　リサラが立ち上がり、暗がりの中でも慣れた様子で机の上のティッシュを取った。そして、チーンと鼻をかむ。

「お、お前なっ、もう少し恥じらいとか、そーいうもんを」

「いいわよ、もう良介には」

「それ、なんか傷つくんだが……」

「いいのよ。散々恥ずかしいところ見られてるんだし」

「えー、まだちゃんとアソコを見せてもらったことは──いてっ」

　ティッシュ箱をぶん投げられてしまった……。

「そーいう意味じゃないわよ！」

　怒ど鳴なりながら戻もどって来て、ポスンと同じ位置にリサラが座る。お尻しりとお尻が、くっつく距きよ離りだ。

「良介の前で、格好付けたってしょうがないって意味よ」

「化け粧しようくらいしてくれても……」

「だーかーらーぁっ、泣いたり拗すねたり、変なところ散々見られてるし、見られてもいいかって思ってるからって意味で……ああもうっ、いいわ、なんでも。私の好きなようにするから」

　そう言って、リサラが良介の肩に頭を乗せる。

「どうせ、もうすぐこういうことも出来なくなるんだしね」

　良介を見ずに、窓の外の夜空を見ながら呟つぶやく。

「どうしてだよ？」

「当然、美菜に悪いじゃない」

「…………あのな、リサラ」

「何よ」

「お前、何か大きな勘かん違ちがいをしているぞ？」

「勘違い……あっ、一人に決めずによりどりみどり、ハーレムを作る気ね！」

「俺をどーいう目で見てるんだよ！」

「フフッ、冗じよう談だんよ、冗談。貴方あなたが、こと女の子にはアホみたいに誠実だってことくらい、このリサラ・レストールが知らないとでも？　誰が誤解してても、この私が保証してあげるわ」

　そう囁ささやきながら、クスクスとリサラが笑う。

「そりゃどうも」

「で、何が勘違いなのよ」

「いや、もういいよ」

「……なにそれ、なんだかすっごく気になるんだけど」

「いいんだよ。美菜を助けたら、その時に教えてやるから」

「ふうん、随ずい分ぶんと持って回るのね」

「まぁ、随分とあれこれ右往左往したっていうか、まぁ遠回りしてるのは自覚してるよ」

　思わず自じ嘲ちようしてしまう良介だ。

「変な良介」

　クスリと笑いながら、リサラが良介の頰ほおを左人差し指で突つつく。

「な、なんだよ」

「とことん変なヤツだなぁって、改めて思ってるのよ」

「はぁ？」

「変態だし、エロ介だし、そのくせ女の子には優しいし、でも美菜にはヘタレだし」

　グリグリと頰に指を押しつけながら、並べ立てる。

「う、うるせぇ」

「でもって、何な故ぜか私には遠えん慮りよが無いし」

　指を押し込むだけではなく、爪つめまで立ててくる。

「いてっ、痛いってっ」

「遠慮が無いし」

「あるって、遠慮してるって！」

「どこがよ。寝ねてるってのに、遠慮も容よう赦しやもなく、私の肌はだを触さわりまくったのは、どこのどなたでしょうねぇ」

　ギューっと爪を押し込んでくる。

「つぅぅっ、そ、それはあの、最初は不ふ可か抗こう力りよくだったんだよっ」

「……ったく」

　意外にも、これ以上の突っ込みはなく、リサラが引き下がった。

「リサラ？」

「…………ああいうことは、二度としないでよ？」

　少し言い淀よどんでから、諭さとすように言ってくる。

「いやまぁ、うん」

「美菜に、美菜にだけしなきゃダメだからね」

　リサラの言葉に、良介は言葉に詰つまってしまった。

　やはり、今、ちゃんとここで伝えるべきだろうか。でもそれは、美菜との約束を破ることになる。

　美菜は、良介に言ったのだ。

　リサラへの告白は、自分の前でして欲しいと。

　それは、良介をきっぱりと諦あきらめるスタート地点になるからとも、彼女は言った。

　美菜の想おもいから一いつ旦たんは逃にげ、さらに断ったのだ。その約束だけは、なんとしても守りたかった。

　だから、良介はリサラに告げる言葉を飲み込んで、黙だまった。

「なんで黙ってるのよ」

「いや、その」

「なによ」

　必死に誤ご魔ま化かし且かつ話を続ける言葉を探し、良介は指し摘てきした。

「リサラって、寝る時はノーブラ派だったっけ？」

「は？」

「いや、ネグリジェの下ってノーブラ生乳だったじゃないか」

「……あっ、きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁっ！」

　いきなりリサラが悲鳴を上げ、両りよう腕うでで胸を隠かくしながら良介から飛び退のく。

「な、なんだよ、いきなり！」

「み、見たでしょっ、私の、わ、わた、わたわた、私の胸っ、見たわね！」

「え、いや、見てないって！」

「噓うそ仰おつしやいっ。このネグリジェ、かなり透すけてるのよっ！」

「あのなっ、よく部屋の中を見ろよっ。暗いだろっ、こんなところで見えるわけないだろうが！」

「分からないじゃない。良介なら、夜間ノゾキのために超ちよう高感度な瞳に進化してるかも知れないし……」

「俺はサイボーグかなにかか！　いいか、視界不良だからこそ、手て探さぐりになって、結果としてリサラの裸はだかに触ふれちゃったんだぞ。見えてるなら、最初からたっぷりじっくりねっとり、眺ながめて記き憶おくに刻み込んで、ハァハァするに決まってるだろ！」

　きっぱりと言い切る。

「そ、それを本人に向かって言う？」

「おうさっ。いいか、本来変態とはノータッチなのだ。ただ不幸なことに触ってしまい、止まらなくなっただけだ」

「止まらなくなった段階で、問題大ありだと思うんだけど……」

「いやだって、ほら、リサラだからいいやって意識がちょっと」

「なんですってぇぇぇっ。いいっ、決めたっ、やっぱり吸うっ。良介の生きる力、全部吸い取ってあげる！」

「待てっ、待てって、俺はガルダーブロウグと闘たたかうために生きる力を！」

「問答無用！」

　逃げようとしたところを腕を摑つかまれ、引きずり倒たおされてしまう。

　そしてリサラが、素す早ばやい動きで仰あお向むけの良介の上に跨またがった。

「覚かく悟ごなさいよっ。《グラム》！」

　リサラが良介の魂たましいに突き刺ささる《グラム》を呼び起こす。

　その一歩手前だ。

　いきなり、部屋の灯あかりが点ついた。

　煌こう々こうと、暗くら闇やみになれていた目には眩まぶしすぎるくらい、部屋が明るくなる。そのダメージをリサラがモロにくらい、ギュッと目を閉じてしまう。

　良介は、馬乗りになったリサラの陰かげに頭が入り、一いつ瞬しゆん目を閉じただけで済んだ。

　目が点になる。

　逆光の中、ネグリジェ越ごしにリサラのおっぱいが目に飛び込んできた。

　目が点になる。

　そう、点しか目に入らない。

　ピンク色した左の点で左目がいっぱいになり、ピンク色した右の点で右目がいっぱいになる。

　そこしか見えない。

　それ故ゆえに分かった。

「あ、右の方がちょっと尖とがってきてる」

「え？」

　ようやく目を開けたリサラが、下を見た。

　意味が分からないのか、目をぱちくりとさせている。

「ほら、右おっぱいの先せん端たんの方が左より尖ってるだろ」

「え……あっ！」

　リサラが慌あわてて両胸を腕で隠し、カァァァァァァッと顔を赤くさせる。が、良介にはそんな様子は全く目に入っていなかった。

「ああ、そうか。俺により掛かかってる時、実は触れて刺し激げきされていたからか。って、なんだとぉぉっ、俺に触れていた!?　馬ば鹿かなっ、くそ、なんで俺、気が付かなかったっ。その感かん触しよくを楽しみ、記憶のバインダーに挟はさまなかったんだ!!」

　考察、そして悔かい悟ごが良介の頭を熱くした。

　同時に、痛みが良介の顔を熱くする。

「ぐえぇぇぇぇぇっ!?」

　リサラが、左腕で胸を隠して、右手でアイアンクローだ。

「忘れなさいっ、今すぐ、今の記憶を忘れなさい！」

　渾こん身しんの力で、リサラが摑んだままの良介の頭をベッドに押しつける。

　ギシギシとベッドが軋きしむ。

「いやだっ、忘れないぞっ、俺は、俺はこの栄光の記憶をっ」

「くぅぅぅぅぅっ、いい、このまま全すべて吸い取ってカラカラにしてあげるわ！」

「あら、あらあらまぁまぁ、良介くんのを全部吸い取ってカラカラにするなんて、激しい上にお盛さかんなのねぇ、リサラちゃんってば。しかも、騎き上じよう位いが好みなんて、お母さんと同じね[image: ]」

「お母様ぁっ!?」

　リサラが驚おどろきの声を上げる。振ふり返った先では、リサラの母親であるアルメイア・レストールがナイトガウンを羽織り、両手を頰に添そえて瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせていた。

「お母さん、お邪じや魔まよね。そうねぇ、でも用事もあるし、一時間で致いたしてねぇ[image: ]」

　ぺこりと頭を下げて、アルメイアが部屋から出て行こうと身を翻ひるがえす。その背中に、リサラが慌てて声を投げた。

「お母様、こ、これは誤解で……」

　人ひと影かげが一つ、飛び出てきた。

「あっ、あ、あ、あ、あ───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────！」

　キュールだ。

　しかも絶ぜつ叫きようだ。指差しながら、叫さけぶことしか出来てない。

「この部屋にリサラちゃんが居ると聞いて、急いで戻もどって来たものの……まさか、良介くんとよろしくやってるなんて、思わなかったわ。うーん、時と場所を選ばない若さってのも、素晴らしいわね。憧あこがれるわね。あの人に、まだその元気ってあるかしら[image: ]」

　サイラも部屋に入ってきて、何な故ぜかポッと顔を赤らめている。

「違ちがうのっ、違うのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　リサラの悲痛な悲痛な叫びが、謹きん慎しん部屋に鳴り響ひびいたのだった……。




　　　　※　　　※　　　※




「ガルダーブロウグ、レストール家に入っている手の者からの報告です」

　ヘルガが広間に入ると、ガルダーブロウグが満足げに肉を口にしているところだった。肉にく汁じゆうで濡ぬれた皿に肉を置き、ガルダーブロウグはずらした仮面を元に戻し、ヘルガを睨にらんだ。

　その視線と圧力を受けながら、ヘルガは進んだ。

　台の上には、もうマイクロビキニ姿になった美菜が、時折喘あえぎ声を上げながら横たわっている。

　隠すべき、隠さなければならない箇か所しよを、本当に必要最低限にしか隠していない水着だ。

　いや、ヘルガにはもはやこれが水着には見えない。

　ただの紐ひもではなかろうか。

　この姿で美菜が歩けば、左右に巨きよ乳にゆうが揺ゆれただけで外れて、全てが見えてしまいそうだ。さらに股こ間かんを隠すところも、極限まで細く、きちんと処理をしていなければ、草原が見えてしまうだろう。

（まぁ、僕はまだ生えてないからいいけど）

　妙みようなところに安心してしまった。

　もっとも、これで歩いたら食い込みそうでもある。

（まだ葉っぱの方がいいかも）

　もし着ろと命令されたら、そう答えよう。ヘルガは固く誓ちかい、視線を少し落とした。美菜の周囲を円状に囲った術式は、まだ弱々しい光しか放っておらず、効果が不十分であることを如によ実じつに示している。

　徹てつ夜やの調整になりそうだ。

　軽くため息を吐つき、ヘルガはガルダーブロウグの隣となりへと向かった。

「メルロー人生保証のイリアが、明日の会議に向けてレストール家に入ったとか」

　ヘルガの報告を聞き、ガルダーブロウグが一瞬考え込んだ。

「イリア？　ああ、メルロー人生保証の数少ない一級死しに神がみか。未熟だが、そう悪くない才能の持ち主ではあったな。あれで、胸が偽にせ物ものでなければ、スカウトしても良かったな」

　その感想を流して、ヘルガは続けた。

「加賀良介、キュール・ゼリアの報告はまだありません」

「ほう。あの二人がまだ現れていないと？」

「分かりません。ただレストール家の内通者からは、一つも報告は上がっていません」

「ライファンは？」

「あの裏切り者の報告もまだ」

　返答を聞いたガルダーブロウグが、足を組み膝ひざの上に組んだ手を置く。
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「ふむ。メルローには内通者は……そうだな、いないのだったな」

「はい。新興の上に零れい細さいなので。特に寝ね返がえり工作をしていませんし、元々《雷神の雹テイールハガル》の共鳴者もいません。潜せん入にゆうさせようにも、零細過ぎて部外者はすぐにバレてしまいます」

「加賀良介が、死神界に来ていないわけがない。来ていないとなれば、引きずり出す算段を考えねばならんな。何しろ、私が食らうべき贄にえなのだ」

「何か策を立てますか？」

「いや、いいだろう。来ている、そんな予感が私にはする。それよりもだ、レストール家への工作はどうなっている？」

「全て順調です。明日の会議で、レストール家をかなり追い込むことが出来る算段。レストール家自身も、リサラを監かん禁きん中とか。レストール家はこれで身動きが取れない。確実に、明日一日の時間稼かせぎにはなります」

　満足げにガルダーブロウグが頷うなずいた。

「ククク、馬鹿な連中だ。まだ手にもしてない利益を巡めぐって、内うち輪わ揉もめとはな。全く愚おろかなことだ。だがヘルガ」

「はい」

「これで確信出来るではないか。やはり、このような腐くさった死神界は作り直さねばならないのだよ。そして、人間界を支配する存在とならねばならない」

「竜りゆうとなって？」

　ヘルガが指し摘てきすると、ガルダーブロウグが嬉うれしそうに首を左右に振り、立ち上がった。

「いや、竜となり、さらに神となってだ」

　両手を広げ、高らかに笑う。

「フフフ、楽しみだぞ加賀良介。貴様との決着が、世界が生まれ変わる号ごう砲ほうとなるのだからな、フフッ、フハハハハハハハハハハ」







　二章　きんきゅうかいぎ










　アルメイア付きのメイドで、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かれているメイドのウルスとヒルドが、ワゴンを押して謹慎部屋に入ってきた。

　紺こん色いろの髪かみの毛を結ゆい上げた物静かな女性がウルスで、ポニーテールで引き締しまった体つきをしている、やや体育会系に見えるのがヒルドだ。

「アルメイア様、仰おおせの通り紅茶とパウンドケーキを用意しましたけれど、夜食としてはやや重くはありませんか？」

　ウルスが、机の上にティーカップと小皿をセットしながら疑問を口にする。すると、パウンドケーキを切り分けていたヒルドが、言葉を挟んだ。

「そうかぁ、ペロリといけるけど」

「だから太るんです。この一か月で二キロ増えたでしょう」

「[image: ]……」

「まぁまぁ、私はあまり気にしてないしぃ。リサラちゃんもキュールちゃんも成長期でしょう？　それに良りよう介すけさんは男の子だしね」

　ニコニコと笑うアルメイアと違って、リサラとキュールはちょっと複雑な顔だ。

「そう仰おつしやるのであればかまいません」

　ウルスが手慣れた手つきで、紅茶を注いでいく。

「さてと、皆みなさん互たがいの状じよう況きようは分かってはいると思うけど、確かく認にんね」

　アルメイアが、座っている全員を見回す。

　ナイトガウンを羽織ったリサラに良介、メイド服のままのキュールと、秘書服のままのサイラ、そしてカエサルが頷いた。

「《イレギュラー》として覚かく醒せいした美み菜なさんが、ガルダーブロウグに誘ゆう拐かいされている。明日中には彼女を助けたい。でも、戦力として期待出来るはずのレストール家は動けず、リサラちゃんも謹慎状態で動けない。よねぇ？」

「明日中って言うか、今からでも！」

　良介が声を上げた瞬しゆん間かん。キュールに睨まれてしまった。

「焦あせる気持ちは分かりますけど、まずは段取りですわよ。急がば回れですわ」

「段取りって言ってもさ」

「まずは話をさせて下さる。却かえって進行が遅おくれますわ」

「……分かったよ」

　渋しぶ々しぶと良介が引き下がると、キュールがティーカップを取った。

「では、レストール家というか、私が知っている情報教えてあげるわぁ」

　アルメイアが切り出す。

「まず、美菜さんだけどぉ。ガルダーブロウグは、彼女の《イレギュラー》としての膨ぼう大だいな霊れい力りよくを、《ファヴニール》の起動に使うつもりねぇ」

「起動するとどうなるんですか？」

　そう聞いた良介を、アルメイアが見た。のんびりとした口調ながら、真しん剣けんな顔だ。

「竜となるのぉ。死神は術式を、つまり霊力を扱あつかえる代わりに霊力を生み出せない。人間は霊力を生み出せる代わりに、術式のように外へ向けては扱えない。でも、死神の王と竜だけは別なのよぉ」

「それって、死神の王と竜は同じってことですか？」

「近しいものよ、あくまでもぉ。ただの死神を、死神の王に近づけるために作られたのが、《ファヴニール》だと言われているのよねぇ。つまり、竜は死神の王の劣れつ化かコピーかしらねぇ。でもね、劣化であろうと、竜となれば死神ではもう、太た刀ち打うち出来ない力を手に入れることになるの」

　アルメイアがそこまで一気に説明して、喉のどを潤うるおすために紅茶を口にする。だが良介は、どうにも気が急せいてすぐに質問してしまう。

「起動した後、霊力を使われた美菜はどうなるんですか？」

「ん……そうね。竜は他者を食らって吸収するものよ。つまり起動のための霊力を消費した後でも、美菜さんの《イレギュラー》としての膨大な霊力と、生み出す魂たましいは、全すべて食い尽つくされてしまうでしょうね。そうなれば、美菜さんは生きながら屍しかばね、廃はい人じんとなってしまうはずよ……」

「なっ」

　驚おどろき立ち上がった良介に、アルメイアが微笑ほほえんだ。

「安心して。すぐにどうにかなるわけじゃないわ。貴方あなた達が計算した通り、こちらで感知した美菜さんの霊力量から考えても、全てが終わるのは早くて明日の夜よ」

「でも、それだってもう、二十四時間あるかないかで……」

「もちろん、悠ゆう長ちようにしているつもりはないわよ」

　そう言いながら、ゆったりとアルメイアはウルスを手招く。

「まだ、分かってないわよねぇ？」

「はい、残念ながら。ただ、明日朝までには絞しぼり込めるとの報告は上がっています」

　ウルスが、アルメイアに答えた。その様子に、リサラが小首を傾かしげる。

「お母様、絞り込むって？」

「ガルダーブロウグのアジトに決まってるじゃないのぉ」

「《雷神の雹テイールハガル》の本部じゃありませんの？」

　驚いた顔でキュールが聞くと、アルメイアがニコニコと笑う。

「《雷神の雹テイールハガル》の本部は、サイラに聞いたのかしら？」

「ええ、お義ね姉え様」

　サイラが頷く。

「なるほどねぇ。でも、残念ながらそこにはいないのよぉ。少人数でどこかに出て行っちゃったみたいなのぉ。《雷神の雹テイールハガル》に潜入させている諜ちよう報ほう員からの連れん絡らくだから、確実よねぇ。だから今、全力で居場所を探しているわけぇ」

「伯お母ば様、今、少人数って言いましたわよね？」

　キュールが確認すると、アルメイアが「ええ」と頷いた。それを見て、キュールが何やら考え込む。

　そのやりとりが終わると、リサラがアルメイアを見つめた。

「お母様、いつの間にそんなことを？　私、全然気が付かなかった……」

「あら、こー見えてもレストール家の当主代行よ？　その程度のことはしておくわよぉ。だって、リサラちゃんの大事な大事なお友達のためだものぉ」

　微笑み、アルメイアがゆっくりと良介を向いた。

「だから良介さん、明日まで待ってもらえるかしら？」

「明日って……もっと早く分からないんですか？」

　良介の言葉に、ウルスが少しムッとした顔をした。

「皆みんな、必死で探さぐっている最中です。急ぎ過ぎれば、かえって発見され、捕ほ縛ばくされるなり殺されるなりして、調査に著いちじるしく問題が発生します。それとも、こちらがサボっているとでも？」

「いや、別にそうは……」

「なら、こちらの努力を認めて、まずは信頼して下さい」

「悪かったよ、ごめん」

　良介が頭を下げると、ウルスもまた頭を下げた。水に流すということなのだろう。

「そういうことよ。信じて、待ってくれるわよね？」

　じっと良介を見る瞳ひとみには、優やさしさしか浮うかんでいない。そんな瞳に逆らえるわけもなく、良介は導かれるように「はい」と答えた。

　そんな様子に、アルメイアもまた頷く。

「良い子ね」

「でも、ガルダーブロウグの所在が分かったとして、その先はどうするのよ。この状況だと、レストール家が一いつ致ち団結して対たい抗こうするなんてこと、まず無理よ」

　リサラが指摘すると、アルメイアではなくキュールが得意げな笑みを目元に覗のぞかせた。

「そこはキュールに考えがありますわ」

「考えって？」

「ガルダーブロウグはまだ良介さんが、どこにいるか、いえ死しに神がみ界に来たかどうかも分かってませんわ」

「そのために痴ち女じよの格好させられたり、酷ひどい目にあったけどな」

　うんざりと良介が口にすると、リサラが目をぱちくりとさせる。

「ち、痴女？」

「……気にしないで、話を進めてくれ」

　ため息を吐つきながら、顔の横で良介は手を振ふった。

「コホン。そもそも、死神界に多くの死神がいると言っても、今のガルダーブロウグに対抗出来る死神はいない。そうですわよね、伯母様」

「そおねぇ、キュールちゃんの言う通りねぇ。強い力を持つ死神を集めればとも思うけどぉ、色々な組織に分かれているからぁ、なかなか協力は出来ないんじゃないかしらねぇ」

　アルメイアが顎あごに人差し指を当てて、ゆっくりと口にする。

「であれば、ガルダーブロウグに対抗出来る存在を、キュール達は二つも握にぎっていることになりますわ」

「カエサルね」

　リサラが呟つぶやく。

「オンッ……（光栄だな）」

　カエサルが、一鳴きだ。良介といえば、リサラに口を尖とがらせた。

「いや、そこは俺の名前もだな」

「ふふ、冗じよう談だんよ、冗談。美菜を助け出すのよ。良介が一番の戦力に決まってるわ」

「ああ、その通りだな」

「一つではなく、二つというのが重要ですわね」

　右手と左手の人差し指を、キュールが顔の前でくっつけて立てた。自然、良介達はその指に視線を向ける。

「明日、ガルダーブロウグのアジトが分かり次し第だい、戦力を二つに分けましょう」

　人差し指と人差し指を離はなす。左手の人差し指をちょっと曲げた。

「キュールとカエサル、それとイリアのところにいるライファンで、まずアジトに向かいますわ」

「ちょっと待て。少ない戦力を分断するのも問題だし、そもそもキュール達だけで勝てるわけないだろ」

　良介が口を挟はさむと、キュールがその通りと頷うなずいた。

「もちろんですわ。キュール達が目指すのは、美菜さんの奪だつ回かいだけですもの」

「どういうことだ？　美菜を助け出すためには、ガルダーブロウグを倒たおさないといけないんだから、同じだろ」

「フフ、頭が固いですわよ。美菜さんを取り返してしまえば、《ファヴニール》は発動しないのでしょう？　だったら、こっそり美菜さんを取り返してしまえばいいんですわよ」

「こっそりって、そんなこと出来ると思うのか？」

　良介の指し摘てきを受けて、キュールが右手人差し指を高く上げる。それだけでは、彼女が何を言いたいのかさっぱり分からない。

　すると、キュールが高く上げた人差し指の先でクルクルと円を描えがき出す。

「ガルダーブロウグが敵と認めているのは、良介さんですわ。でも見つからない。そんな良介さんが、ココにいるって分かったらどうなると思います？」

「どうなるのよ？」

　リサラが、焦じれたように訊きく。

「ガルダーブロウグも、良介さんが少ない戦力を分けるなんて思いもしないはずですわ。つまり、キュールとカエサルもココにいると思うでしょう？　その油断を突ついて、潜せん入にゆうしてみせますわ。何しろ相手は少人数だって、アルメイア伯母様が調べてくれましたもの。油断していてくれれば、潜入くらい出来ますわよ」

「みせますわって……。どう思う、良介？」

　リサラに尋たずねられて、良介は首を左右にした。

「無む謀ぼうだろ。それなら、最初から俺も一いつ緒しよに行った方がいいと思う」

「分かっていませんわね」

　キュールが、ため息を吐きながらやれやれと頭を横に振る。

「リサラお姉様と良介さん、二人揃そろって初めて戦力ですわよ。あのガルダーブロウグ相手に、良介さんがお姉様抜ぬきで勝てると思いまして？」

　キュールの言っていることが、よく分からない。思わず良介はリサラの顔を見つめてしまった。リサラもまた、同じ様に分からないと良介を見てくる。

「はぁぁぁ、やっぱり全く何も、欠片かけらも分かっていませんわね。ま、キュールには詳くわしく説明する義理はありませんけど」

　呆あきれたとキュールが苦く笑しようすると、カエサルが同感だと「オン」と小さく鳴いた。

「分かるか？」

「さっぱりよ。だって私と良介って、私が《グラム》の所持者だからくらいしか繫つながりが……」

「いや、それは、ううん」

　美菜との約束があって、勘かん違ちがいを指摘出来ない。どうにももどかしい良介だ。

「なに？」

「いや、なんでもない」

「変なの」

　そんな良介とリサラの会話を聞いて、キュールがまたため息を吐いて毒づいた。

「はぁぁぁぁ。お姉様だけじゃなくて、良介さんまで分かってないって、ホント間抜けとしか言いようがありませんわ」

　聞いたリサラが、ピクンと眉まゆ毛げを跳はね上げてキュールを睨にらむ。

「キュール、はっきり言いなさいよ！」

「いやですわよ」

　一言、あっさりとだ。

「良介さん、絶対に、絶対にリサラお姉様とセットで動いて下さいね。絶対ですわよ？」

「い、いやでも、美菜を助けたいから」

「そのために、セットだって言ってるんですの！」

「は、はい」

　キュールに気け圧おされて、良介は思わず頷いてしまった。

「まったくもう。で、お姉様。本当にこの部屋から抜け出せませんの？」

「無理ね。このブレスレットで探知されてるもの」

　リサラが左手にはめたブレスレットを皆に見せる。それは、彼女が術式を使うために霊れい力りよくを溜ためているブレスレットだ。

「これがなきゃ、私は戦えないから。ま、運良く目を盗ぬすんで部屋から出られたとしても」

　チラリとリサラがアルメイアへ視線を送る。向けられたアルメイアが、静かに頷いて言葉を引き継ついだ。

「明日の会議に備えて、この敷しき地ち内には死神界の有力な家がほとんど全すべて揃っているのよねぇ。当然、レストール家としても警備は最大限しないとまずいでしょお？　部屋から出られても、敷地内から外へ、内ない緒しよで出入りするのは、無理だって断言出来るわぁ。何しろ、レストール家の全力警備なんだものぉ」

「お義ね姉え様、レストール家の一級死神、全員に招集を？」

　サイラの確かく認にんに、アルメイアがうんざりと答える。

「普ふ段だんは全然言うこと聞かないくせに、ほとんど全員が揃っているわよぉ」

「百人は超こえてると……」

「そうねぇ。ま、リサラちゃんのこと、今回の騒そう動どうで私自身を引きずり下ろせると思っているみたいで、一族が手下を連れて勢せい揃ぞろいって感じかしら？」

　物ぶつ騒そうなことを、吞のん気きにアルメイアが口にする。そんなアルメイアを、キュールが強い光を湛たたえた瞳で見つめた。

「アルメイア伯お母ば様」

「なに、キュールちゃん」

「なんとしても、リサラお姉様が動けるようにして下さい」

「ええ、分かってるわ。明日の会議、逆にガルダーブロウグの危険性とそのための団結へと導いてみせるから」

　と、キュールが肩かたをすくめる。

「キュールは、そうなるとは思えませんわ。無理にでもとお願いしているんですの」

「………………そうね。分かったわ」

「ありがとうございます」

「キュール、本当に平気なのか？　やっぱり、全員でまとまった方が」

　良介の言葉を無視して、キュールがティーカップを手にする。ゆっくりと、まるで良介を無視するように紅茶を口にしていく。

「キュールっ」

　やや語気を荒あらくして呼ぶと、キュールがチラリと良介を見た。

　そして小さく息を吐はいて、ゆっくりとティーカップを置き、ようやく口を開く。

「良介さん、女の子を心配するのはいいことですけれど、まず最も大事な女の子の手を握れるようになってからではありません？」

「え……」

「キュールは、今の良介さんが心配すべき女の子からは、残念ながら外れてますので」

　淡たん々たんといい、キュールが再び紅茶を口にする。

「……そうね」

　リサラが呟いたと思うと、ベッドサイドから立ち上がり、空いていた椅い子すの一つに座る。ヒルドが、ティーカップとパウンドケーキを移動したリサラの前へと置き直した。

　隣となりが空いて良介は、寂さびしい、そう素す直なおに感じる。同時にそれは、隣にリサラがいて嬉うれしかったということでもあった。




　　　　※　　　※　　　※




「あら、ずいぶんと長いお風ふ呂ろだったじゃないのぉ」

　バスローブに身を包んだイリアが、ナイフとフォークを握りしめたまま顔を上げた。彼女の前には、ガーリックバターが掛かかった和牛のフィレステーキが芳ほう香こうを放っている。

　ライファンは、まだメイド服だ。

　どうにもスカートがスースーして歩きにくいのだが、男装姿でレストール家にいるのは危険過ぎた。

「夕食はもう食べたはずだけど？」

　ライファンが訊たずねると、イリアが行儀悪く爪つま楊よう枝じを口にくわえて笑った。

「いっやぁ、レストール家ってやっぱり凄すごいのよぉ。試ためしに夜食が出るか聞いたら二つ返事なんだものぉ。ついつい、一番上等な肉寄よ越こせってリクエストしちゃった。そしたらなんと、わざわざ人間界から輸入した肉が出てきちゃうじゃない。そりゃもうおかわり上等でしょぉ？」

「それ、二皿目なのかい!?」

「ううん、三皿目[image: ]」

　テヘッと舌を出して笑い、イリアが食事を再開する。

「うーん、素晴らしい肉にく汁じゆう[image: ]　口の中で甘く蕩とろけるわぁ」

「よく入るね……」

　微炭酸のミネラルウォーターを冷蔵庫から取り出し、ライファンはうんざりとその様子を見つめた。

　見ているだけで、自分のお腹なかまで膨ふくれて気持ち悪くなってくる。

「仕方ないじゃないのぉ。人間界じゃ、赤貧生活もいいところなんだもん。肉は、食べれる時に食べておかないとネ」

「ネって言われてもね。夜食にステーキ三枚とか、太るとしか僕には思えないね」

　イリアの前のソファに座り、ライファンは足を組んだ。

「その分、働いてるからいいのよぉ」

　全く堪こたえずに、モクモクとイリアが肉を咀そ嚼しやくしていく。

「で、明日だけどね」

「キュールちゃんから、連れん絡らくあったのね」

「ああ。さっきバスルームの窓の外に来たんだよ」

「あら、大だい胆たんなノゾキね」

「リサラくんや良介くんとの話し合いが終わったらしくてね。キュールくんなら、敷地内を散歩していても、誰だれからも咎とがめられないそうだよ」

「そらね、あの腹黒さでゼリア家のご令れい嬢じようだものぉ」

「腹黒はどっちもどっちだとは思うけどね」

　ライファンは苦笑すると、顔を引き締しめる。

「明日朝、僕はキュールくんと共にここを出る。すまないが、メルローへ使いに出すとでも申告してくれないかな」

「敷地を出た後に合流しようって腹ね」

「ああ。ここに来るまでソレとなく見回したし、キュールくんにも言われたけれど、非合法に抜け出すのはかなり難しそうなんでね」

「そりゃまぁ、腐くさってもレストール家でしょ」

　ナプキンで、脂あぶらでテラテラと光っていた口元をイリアが拭ふく。

「で、イリアには何か伝言あった？」

「どうしようもなくなったら、会議を引っかき回して、グチャグチャにしてくれだそうだよ」

「ああ、なるほど。議場が混乱したら、良介くんとリサラに強きよう行こう突とつ破ぱさせようって言うわけね」

　頷うなずくイリアに、ライファンは少し首を傾かしげた。

「僕としては、最初からそうすればいいと思うのだけどね」

「あははは、それは無理よぉ」

　イリアが可お笑かしそうに笑い声を上げる。

「どうしてだい？」

「当然でしょう？　最初からいきなり暴れたら、警備が全員良介くんに集まっちゃうじゃないの。何しろリサラは監かん視しされてるのよ？　抜ぬけだそうとしたら、すぐにバレバレよ。それに、《グラム》がちゃんと覚かく醒せいするかどうかも怪あやしいんだし、そんな賭かけが出来るわけないでしょ」

　そこまで言って、イリアが苦笑した。

「ま、《グラム》が自由自在に使えるってなら、最初から小細工する必要ないものねぇ。それこそ、キュールちゃんが言った通り、爺じじい共どもの事情とか無視して、好きに出来たんでしょうけど～」

　成る程ほどと思う。

　あのガルダーブロウグと戦える良介なら、そして自分も戦ったあの力なら、死神が何人集まっても目では無いかも知れない。

　実際、今のガルダーブロウグが既すでに、死神界では手に余る存在になりつつある。

「にしても、議場が混乱したらいいのかい？」

「だから、まずはアルメイアのおばちゃんに、なんとかまとめてもらおうって言うんでしょ？　それでもダメってなれば、最後の手段としてイリアが議場を混乱させて、その隙すきに良介くんとリサラが抜けだそうって魂こん胆たんでしょ？　そのタイミングなら、警備も議場に集まってるだろうし、最悪リサラの力だけで突破出来るかもね」

「……なるほど」

「そうなったら、フフ、頭の固い爺共をおちょくって、利害計算を崩ほう壊かいさせて遊ぶとしますかね」

「そういうこと、キミは得意だろう？」

「失礼しちゃうなぁ。ちょぉっと、色々と揉もまれてきてるだけじゃないのぉ。イリアなんて、あのオジサマ達に比べれば小こ娘むすめよ？」

　そう否定するものの、イリアの瞳ひとみには事態を楽しむ余よ裕ゆうが確かに輝かがやいていた。




　　　　※　　　※　　　※




「キュールのヤツ。無事に潜せん入にゆう出来たと思うか？」

　変装用の術式が掛けられた眼鏡をした良介が囁ささやくと、隣に座るリサラがやや緊きん張ちようした面おも持もちで首を横に振ふる。

「お、おいっ」

「違ちがうわよ、良介。時間的にまだアジトに着いてないと思うってだけよ」

「あ、ああ、なるほど」

　納なつ得とくして、良介は時計を見た。

　開会予定の朝十時まであと十分といったところだ。キュール達は、既に三十分ほど前にアジトが判明して出立していた。

「しかし、早く始まらないかな。さっさとリサラの拘こう束そくを解いて、美菜を助けに行きたいってのによ」

　良介は、パシンッと左掌てのひらを右拳こぶしで打った。するとリサラが申し訳なさそうに振り向く。

「ごめんね。私がドジなせいで……」

「いや、リサラを責めてるわけじゃなくてさ。そもそも、お前が強制召しよう還かんされたのは、俺や美菜を守るためだったんだし……。悪い、責めるみたいなこと言っちゃって」

「ううん、焦あせるのも仕方ないわよ。美菜のこと……だもの」

　リサラがそう言って、この会話から逃にげるように議場を見み渡わたした。

　良介とリサラが座るのは、最前列の左ひだり端はしだ。振り返れば、だいたい議場の全すべてを見渡せる。

　議場は、ギリシャの演劇場のように半円形をしている。席は半円部分に弧こを描えがいて並び、後ろに行くにしたがって高くなり、見下ろす形式が取られていた。

　リサラに言わせると、死神界の有力な家門はほぼ全ての百家ほどが顔を揃そろえているらしい。しかも、その中の三割ほどはレストール家の傘さん下かにある家々だそうだ。

「死しに神がみ界一の名門って言うだけあって、傘下の数が多いな」

　良介が言うと、リサラが苦く笑しようする。

「ライファンのピグノート家みたいなものよ。基本、あまり頼たよりにはならないわね」

「でも、いざって時は一いつ致ち団結するんだろ？」

「今回は無理ね。何しろ、本家であるレストール家の跡あと継つぎ問題が勃ぼつ発ぱつしてるのよ。傘下の中でも幾いくつかの有力な親しん戚せき筋すじは、私とお母様を蹴け落おとして当主の座に着こうと虎こ視し眈たん々たんだもの。見事に分ぶん裂れつ中よ」

　リサラが自じ嘲ちようする。

「《旧ふるき五つ》の管理不行き届きと、お前の強制召還か」

「ええ、それが原因でね」

「にしたって、これじゃ会議ってよりも裁判だろ」

　良介は前を見た。

　半円形の扇おうぎ、その要かなめの部分にアルメイアが一人で立っていた。

　これで後ろに黒板でもあれば、大学の講義室にでも見えたかも知れないが、あいにくアルメイアの背後にあるのは二メートルほどのひな壇だんだ。

　そこには見るからに年を取った死神が、四人ほど並んで座っている。

「あいつらは？」

「スタンザの地位を得ている死神よ」

　スタンザ、それは強大な力を持つ死神に与あたえられる称しよう号ごうだ。一～百までの位階に分けられて、一つの位階には六名まで列することが出来る。

　つまりスタンザの称号を得る死神は、最大で六百名ということになる。

　それは、一度この称号を得ると死した後もスタンザに名前が残るためだ。既にほとんど空きがなく、現在生きてスタンザの称号を持つ死神は、ひな壇の四人とガルダーブロウグのみだった。

「スタンザ持ってるなら、あの連中でガルダーブロウグに勝てるんじゃないのか？」

「無理ね」

　リサラの答えは一刀両断だ。

「百が最高位のスタンザで、ガルダーブロウグの位階は第六十九よ。それに対して、あそこにいる中で最も高い位階は、二十位程度。しかも全員、もうお年を召めしていて実戦せん闘とうに耐たえられないわ。それに……」

　リサラが声を潜ひそめる。

「ガルダーブロウグがレストール家に元々居たってのは、憶おぼえてるわよね？」

「ああ」

「その時、あそこの人達は誰だれ一人ひとりとして、ガルダーブロウグの討とう伐ばつに向かわなかったらしいわ」

「どうしてだよ？」

「お母様曰いわく、束になっても敵かなわないことを知っていたから、らしいわね」

「つまり、闘たたかう前から尻尾しつぽを丸めたってことかよっ」

　思わず聞き返すと、リサラが人差し指を唇くちびるに押し当てる。

「シ───ッ、声が大きいわよ。聞こえたら、あの人達はヒステリー起こしかねないんだから。何しろ、その事実を必死になって隠いん蔽ぺいしたらしいし」

「汚きたない連中だな」

「ま、死神界も色々とあるのよ」

「でも、なんでそんな連中があそこでふんぞり返ってるんだ？」

　よく見れば、ひな壇に並んだ椅い子すは随ずい分ぶんと高級そうな椅子だ。ゴテゴテと飾かざり立てられていて、あまり良介の趣しゆ味みには合わないが。

「ああ、それね……。今日の会議の司会進行役であり、裁き役よ」

　沈ちん鬱うつな顔で、リサラが説明をする。

「本来であれば、準王家であるレストール家の当主が、司会進行をして裁くのだけど、今回はその当主というかレストール家そのものの、準王家の資格を巡めぐる話でしょう？　だからあの四人が出張ってきたのよ。というか──」

　再びリサラが声を潜める。

「今回の騒そう動どうもあの四人の主導らしいわ。彼らが有力な家々を説いて、一気に会議開かい催さいにこぎ着けたのよ」

「それって、なんだか怪しくないか？」

　同じく声を潜めて良介も言う。

「ガルダーブロウグの息が掛かかっていてもおかしくはないわね。もっとも、あの四人はそのことに気が付いてはいないでしょうけど」

「それって戦闘力でも頭でも、あいつらってガルダーブロウグに太た刀ち打うち出来てないってことじゃないか」

「若い頃ころなら違ったんでしょうけど……」

　ハァとリサラがため息を吐ついた、

　と、コーンと木き槌づちの音が響ひびき渡わたった。

「オッホン、時間じゃて。会議を始めさせてもらおう。良いかな、アルメイア」

　四人の内の一人が、カイゼル髭ひげを弄いじりながら威い厳げんたっぷりに話し出した。

「ええ、私は構いませんわぁ」

　答えるアルメイアは、いつも通りだ。

「では、レストール家の準王家としての資質を問う会議を、ここに始めさせてもらうのじゃ」

　右端のおばあちゃんが、ちょっと震ふるえながら開催を宣言する。

　ざわめきがピタリと止まり、議場の視線がアルメイアに集中していく。

「あ、あ～、まずアルメイアよ。黄たそ昏がれの戦い以前より伝わる宝具《旧ふるき五つ》の所在を、儂わしらに教えてもらおうかな」

　禿はげ頭あたまの死神が、ひな壇から問いかけた。アルメイアは軽く頷うなずき、口を開く。

「《不幸の運び手テュルフィング》と《殺さつ戮りくの剣けんダーインスレイブ》は、ガルダーブロウグがレストール家から逐ちく電でんした際に持ち出されています。それは、頭上のお歴々もよぉくご存じのことかと思いますわ」

　振り返ることなく、アルメイアがちくりと告げる。すると四人が四人とも、一いつ斉せいに苦々しい表情を浮うかべた。

「《龍りゆう殺しの剣リジル》は、ゼリア家のキュールが所持していますの。そして《旧き五つ》の中でももっとも凶きよう暴ぼうと謳うたわれる《折れた剣グラム》は、私の娘むすめにしてレストール家次期当主候補であるリサラ・レストールが所持していますわ」

　その説明に、議場が再び賑にぎやかになっていく。

「残り一つはどうしたのかね」

　カイゼル髭の死神が、問う。

「《旧き五つ》として伝わる中には、ありませんでしたわぁ。少なくとも、私がレストール家に嫁よめ入いりした時にはぁ、もうありませんでしたのぉ。元々四つだったんじゃないかしらぁ」

　議場が、さらに騒さわがしくなってくる。

「静せい粛しゆくに、静粛にせんか！」

　木槌が鳴り響き、幾いく分ぶん議場が静かになっていく。

「え、オッホン。それは、既すでにレストール家が紛ふん失しつしていたということでは、ないのかね？」

「さぁ。死んだ夫からも、お義と父う様からも、そうとは聞きませんでしたけどぉ」

「ふむ、それは調査が必要であろうな。ではまず、《龍殺しの剣リジル》と《折れた剣グラム》が本当にあるかどうかを、確かく認にんするとしようか」

　カイゼル髭の死神の指示を聞いたアルメイアが、リサラの名前を呼んだ。

「リサラちゃん、貴方あなたの契けい約やく者を紹しよう介かいしてくれるかしらぁ」

「え、ここで？」

　促うながされて立ち上がったリサラが、驚おどろきまじまじとアルメイアの顔を見る。

「そうよぉ、貴方の自じ慢まんの契約者を紹介して頂ちよう戴だい。それがキュールちゃんのためでもあるでしょう？」

「何を言っているのかね？」

　ひな壇からの疑問に、アルメイアはただ微笑ほほえむだけだ。

「ここで俺が紹介される。そして、その情報はすぐにガルダーブロウグに行くって寸法か」

　良介が頷くと、リサラがハァとため息を吐いてからひな壇を睨にらんだ。

「私、リサラ・レストールがスタンザに列するお歴々にご報告いたします」

　リサラが名乗ると、議場の一部にざわめきが走る。間ま違ちがいなく、リサラを追い落としたいレストール家に繫つながる家々だろう。

「私は人間界で、当主代行アルメイアの指示によって極ごく秘ひの調査活動を行っていました。その際、幾つかの事情によってレストール家からの霊れい力りよく供給を受けられない立場にもありました」

「ほう。それで強制召還か」

　ひな壇の一人が呟つぶやくと、議場に失笑が広がる。その反応に良介は、思わず両拳を強く握にぎりしめてしまった。

「その説明はまた別の場でいたします。私が人間界で活動するために必要な霊力は、仮契約によってまかないました」

「仮契約、媒ばい体たいを使い人間の生きる力を直接霊力として抜ぬき取ったのか」

「はい。その仮契約に使った媒体こそが《折れた剣グラム》です」

　ざわめきを超こえた驚きの声が議場に広がり、ひな壇で木槌が打たれた。

「《グラム》を、そのようなことに使ったのか？」

　カイゼル髭の死神が批ひ難なんの視線を向けてくる。その視線をリサラは怯ひるむことなく堂々と受け止めて、言い放った。

「とても賢けん明めいな判断だったと自負しています」

「な、何をっ」

「私があの時、仮契約を行わなければ、良介を信用しなければ、ガルダーブロウグの野望を阻そ止しする可能性は消えていたのですから」

「小こ娘むすめ、何をバカなことを言っておる。ガルダーブロウグと戦えるものなど、おるわけなかろう」

　かつてガルダーブロウグとの戦いを避さけたひな壇の連中が、ヒクヒクとコメカミを痙けい攣れんさせた。

「いいえ。彼──」
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　リサラが、良介を見る。

　良介は頷いた。

　すぐに、脛すねを蹴けられて跳はねるように立ち上がり、変装用の眼鏡を取った。

「加か賀が良介こそが、私の仮契約者であり魂たましいに《グラム》を宿す人間です」

「あ、どうも、ご紹介にあずかりました加賀良介です」

　思わず、後頭部に手を当てて頭を下げてしまった。

「……良介、もうちょっとこう、違う挨あい拶さつはないの？」

「いや、つい」

「くっ、くっくっくっくっ。バカも休み休み言って欲しいのぉ。その人間、どう見ても霊力一万五千程度ではないか。そんな並の人間の半分程度のクズカスが、ガルダーブロウグと闘うだと？　気でも狂くるったのではないかな」

　カイゼル髭が笑うと、ひな壇だんの連中も一斉に笑い出す。いや、議場全体が嘲ちよう笑しように包まれていく。

「クズカスですってぇっ。実際に良介は──ツゥッ!?」

　リサラが目をぱちくりとさせて良介を向いた。良介が、叫さけびそうになった彼女のこめかみを指先で弾はじいたのだ。

「頭に血が上りすぎだぞ、リサラ。そもそも今は、ガルダーブロウグのことまで言う必要なかっただろ。俺がここにいるって分かればいいんだから」

「[image: ]、そ、そうね。なんか、あの連中がムカついて、イヤミの一つも言いたくなっちゃったのよね……」

　渋しぶ々しぶとリサラが頷く。

　そんな良介とリサラの会話が聞こえなかったのか、カイゼル髭が咳せき払ばらいと共に告げる。

「オッホン。ま、霊力はクズカスのようだが、確かに《グラム》の反応が魂にある。《グラム》の所在は確認したとしよう」

　瘦やせても枯かれてもスタンザだ。素そ振ぶりも見せずに、良介の魂を探さぐったようだ。

「では、アルメイア。《龍殺しの剣リジル》を見せてもらおうか」

　カイゼルに促されたアルメイアが、顎あごに右人差し指を当てて「うーん」と唸うなる。

「アルメイア、何をしている」

「ちょっと事情があってぇ。内ない緒しよ、じゃダメかしらぁ」

「何をバカなことを言っとるっ。この会議は、レストール家が準王家として《旧き五つ》を管理する資格があるかどうかを、問うておるのだぞ！」

「だってぇ……ねぇ、《リジル》も仮契約者の魂に埋うまってるんですけどぉ、ちょっと相手に問題があるんですよねぇ」

「問題じゃと？」

「ねぇ、良介くん」

　アルメイアがパチンとウインクを良介に投げた。

　まさかカエサルが犬だってことを、ここで説明しろと言うのだろうか。いやでも、霊力が通常の人間の半分な良介と仮契約しているだけで、リサラは失笑された。

　それが、キュールが犬と仮契約していると知られれば、失笑では済まないだろう。たとえカエサルが、犬の中の犬、謂いわば犬の特異者だとしてもだ。

　必死に考えるが、アルメイアが良介に何を求めているのかさっぱり分からない。それは隣となりのリサラも同じようだ。

　そんな二人にアルメイアが、ちょっと困ったような顔をした時だ。

　議場の一番後ろの席から、笑い声が上がった。

　それも爆ばく笑しようだ。

「アハハハハハハハハハ、アッハハハハハハハハハハハハ、ヒー、おかしいっ、傑けつ作さくですわぁ」

　イリアだ。

　文字通り、お腹なかを抱かかえて議場中を指差して笑っている。

「貴様っ、神聖なる議場において何を笑っておる！」

　カイゼル髭ひげの指し摘てきに、イリアが笑いすぎて出た涙なみだを拭ふきながら。またプッと笑った。

「貴様ぁぁぁぁ！」

「アハハハハ、オジサマ、ごめんなさぁい。だってだってぇ、イリア、おかしかったんですものぉ」

「イリア？　レストール家の死神養成学校を首席で卒業し、メルローに裏切ったあのイリアか？」

　その指摘に、ザワザワとなる

「あのイリア？」「噂うわさ通りの巨きよ乳にゆうだな」「若い死しに神がみの中だと、トップクラスの実力らしいぞ」「あいつのせいで、メルローは油断ならん」

　ヒソヒソとした話し声が良介にも聞こえてくる。

「アイツ、有名人なんだな」

「信じられないけどね」

　良介の呟きに、リサラがフンッと鼻を鳴らした。

「はぁい。メルロー人生保証のイリアでぇす。あのね、オジサマ。笑った理由、教えてあげましょうか？」

「《龍りゆう殺しの剣けんリジル》に関係するのであろうな」

「もっちろぉん。だって、《リジル》が刺ささってる対象も知らないなんて、お間ま抜ぬけでお間抜けで、ホント笑っちゃうんだもん」

「どういうことじゃ？」

「だってぇ、特異者に刺さってるんですよぉ。それなのにぃ、メルロー以外知らなかったとかぁ。しかもしかもレストール家でも本家とゼリア家以外は知らないとか、情報収集能力お粗そ末まつ過ぎでしょぉ？　あーもう恥はずかしくて恥ずかしくて、イリア、大爆笑しちゃったぁ」

　イリアが小こ馬ば鹿かにしたような視線を議場に投げかけ、その後にププッと態わざとらしく噴ふき出した。

「そんな情けない連中がレストール家の当主を狙ねらってるとか、イリア聞いたんだけどぉ、ホント、早く替かわって欲しいわぁ。これから、バカを相手に出来ると思うと、ホント、やりやすくてやりやすくて、アハハハハハハハハ」

　その発言を合図に議場は大混乱だ。ひな壇から何度も木き槌づちが打たれるが、騒そう動どうの中でかき消えてしまう。

　さらにイリアに何人も死神が詰つめ寄っていくが、あっさりと弾き飛ばされる。おかげで警備員達が大量にイリアの周りへ集まりだす。にも拘かかわらず、

「あーあー、頭も悪い上に、腕うでも悪いとか、バカばっかりなんだからぁ」

　また挑ちよう発はつを繰くり返すのだ。

「アイツ、何を考えてるんだ？」

「わざと混乱させてるようだけど……」

　良介とリサラが囁ささやきあっていると、ヒステリックな金切り声が議場を貫つらぬいた。

「イリア、貴様は何を根こん拠きよにこの私がリサラよりも劣おとっていると言うのだ！」

　如い何かにも貴公子といった感じの若い死神だ。

「誰だれあれ？」

「ルーゼン家の御おん曹ぞう司しよ。確か又また従い兄と弟こね」

　良介の問いに、うんざりとリサラが答える。

「うーん、全部？　だって貴方あなたって、イリアの足あし下もとにも及およばないじゃない。でもでも、ああ見えてリサラってば、貧乳を除けば、まぁまぁイリアとぉ互ご角かく、うーん、今のなしね。互角じゃなくて、ちょっと下くらいじゃない？」

　イリアが、嘲あざけり笑う。

「キッ、キィィィィッ、いいかっ、あのリサラは貧乳な上に強制召しよう還かんだぞっ。しかも、霊力一万五千なんて言うクズでカスで、その上、頭も顔も悪そうで、ああそうさ、性格だってねじくれて変態そうなヤツと仮契けい約やくをしたバカで──ぎゃんっ」

　若い死神の後頭部に、リサラの靴くつがストライクだ。キョトンと若い死神が振り返った。

「何も知らないくせに、ふざけないでよ！」

　リサラがキレた。

　急に静まりかえった議場に、リサラの叫びが響ひびく。

「だいたいねっ、貴方達がこんな下らない会議なんて開いたせいで、私達は大事な本当に大事な友達を、ガルダーブロウグから救い出しにいけないでいるのよ！」

「《イレギュラー》のことじゃな？」

　カイゼル髭が言った瞬しゆん間かん、もう片方の靴がその顔面に叩たたきつけられた。

「美菜って呼びなさい！　貴方達の道具じゃないのよっ！」

「こっ、小娘ぇぇぇぇっ！」

　顔面に靴を食らって椅い子すからずり落ちたカイゼル髭が、他ほかのスタンザ死神の手を借りて、怒いかりに満ちた顔で立ち上がる。

　リサラといえば、ようやく自分がやったことに気が付いて、しまったと口を手で押さえている。

　良介は苦笑すると、そんなリサラの頭をポンッと叩いた。

「よく言ってくれたな、リサラ」

「良介？」

　振り向いたリサラに笑い、良介は前へ出た。

　アルメイアが、何かを感じたのか立ち位置を良介に譲ゆずってくれる。

　ひな壇を背負って立ち、議場を見み渡わたす。

「この中に、ガルダーブロウグと闘たたかったヤツはいるか」

　シンと、吐と息いき一つ聞こえてこない。

「俺は《ファヴニール》を取り込んだガルダーブロウグには、昨日負けた。これから俺は、そんなアイツをぶっ倒たおしに行く。いいか、俺がガルダーブロウグを倒して美菜を救う。そして救ったら、美菜はお前ら死神のもんじゃねぇ。人間のもんだ。《イレギュラー》だのなんだの、物もの扱あつかいはさせないからな。それがいやなら、ガルダーブロウグとの戦いに付いて来い。どうだ、闘うヤツはいるか？」

　ゆっくりと議場を見渡す。やはり何も返事はない。

　良介は、さらに背後に振り返り、ひな壇を見た。反応はあった。全員が怯おびえた顔を返して来る。

「なら、俺を止める資格はお前達には──もう、ないな」

　断定すると、一つだけ声が上がった。

「止める資格はないし、止める気もないけどね。一いつ緒しよに行く資格はあると思うわよ」

　リサラが、前に出てくる。

「当然、これからガルダーブロウグと闘おうっていう私を止める資格も、貴方達にはないわよ」

　リサラもまた断定した。

「な、何をバカなっ、バカなことを」

　呻うめくように言い出したカイゼル髭をリサラが、振り返り睨にらんだ。そして右手を差し出す。

「靴！」

「あ、はい」

　気け圧おされたカイゼルが素す直なおに靴を放ほうった。しかも優やさしくだ。

　リサラが議場へ再び向き、ルーゼン家の御曹司を睨む。

　御曹司がおずおずと靴を運んできた。

　フンッと鼻息も荒あらくリサラが、靴を履はく。

「女王様かよ」

　良介が苦笑すると、リサラが肩かたをすくめる。

「少なくとも今はまだ準王女様よ？」

「なるほど」

　良介もまた肩をすくめると、歩き出した。

　美菜が待ち、ガルダーブロウグと闘う場所へと。その隣を、一歩も遅おくれることなくリサラもまた進んだ。
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「う～ん、色々と小細工を考えてたんだけど……全部、良介さんに持って行かれちゃったわねぇ」

　アルメイアがぼやくと、隣に来たサイラが笑う。

「もう少し若ければ、惚ほれそうですわね」

「あらぁ、サイラちゃんと違ちがって私は未亡人よぉ。資格はあると思うんだけどなぁ」

「お義ね姉え様……」

　サイラが、困った顔で笑う。

　と、ひな壇だんの死神達が、ようやく茫ぼう然ぜん自じ失しつから復帰し始めた。

「ア、アルメイアっ、今すぐあの無礼な人間を呼び戻もどせぇぇっ！」

「そうじゃそうじゃ、たかが人間の分際でっ！」

「そもそも一万五千程度の霊力と小こ娘むすめに何が出来る！」

「無礼じゃぁ、無礼じゃぁ、我らの権けん威いをぉ！　呼び戻せぇ～」

　アルメイアは、ハァとため息を吐ついてから振り返り、ニッコリと笑った。

「いや」

　四人が四人、絶句する。

「そもそも良介さんは人間ですからぁ。死神がとやかく言える立場じゃないですしぃ」

「だ、だったらリサラはどうなんだっ」

「それもいや。母親として、今のリサラちゃんを止めることほど、野暮なことはないと思うんですよぉ」

「な、何をバカなっ。もういいっ、議決に入るっ。貴様のような呆ぼけた女に、準王家レストール家の当主代行は務まらぬ！」

　カイゼル髭ひげが木槌を響かせる。

　サイラが心配そうな顔で見てくるが、アルメイアはニコニコと笑いながらそれを受け入れた。

　権威だの家だの伝統だのがなくても、きっとリサラと良介、それにその仲間達なら上う手まくやっていける。何の心配もない。そう思うのだ。

「良いかっ。準王家レストール家当主代行アルメイアを解任し、全すべての権限、資格、宝物の管理をこの会議にて検討する。このことに反対なものは起立せよ」

　誰も立ち上がろうとしない。カイゼル髭が満足そうに木槌を振り上げた時だ。

　ニヤニヤと笑うイリアが、腕を組んだまま立ち上がった。いつの間にか、その脇わきにはマルベックが立っている。

「ボーナス査定に、絶対に入れて下さいよ！」

「まーね。無能ホルスタインの割には、頑がん張ばったと思うわよ。メルロー内部の意見、無事にまとめるなんてね」

　イリアはそう答えると、そのままマルベックを従えて歩き出した。

　アルメイアの前まで出て、頭を下げる。

「メルロー人生保証は、レストール家と人間界での業務提てい携けいを提案します」

　さすがのアルメイアもキョトンとしてしまう。

「代わりに、アルメイア様を全面支持するってので、どうです？」

「い、いいけれど……でも、今の状じよう況きようだとぉ」

　後半の言葉を無視して、イリアがアルメイアの両手を握にぎった。

「わおっ。じゃ、成立ですね」

「ま、まぁ」

　コクコクとアルメイアが頷うなずく。

「メルローのイリアっ、今は議決の最中ぞ！」

　カイゼル髭がわめくと、イリアが四よつん這ばいになったマルベックを台にして、ヒョイッと身軽に、まるで猿さるのようにひな壇によじ登り、柵さくの上に足を組んで座った。

　ひな壇の四人は、その無礼な行こう為いに仰ぎよう天てんして固まってしまう。

　イリアはその機を逃のがさずに、よく通る大きな声を上げた。

「一つ聞くけどぉ。これで、良介くんがガルダーブロウグに勝っちゃったら、アンタ達どうする気？　《ファヴニール》を取り込んだ死しに神がみでも勝てない、《グラム》を持ってる、あげくに《イレギュラー》なんて呼ばれる桁けた違ちがいの霊力を秘めた美菜が側そばにいる。そんな存在を敵に回して、アンタ達どうすんの？」

　イリアの提起に、死神達が互たがいの顔を見合わせヒソヒソと話し始める。

「ま、そんなことあり得ない。そう、後ろの干ひ物もの共を筆頭に思ってるんでしょうけどぉ」

　ひな壇の四人が「ひ、干物!?」と叫さけんだが、イリアは無視だ。

「イリアねぇ、情弱なアンタ達と違って知ってるのよねぇ。良介くん、もう何度もガルダーブロウグに勝ってるわよ？　それも《グラム》を覚かく醒せいさせてね」

　ざわめきがどんどん大きくなっていく。

「ま、良介くんったら、リサラにベタ惚れだもんねぇ。そんなリサラや、そのお母さんを集団でネチネチと虐いじめた上に、全部取り上げようってんでしょ。ガルダーブロウグに勝ったら、次に締しめるのはアンタ達よねぇ」

　何人かの死神が、顔を青くする。

「ま、イリアはぁ、リサラはともかく良介くんとは友達だしぃ……ま、ああいう男の子って嫌きらいじゃないから、メルローごと良介くんに賭かけることにするわねぇ。だから、後ろの干物共の提案には反対、だーい反対[image: ]」

　軽かろやかに、そして大きく胸を揺ゆらして、イリアが床ゆかに飛び降りる。

「てわけで、マルベック、あとはよろしくネ[image: ]」

「ネって、どこ行くんですか！」

「もちろーん、リサラが苦戦してる姿を観戦しに行くのよぉ。良介くんが勝つとは思ってるけど、リサラのことだもん。きっと足手まといやらかして悔くやし泣きするわよ？　イリア、それを高笑いしながら眺ながめるのぉ。うーん、ワクワクするなぁ」

　そう言ってイリアが歩き出す。

「……素直に助けに行くって言えばいいじゃないですか」

　ぼそりと呟つぶやいたマルベックに、イリアが鬼おにの形相で振ふり返った。

「ああん！」

「な、なんでもありません！」

「ちっ。ボーナス査定から引いとくからね！」

「そんなぁぁぁ」

「それがいやだったら、さっさと他ほかの死神共をこっち側に来るよう説得しな！」

「はい、室長！」

　マルベックが駆かけ出していく。

　同時に、イリアもまた走り出そうとして──アルメイアが声を掛かけた。

「アルメイア様？」

「イリアさん、本当にありがとう」

　深々とアルメイアが頭を下げる。

「え、や、やだぁ、イリア、メルローの利益を考えただけでぇ」

「貴方あなたのような優やさしい友達がいて、リサラちゃんは本当に幸せだわ。本当にありがとう」

　頭を下げたままアルメイアが続けた。イリアは、言葉に困り頰ほおを搔かいてしまった。

　数回、ポリポリと搔いた後、呟く。

「あ、悪友にしといてください」

　そして、脱だつ兎との如ごとく駆け出した。

　頭を上げたアルメイアに、今の顔を決して見られたくはなかったから。
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「行っちゃいましたわぁ」

　頭を上げた時、アルメイアが見たのはイリアの背中だけだ。

「顔を赤くしてましたから」

　サイラが、クスクスと笑い──一転、顔を引き締しめる。

「ではお義姉様、ここまでお膳ぜん立だてしてもらったんですから、イリアが言うところの干物を抑おさえて、会議をお開きにしましょう。そして、早く援えん軍ぐんを良介さん達に」

「そうねぇ。休会に持ち込めれば、今の私達に味方する死神も増えるでしょうしね」

「ええ」

「でも──ガルダーブロウグに良介さんが勝った後の、あの四人や他の死神達の顔が見物ねぇ。だって、準王家なんかで争ってたのが、きっとバカらしくなるでしょう？」

「お義姉様、良介さんはやはり？」

「と、私には思えるのよねぇ。何より、エッチでしょう？」

　初めて良介と会った、彼がベッドに潜もぐり込んで来た時のことを思い出し、アルメイアはちょっと顔を赤らめて笑ったのだった。







　三章　まちうけるてき










「加か賀が良りよう介すけの所在が判明したか」

　広間の扉とびらを開けた途と端たん、ガルダーブロウグはヘルガに声を掛けた。

　ビクッと僅わずかに驚おどろき、すぐに平静な顔を作るとヘルガが静かに近寄ってくる。

「なぜ分かったので？」

　横たわる美み菜なを一度チラリと見て、ヘルガが歩きながら聞いてきた。

「闘とう志しだな。貴様の顔に、戦せん闘とうに向かう力みがあった」

　ガルダーブロウグは玉座の上で足を組み直し、肘ひじ掛かけに右肘を突ついた。

　力みと言えば聞こえが良いが、ガルダーブロウグが見たのは、どちらかと言えば怯おびえに近いものだ。

　前回、加賀良介に完かん膚ぷなきまでに負けたことを引きずっているのだろう。あげく、サドで鳴らしたにも拘かかわらずマゾとまで宣告されている。

　ガルダーブロウグを筆頭とする《四し雷らい斧ふ》の中で、ライファンは裏切り、アルカレアは脱だつ落らくした。ヘルガが最後まで残った死神ではあり、三人の中ではもっとも力があるが、この状態では新しい世界で使い物になるかどうか怪あやしい。

「で、どこに加賀良介は現れた」

　右横に立ったヘルガを、ガルダーブロウグは見上げた。

「レストール家です」

「ふむ。驚く情報でもないな。どうやって、他の連中の目から逃れて入ったかまでは分からんが、やはりリサラ・レストールと合流したか」

「ええ、しかも議場にいきなり現れたようです」

「いきなり？」

「変装用術式が掛かった眼鏡をしていたとか。それよりも問題は、加賀良介とリサラ・レストールのせいで、レストール家を陥おとしいれる会議は閉会となったとか」

　それを聞いて、ガルダーブロウグは小さく笑った。

「所しよ詮せんは小細工だ。そう気にすることもあるまい」

「でも、レストール家などの死神が押し寄せたら、少々厄やつ介かいだと思う」

「お前は、そう思うか？」

「はい」

　ヘルガが当然だと頷うなずいて、ガルダーブロウグは苦く笑しようした。

「私が《ファヴニール》によって竜りゆうとなれば、死しに神がみ共どもなど造作もない。そしてレストール家が総力を挙げるとしても、《イレギュラー》の霊れい力りよくを吸収し《ファヴニール》を起動させる前には間に合わないだろうな。組織とはそういうものだ。それよりも問題があるとすればだ」

　コツコツと左指で肘掛けを叩たたく。

「加賀良介だ。お前が力んでいたということは、どうせもうこちらに向かっているのだろう？」

「そうみたいです」

「ふむ。ならばだ」

　ジロリとヘルガを見る。加賀良介と戦い勝てば、怯えは消えて後々も有用なコマとなるだろう。負けるにしても、足止めになれば、それでいい。

「お前の望み通り、加賀良介の追つい撃げきを命じてやろう。この城にいる五十人の死神、全すべてを連れて行け」

「……はい」

　一呼吸置いてからヘルガが頷いた。

「いいか。今は十六時十三分だ。《ファヴニール》起動に必要な霊力を《イレギュラー》から吸い取り終わるまで、あと二時間といったところだ。勝てないまでも、足止めはしてもらうぞ」

「はい」

「フッ、それすら出来ない時は、新たなる世界においてお前の居場所はないと思え。いいな」

「分かりました」

　緊きん張ちよう気味にヘルガが応じる。

「なら、もう行け。私の至福の時間を邪じや魔ましてくれるな」

　左手で追い払はらい、そのままグラスを手にする。

　早足でヘルガが出て行くが、ガルダーブロウグの視界にはもう入らない。目の前に横たわる美菜の、紐ひものように細いブラジル水着で辛かろうじて大事な部分を隠かくす裸ら体たいだけだ。

「んっ……ハァッ……ハァッハァ……良介くん、リサラ……んっ」

　苦しげに美菜が喘あえぐと、白い双そう丘きゆうがタプンタプンと揺れ動く。

　ガルダーブロウグはまるで芸術品を観賞するような面おも持もちで眺め、満足げにグラスを呷あおった。

　確実に美菜の生きる力が霊力として、《ファヴニール》に注がれ続けているのを感じる。

　そしてこの美だ。

　まもなく自らの手で世界が変わるという確信が、高こう揚よう感かんも与あたえてくれる。

　ガルダーブロウグは今、まさに至福の真まっ只ただ中なかにいた。
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　死神装しよう束ぞくを既すでに纏まとったキュールの前で、門もん扉ぴのない正門から死神達が出て行く。

　五十人の死神の先頭にいるのは、間ま違ちがいなくヘルガだ。

「どうやら良介さんが動いたようですわね」

　やや離はなれた場所でキュールは双そう眼がん鏡きようを降ろした。

「問題は、あの城の中にあとどの程度死神がいるかってことですわね」

「それも、戦闘力を持った死神が、だね」

　ライファンもまた死神装束を纏っている。キュールから双眼鏡を受け取ると、のぞき込んだ。

　五メートルはあろうかという高い塀へいがあるために、城の一階部分は全く見えない。

「二階より上に、人ひと影かげはないようだけどね」

　やれやれと双眼鏡を降ろし、カエサルに渡わたす。その双眼鏡を、カエサルは鼻先で押し戻もどした。

「オンッ……（俺に渡してどうするよ）」

「あ、そうだね。ついつい」

　ライファンが苦笑する。

「夜まで待てれば、窓灯あかりである程度は分かるんでしょうけど、そんな時間はありませんものね」

　キュールの言葉に、ライファンが頷く。

「明日中と言うけど、そんな保証はないからね」

「ええ。相手はあのガルダーブロウグですわ。レストール家の予測を上回る可能性は、否定出来ませんわね。ただ」

「ただ？」

「良介さんが動いて、ヘルガを差し向けたということは、ガルダーブロウグがまだ足止めを必要としているってことですわ」

　キュールが、確信を持って断じる。

「なるほど、そうだね。もう《ファヴニール》が起動していれば、ガルダーブロウグ自身が赴おもむくだろうし、起動間近なら良介くんの動きを無視するだろうしね」

「そして、五十人の死神ですわ。あれだけの数を出したということは、かなりの時間足止めして欲しいってことでもありますわ。レストール家からここまで早くて一時間ってことから考えれば、あと二時間程度猶ゆう予よがあるって考えられません？」

　キュールの推測に、ライファンが目を丸くして拍はく手しゆをした。

「いや、見事だよ。その通りだと思う。僕には反論の余地が全くないね」

「オンッ……（普ふ段だんの悪わる巧だくみの成果だな）」

　カエサルもまた尻尾しつぽを振ふる。

「悪巧みは酷ひどくありません？」

　キュールは苦笑とも微び笑しようとも付かない表情を顔に浮うかべると、レストール家の方向を見た。

「不安があるとすれば、あれだけの数の死神を良介さん達がさばけるかってことですけれど……」

「五十人か……」

「バウッ……（良介を信じるのも、俺達の仕事だぜ）」

　カエサルが力強く咆ほえる。その強く重い響ひびきに、キュールもライファンも浮き足立った心が押さえ込まれ、落ち着きを取り戻す。

「カエサルの言う通りですわね。キュール達はキュール達の仕事をしっかりと果たすだけですわ」

　キュールが歩き出す。その後にライファンが続き、カエサルが追い越こした。

「オンッ……（俺に考えがある）」

「考え？」

「オオンッ……（城に潜せん入にゆうするんだろう。だったら、まず俺があの開けっ放しの門から中を探さぐってみる）」

「確かに、野の良ら犬いぬと思われる可能性はあるね」

　ライファンが賛同するが、キュールは首を横に振った。

「ガルダーブロウグは、カエサルに何度も煮にえ湯ゆを飲まされていますわ。その情報が回っていると考える方が、確率が高いですわよ」

「バウッ……（その時はその時だろ。中を引っかき回してやるから、その隙すきに潜入しろ）」

「それでは潜入になりませんわよ。そもそも、カエサル、貴方あなたの《リジル》はいざと言う時に、ガルダーブロウグに対たい抗こうしうる切り札ですのよ？　残念ながらキュールもライファンも、アイツにとって敵ではありませんから」

　両手を広げてキュールが肩かたをすくめた。後ろでライファンも、申し訳なさそうに後頭部を搔かく。

「オンッ……（なら、どうする気だ？）」

「………………………………………………ちょっと遠くの正面から、双眼鏡で門の中を覗のぞくってのは？」

　たっぷりと考えた後、キュールが出した提案にカエサルもライファンも顔を見合わせた。

「ちょっと原始的過ぎないかな？」

「オンッ……（そう思うが、他ほかにはなさそうだしなぁ）」

「やって見て、よく分からないなら分からないで、また考えればいいんですわよ」

　キュールがそう決めると、腰こしをかがめて門の正面方向へと進み出した。

　門から二百メートルほど離れた正面の小こ径みち脇わきに、茂しげみと広葉樹が茂っている。キュールはそこに飛び込むと、そっと首を出して双眼鏡で門の中を見る。

「どうだい、キュールくん？」

　続いて茂みに来たライファンが、声を潜ひそめて聞いてきた。

　だがキュールは答えずに、さらに覗き続ける。

　おかしい。

「オン？　（どうした？）」

　足あし下もとで伏ふせをしているカエサルも小さく鳴いて聞いてくるが、キュールはさらにじっくりと中を覗いた。

　五分ほど双眼鏡で覗き続けただろうか、ようやく降ろしてキュールは呟つぶやいた。

「人っ子一人、いませんわ……」

　ただの一人も見えなかったのだ。

「罠わなだと思います？」

　キュールは振り返り、ライファンとカエサルに聞いた。おびき寄せる罠という可能性が、頭からどうしても離れないのだ。

「どうだろう。ガルダーブロウグが僕達に気が付いていないとすれば、罠なんて張る必要はないけど、もし気が付いているなら……可能性は十分にあるね」

　顎あごに手を当ててライファンが考え込む。

　するとカエサルが、スクッと立ち上がった。

「オンッ……（決め時だ。悩なやみ考え手を尽つくした後は、進むか退くか決めるだけだ）」

「そうは言いましても」

　キュールが不安を口にすると、カエサルが尻尾をピンッと空へ向けて立てる。

「バウッ……（悩んでも物事は解決しないぞ。物事を解決するのは、決断と行動だ）」

　キュールは、大きく息を吐はいた。そして頷うなずく。

「そうですわね。悩むだけで美菜さんが救い出せるわけありませんものね」

　ライファンを見て、カエサルを見る。

　そしてキュールは茂みを出た。まっすぐに門へと走る。

　その後を、一歩も遅おくれずにライファンとカエサルが続いた。

　門柱に体を寄せ、そっと中を覗き込む。中庭には、確かに誰だれもいない。

「オンッ」

　カエサルが、素す早ばやく中に忍しのび込む。転がった桶おけに身を隠す。キュール達では、とても姿を覆おおえない大きさだ。

　更さらにカエサルが進み、正面の館やかたの入り口でこちらを向いた。

　頭を後ろから前へと動かして、こっちに来いと催さい促そくしている。その合図に従い、キュールとライファンは身を低くしながら走った。

　カエサルが、館の左側にあるテラスを見た。

　ギィギィと扉とびらが風に揺ゆれている。そう、開いているのだ。

「…………行きますわよ」

　一いつ瞬しゆん悩んだものの、キュールは決めた。

　意を決して、キュール達はガルダーブロウグが待つ館の中へと潜もぐり込んだのだった。
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　鬱うつ蒼そうとした森の中を、獣けもの道みちのような一筋の小径が続いている。

「ホントにこの道でいいのかよ？」

　徒歩に変えてから、もう十分ほどだ。どんどん道が狭せまくなっている気がして、良介は前を行くリサラの背中に声をかけた。

「間違ってない……はずよ」

　振り返ることなくリサラが答えてくる。

「はずかよ」

「私だって知らない城なんだから、仕方ないでしょ。貰もらった地図が頼たよりなんだし」

　死しに神がみ界の地理なんてさっぱり分からない良介ではなく、地図は当然リサラの手にあった。そのせいもあって、先頭はリサラだ。

「でも、人が大勢歩いた痕こん跡せきはあるし、間ま違ちがってないと思う」

　リサラが、左手で下草を横に追いやる。

「よく分かるな、そんなの」

「枝が折れていたり、踏ふまれた跡あとがある草とかが、結構あるのよ。足あし跡あとも数回見たわ」

「なるほどね。なら、信じて前に進むだけか」

「ええ、そうね──」

　リサラが、言葉とは裏腹にピタリと動きを止めた。

　良介が尋たずねる前に、やや腰を落として右掌てのひらを開く。

「《カルヌーンプラデュール》」

　呟くと、掌の上に二匹ひきの炎ほのお蛇へびが鎌かま首くびをもたげた。そのままくねりながら上下に頭を伸のばし、一ひと振ふりの鎌へと姿を変えていく。

　良介もまた、気配に気が付いた。何者かが前方から近づいてくる。

　右みぎ腕うでのブレスレットに左手を添そえ、その名を呼ぶ。

「《グレイプニル》」

　黒いブレスレットから無数の縄なわが伸びて、良介の右肩から指先までに巻き付く。びっしりと隙すき間まなく巻き付いたそれは、鎧よろいとしか言いようがない。

　右拳こぶしは二倍ほどの大きさになり、金かな槌づちのような威いを発している。

「《グラム》の鞘さやから作られた護身用の武器、らしいですね」

　言葉が前方から響いた。

　その声自体に力があるかのように、下草が、いや木々までもが腐くさり崩くずれていく。

　地面に鮮せん血けつが広がっていた。その血が、森を殺しているのだ。

　良介には、その血に見覚えがある。

「足止めに着たのか、ヘルガ」

　リサラの隣となりに立ち、森ではなくなった大地の先を見み据すえた。

　白銀に光る鎧を着たヘルガが、《殺さつ戮りくの剣けんダーインスレイブ》を片手に姿を現す。薄うすくしなやかな、女性らしいラインを持った鎧だ。兜かぶとは瞳ひとみの周囲以外を全すべて覆い、側頭部からは鋭えい利りな角が三本伸びている。

「足止め？　僕はここで貴方達を倒たおすつもりなんですよ」

　ヘルガの背後から、いや、良介とリサラの両りよう脇わきからも黒い死神装しよう束ぞくを纏まとった死神達が姿を現した。

　ざっと五十人はいるだろうか。

　半円形に、良介とリサラを囲んでいる。

「《装束デイスラード》」

　リサラが叫さけぶ。

　黒い塵じん芥かいが、リサラの周囲を渦うず巻まきはじめ、彼女の肌はだに付着していく。

　黒光りするなめし革がわのような生き地じで出来た装束に、リサラの姿が替かわる。死神の戦せん闘とう服ともいえる姿だ。

　一度、頭を大きく振って長い赤あか髪がみを整え直すと、リサラが《カルヌーンプラデュール》の穂ほ先さきをヘルガへと向ける。

「待ってくれるなんて、随ずい分ぶんと優やさしいじゃない」

「面おも白しろいことを言いますね」

　ヘルガが笑った。兜で覆っているため、その顔は見えない。それでも、その響きと瞳で、確かに笑っているのが分かる。

「何が面白いってのよ」

　苛いらつきながら、リサラが問い返した。

「僕は待ってなどいないってことです。《グレイプニル》しか発動させない加賀良介など、敵ではありませんからね」

「なら、この私はどうだっていうのよ」

「最初から敵として見ていません。雑ざ魚こを敵と見るバカはいないでしょう？」

「なんですってぇぇぇっ！」

　リサラが地面を蹴けった。

　死神が二人、行く手を遮さえぎる。

《カルヌーンプラデュール》を肩ごと捻ひねるように振り上げたリサラが、独こ楽まのように回転する。

　一いつ閃せん、死神二人が持った剣が粉々に砕くだけ散り、ヘルガへ向けて吹ふき飛ぶ。

　その二人を、ヘルガが平然と《ダーインスレイブ》で薙ないだ。

「なっ!?」

　驚おどろきの声と共に、リサラが立ち止まる。

　目の前で、呻うめき声一つ上げることなく二人の死神が倒れる。その片方にヘルガが、《ダーインスレイブ》を突つき刺さしたのだ。血が刀身を登り、砂場に落ちた水のように吸い取られていく。

「この子は、血が好きなんですよ」

　愛いとおしそうに、《ダーインスレイブ》の吸血をヘルガが見ている。その不気味で嫌けん悪お感かんを催もよおす光景に、リサラが口を押さえた。

「なに惚ほうけてるんだよ！」

　良介は走り、リサラに迫せまった死神の剣を《グレイプニル》の拳で弾はじき飛ばす。

「りょ、良介!?」

　泣きそうな顔で、リサラが振り返った。

　隣に立ち、良介はリサラの分までヘルガを見据える。

「気持ち悪いのは同感だけどよ、こっちは五十人の死神に囲まれてるのを忘れるなよな」

「そうよね、うん」

　唇くちびるを引き締しめ、リサラが頷いてヘルガに向いた。

　ヘルガが、兜の中で笑い声をくぐもらせる。

「クスクスクス、今の貴方あなた達なんて僕一人で十分なんですけどね」

「ならやってみろよ」

　良介の言葉に、ヘルガが肩かたをすくめる。完全に小こ馬ば鹿かにした態度で言い放った。

「どうして僕から、わざわざ出向かないといけないんです？」

　その態度と言葉に、カッと頭に血が上る。

　罵ば声せいと共に踏みだそうとした時だ。

「ったく、二人揃そろって単たん細さい胞ぼうなのよねぇ。やんなっちゃうわ」

　場違いな、吞のん気きな声が森に響ひびき──右側の死神が数人、前のめりに倒れた。

「小馬鹿にされた時は、相手の揚あげ足を取ればいいのにねぇ」

　また一人、死神が倒れる。死神達が一いつ斉せいに振り返り、周囲を見み渡わたし始める。

「どうして出向かないといけないんですだっけ？　アンタ、もうココまで出向いてて、何言ってるのよ、ちょっとオツムが足りないんじゃないのぉ？」

「なっ……くっ、誰です！」

　言葉に詰つまったヘルガが叫ぶ。

　すると、また死神が数人倒れ、茂しげみを搔かき分けてイリアが姿を現した。

　一本角を持った死神装束姿で、肩に《フロッティ》を担かついでいる。しかもヘルガを見るその目に、嘲あざけりをありありと映してだ。

「鬱蒼とした森を背後に戦力を配置するとかぁ、指揮官としても無能よねぇ。そりゃ、ガルダーブロウグがただの足止めの駒こまとして、使い捨てるわね」

　堂々と歩き、良介とリサラの前に立つ。

「イリア、どうして？」

　リサラの言葉に、大きく大きくイリアがため息を吐ついた。

「どうしてもこうしてもないってのよ、この貧乳娘むすめ」

「な、なんですってぇっ!?」

「こっちはね、メルローごとアンタら二人に賭かけちゃってるのよ。是ぜが非ひでも、ガルダーブロウグに勝ってもらわないと困るわけ。第一、美菜には、ま、イリアも悪い感情はないしね。だから──」

《フロッティ》の切っ先をヘルガに向ける。

「こーんな、雑魚に時間取らせるわけにはいかないのよ。わかる？」

「ざ、雑魚っ。この僕が!?」

　ヘルガが、一歩前へ強く足を出した。怒いかりのせいか、ドンッと音が響くほどだ。そんなヘルガをイリアが鼻で笑った。

「はっ、雑魚がいっちょまえに口を挟はさまないで欲しいわけ。今、イリアはリサラのバカと話してるんだから。リサラ！」

　イリアが強く叫ぶ。

「なによ？」

「良介くんの、《グレイプニル》の封ふう印いんをさっさと解いちゃってよ」

「はぁ？　《グレイプニル》なしで、良介にどうしろっていうのよ」

「《グラム》を覚かく醒せいさせるに決まってるでしょ、このおバカ！」

　悪態を付きつつ、イリアが《フロッティ》と視線で、ヘルガの動きを用心深く牽けん制せいする。

「あのねっ。良介は《ファヴニール》を失って、《ファヴニール》が残した霊れい力りよくももう持ってないのよ。《グラム》を覚醒させるって、どうやってやるのよ」

「聞いたわよ、昨日のヘルガと闘たたかった時に覚醒させたって」

「あれはっ……あれは、私の中に残っていた良介の生きる力を」

「そんなもんで覚醒出来たら、誰だれも伝説だのなんだの言わないわよ！」

「で、でもっ」

「リサラっ！」

　名前を叫んだ後、イリアが左手で後頭部をポリポリと搔いた。

「二度と言わないし、今後一いつ切さいないことだけど、腐れ縁えんの言うこと今は信じて」

「分かった」

　リサラが即そく座ざに応こたえた。あまりに迷いがなさ過ぎて、隣で聞いていた良介が思わずリサラをまじまじと見てしまったほどだ。

　リサラが、そんな良介を睨にらんだ。

「《グレイプニル》を解いて」

「あ、ああ」

　なぜか気後れしながら良介は頷うなずき、意識を整えた。解除するように念じる。

　それだけで、鎧が無数の縄となり、また元のブレスレットへと戻もどっていく。

　リサラが、《グレイプニル》の表面を覆おおう革を摑つかみ、一気に剝むいた。それこそが、《グレイプニル》による《グラム》の封印を解く手段だ。

「どう？」

　リサラが、じっと見つめてくる。

「いや、どうって言われても……」

　良介が戸と惑まどうと、リサラが即座に咆ほえた。

「イリアっ、やっぱり貴方、その場の勢いで適当言ったでしょっ。ホント昔っから考えなしなんだから！」

「手の平返すにしたって、もう少し悩なやんで欲しいんだけど！」

　イリアもまた速そつ攻こう切り返す。

　そして、ハァとため息を吐き、真しん剣けんな口調で言う。が、その内容は真剣とはかけ離はなれたものだ。

「良介くん。今までリサラがしでかした中で、一番興奮したのはなに？」

「は？」

「へ？」

　良介とリサラが、仲良く顔を見合わせてしまう。

「思い出す！」

「あ、はい」

　怒おこられてしまった。

　目を閉じて考える。

　おっぱい触さわったことがある。下半身の某ぼう箇か所しよの赤い毛を見たこともある。突とつ起き物を弄いじくり回したこともある。

　背中に名前を書いたこともある。お口で（《グレイプニル》の）かわを剝かれたこともある。

　なんか色々と酷ひどいだろってことを大量にしてきた。

　ありありと頭の中に浮うかんでくる。

「そもそもリサラがけしからん」

「は？」

「まずはおっぱいだ。そりゃ確かに貧相なおっぱいだ。あまり膨ふくれてない。でも、横になった時にそれでも必死にたわもうとする、おっぱいさんの涙なみだぐましい姿勢に、俺は感動する」

「………………悪かったわね、控ひかえ目で」

　何か聞こえた気がするが、気のせいだろう。というか、あれだ。リサラなら、そんな反応するだろうってのが、勝手にシミュレートされちゃってるのか。

「スラリと伸のびた手足がいい。爪つま先さきも綺き麗れいで体重もほどよく踏ふまれると、重さ痛み、全すべてがとても素す晴ばらしい」

「踏み抜くわよ！」

　そうそう、きっとそう反応する。

「背筋もスッと通り、肩けん胛こう骨こつのラインもいい。指でなぞった時に『あっ、んっ』と出る吐と息いきがまた最高だ」

「くすぐったいんだから仕方ないでしょっ。そっち系の吐息じゃないから！」

　噓うそだ。あれは絶対に快感の吐息だ。

「鎖さ骨こつから首筋もいい。あそこに汗あせが流れると、思わず舐なめてみたくなる」

「え、ちょ……あ、汗搔かいてないわよね」

　ヨーグルトを垂らしてもいいと思う。

「そうだっ赤い毛もいい。長くサラサラとストレートの赤い髪かみの毛は、触って、巻いて、色々したい。さらに、その赤い毛があまり縮れることなくサラサラとたなびく草原は最高だ」

「い────や────────────────!!」

　鼓こ膜まくをつんざく叫さけび声だ。

　ん？　と一いつ瞬しゆん違い和わ感かんを覚えるが、同時により強く湧わき上がるものがあった。

「そうだ、俺は穴を、リサラの穴は堪たん能のうしてないじゃないか！　これだけ色々したのに！」

「りょ───すけぇぇぇぇっ、言うに事欠いて何言ってるのよ！」

「だ、だが、だが俺も理性と常識を兼かね備えた変態だ。そんなことお願いしたって、ダメなのは分かってる。無理にお願いしちゃいけないのは分かってるっ」

　グッと拳こぶしを握にぎる。

「なら他の穴……鼻をかませて下さいは、きっと怒られる」

「当たり前でしょう！」

「耳みみ掃そう除じは、なんかいける気がするけど…………今、仮にもこの戦場では無理だろう」

　なんだか、無数の呆ぼう然ぜんとした視線を感じるけど、きっと気のせいだろう。

「ならば、どうするっ。歯は磨みがきさせてって言うのか？　それも問題がある。歯磨きさせてはパジャマ着てる時にしたい！」

　閃せん光こうの様にグッドアイデアが、頭を貫つらぬいた。

「ヘソ、おヘソはどうだろうっ。おヘソを両手でくぱぁと開いて、中をじっくりと観察する。普ふ段だん隠かくしている穴って意味だとアソコに近い気がして、なんだか興奮出来る気がする。しかもリサラの引き締しまったお腹なかだ」

　リサラが、死しに神がみ装しよう束ぞくの上から慌あわてておヘソを隠かくす。

「ああ、指先でおヘソの周りをなぞる。するときっとリサラが、堪たまらず吐息を漏もらすわけだ。じっとりと汗が滲にじみ始めた時、両手でくぱぁって開いて、むにゅぅって閉じて、その後に指先を挿そう入にゆうして……」

　魂たましいが熱く熱く燃えてくる。

　頭の中で、リサラが穴に挿入されて悶もだえる姿が浮かぶ。

　リサラの喘あえぎ声が強くなればなるほど、良介の中でエッチな魂が燃えたぎってくる。

　それは同時に、男の本能が、いや男のそのものがいきり立つのと同じことだ。

「くっ、くおおおおぉおおぉおぉぉぉぉぉぉぉ、リサラの中に挿入したい！」

「な、な、なにバカなこと言ってるのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　絶ぜつ叫きようと共にリサラが首を両手で強く脈打つ血管ごと握ってくる。同時に良介は、思わず声を漏らした。

「あ、出ちゃった」

「え、──！！！！！！！！！！！！」

　リサラが声にならない驚おどろきと共に、握った良介の首を離して飛び退のく。

　立っていた。

《折れた剣けんグラム》の柄つかが、良介の胸に堂々と突つき立っている

　飾かざり気けの欠片かけらもない、ただグリップ力を強めるためだけに彫ほり込みが入っているだけだ。

　その柄を、良介はしっかりと握りしめた。今までよりも《グラム》を近く感じるのは、気のせいだろうか。

『いや、相棒。俺も、お前の感情がハッキリと分かるぜ』

《グラム》が囁ささやく。

「はっきりだ？」

『ああ。ついでに、お前の霊力がギンギンに入ってきやがる』

「ってことは、期待していいってことだな！」

『任せな。お前の興奮、全部あのガキに叩たたきつけてやらぁ！』

《グラム》を一気に胸から魂から引き抜く。

　長い、長く分厚く逞たくましい刀身が姿を現す。装そう飾しよくなど、そんな小こ賢ざかしいものはない。美しくもない。ただ凶きよう暴ぼうな強さだけが、刀身には宿っていた。

　柄尻じりから伸び、良介に繫つながる鎖くさりが、生きているかのように脈打つ。

　すると《グレイプニル》が、爆はぜた。

　無数の縄なわが伸び、良介の右みぎ腕うでを、右みぎ肩かたを、胸を、覆っていく。

　瞬またたく間まに、胸部と右腕を守る黒光りする鎧よろいが姿を現した。

「《グラム》が本当に覚かく醒せいしたことにも驚いたけど、《グレイプニル》の鎧、前より大きくなってない？」

　リサラが呆然と見上げてくる。

「左までは来てなかった気もするけど、まぁ俺の興奮しだいってことだろ」

　何しろ《グレイプニル》は《グラム》の鞘さやから作られているのだ。《グラム》がいつもよりギンギンだと言うなら、何かしら関係があってもおかしくない。

　それ以上、あまり深く考えることはせずに、良介は前進した。

　イリアが、苦く笑しようと共に道を空ける。

「あーあー、イリアも本気で狙ねらってればよかったかもぉ」

　すれ違ちがった直後、イリアがぼやいたのが聞こえて、良介は思わず苦笑した。そういえば、元々良介はグラビアアイドルでもあるイリアのファンだったのだ。

　そのことが、妙みようにおかしい。

「余よ裕ゆうですね。《グラム》が覚醒したくらいで」

　他ほかの死神達を手で制して、ヘルガが一歩前に出てきた。だらりと《ダーインスレイブ》の切っ先を地面に落とし、引きずっている。その跡あとには、鮮せん血けつが筋となって残る。

「そういう台詞せりふは、俺と《グラム》に一度でも勝ってから言うもんだぜ？」

「ハハッ、なら今すぐ勝ってみせればいいんですよねっ。《ダーインスレイブ》！」

　ゴパァッ──鮮血が、《ダーインスレイブ》の刀身から溢あふれ出す。

　ヘルガの周囲を満たし、瘴しよう気きを伴ともなって良介の足あし下もとにも迫せまってくる。ヘルガ自身は腰こしを落として、鮮血をなお溢れ出させている《ダーインスレイブ》を下段に構えた。

　良介が、鮮血を避さけて退くか、飛んだ瞬間、斬きりかかってくる気なのだろう。

　実際、後ろに退く際に斬りつけられれば、重心の関係で後方に飛ばされかねない。

「さてと《グラム》。何かいい手があるか？」

　良介の問いに、《グラム》が自信満々に答える。

『前も言っただろう？　俺には特とく殊しゆ能力なんてもんはねぇんだよ。ただ敵を斬る。それだけだ』

「なるほどな。だとすれば」

『ああ』

「斬るだけだ！」『斬るだけだ！』

　良介と《グラム》の意識が重なる。

　高く高く《グラム》を掲かかげ、何も考えずに刃やいばを鮮血溢れる地面に叩きつけた。

　空気が悲鳴のような音を上げ、刃が荒あら々あらしく地面へと刺ささった。

　その刃は筋すじが一直線にヘルガへと向かい、鮮血を真っ二つにする。そして、まるでその力強さを忌き避ひするように、鮮血が刃筋を中心として左右に弾はじけ飛んでいった。

　呆然とするヘルガに向かい、良介は出来上がった道をまっすぐに走り、右下から《グラム》を斬り上げる。

「あっ！」

　間抜けた声をあげ、ヘルガが慌てて《ダーインスレイブ》で《グラム》を防ごうとする。

　ヘルガの体が浮うき上がり、空へ放ほうり出される。

　五メートルも浮いたところで、木の幹に激しく叩きつけられた。

「ぐあぁっ！」

　悲鳴と共に、ゆっくりと地面に落ちる。

「やり過ぎたか？」

『よく言うぜ。途と中ちゆうで力を抜ぬきやがっただろ。俺は、諸もろ共とも真っ二つにする気だったのによ』

《グラム》がぼやく。

「仕方ないだろ。あれでも女の子だしな」

　苦笑しながら良介は、ヘルガを見た。丁度、むせ返りながら立ち上がろうとしている所だ。

《ダーインスレイブ》を杖つえにしようとして、驚きよう愕がくの顔を浮かべる。

　その刀身が根本から十センチほどしか残っていない。

「ま、ギリギリで刃を返して腹で打てたな」

《ダーインスレイブ》を《グラム》で斬った瞬間、手首を返して剣の腹でヘルガの鎧の腹部を打って弾いたのだ。

　もっともノーダメージとはいかず、打だ撲ぼくの痛みのせいでヘルガが青い顔をしている。

「いや、あの青い顔は《ダーインスレイブ》が真っ二つだからか。てか、よく考えたら《旧ふるき五つ》を壊こわして平気なのか？」

『ま、宝具って言われるくらいだ。時間は掛かかるだろうが、自己再生するだろうよ。どでかい霊れい力りよくを注げば、すぐにでも再生するけどな』

　良介の疑問に、《グラム》が答える。

「そうなのか？」

『お前だって、一度俺を直したじゃねぇか。ガルダーブロウグに斬られた時によ』

「……ああ、そういえば」

　納なつ得とくし、同時に疑問が湧く。

　であれば、《グラム》はどうして《折れた剣グラム》なのだろうか？

「良介、お見事！」

　リサラが駆かけ寄ってくる。

「ああ、なんとかな」

「で・も」

「イテテテテテテッ!?」

　ギリリッと、耳をつねられた。

「考えてることダダ漏れだし、人のおヘソで変な妄もう想そうしないでよね！」

「あれ、俺、全部口に出してた？」

「ったく、このエロ介すけ……」

　ハァとリサラがため息を一度吐つき、顔を上げた。

「美菜が待ってるわ。そういう妄想は美菜にしてあげてよね」

「いや、まぁ……ま、とにかく急ぐってのは同感だ」

　と、木の幹に手を突きながら立ち上がったヘルガが叫さけぶ。

「お前達、ガルダーブロウグに殺されたくなければっ、足止めだっ。何がなんでも加賀良介を、ここで足止めするんだ！」

　時折、声をかすれさせながら、ヘルガが必死な形相で叫んだ。

　その切せつ迫ぱく感は瞬く間に死神達に伝わり、良介の行く手を遮さえぎろうと取り囲んでいく。

「雑ざ魚こってのは、哀かなしいものよねぇ。やっぱり世の中、頭張らないとダメね」

　イリアが呟つぶやき、良介の背後に立った。

「良介くんとリサラは、さっさと先に行っていいわよぉ。ここは、このイリアが受け持って、あ・げ・る[image: ]」

「イリア、でも、まだ四十人近くいるのよ？」

　そう言って振ふり返ろうとしたリサラの背中に、イリアが肘ひじ鉄てつを入れる。

「ツゥ!?」

「このイリア様が、雑魚に負けると思うのぉ？　死神養成学校首席卒業の、このイリア様がよ？」

　襲おそい掛かってきた死神の一人を、《フロッティ》で弾き飛ばす。

「イリア、本当にいいのか？」

　良介が聞くと、イリアが苦笑した。

「いくら《グラム》があっても、時間稼かせぎに入られたら、そう簡単には片付けられないでしょぉ。だったら、役割分担するのが、賢かしこいやりかたってものじゃないかしら？」

「平気なんだな？」

「ええ、もちろんよぉ。何しろ、今からイリアは封ふう印いんを解くんだからネ」

「封印だって？」

「ああもう、急いでるんでしょおっ。さっさと先に行って！」

　苛いら立だったイリアの言葉に、良介とリサラは互たがいに頷うなずいた。

「イリア、この借りは絶対に返すからね。貴方あなたに借りたままとか、おちおち寝ねてられないもの」

　走り出しながらリサラが声を張り上げる。

「もちろんよ。十倍、ううん、百倍、いやいや、う～ん」

　イリアの返事を聞きながら、良介は《グラム》を振って死神の包囲を突とつ破ぱする。追いすがろうとする死神が、

「《嚙む竜よニドホツク》！」

　竜が顎あごを開けたような炎ほのお──イリアの術式に襲われる。

　そしてイリアが言葉を投げかけてきた。

「決めた。この貸し、億倍にして返してもらから、覚かく悟ごしときなさいよぉ！」

　直後、《隔離の小島リユングヴイ》という叫びが聞こえた。

　それは結界の術式だ。イリアが、多数の死神と自分を結界の中に封ふうじ込めたのだ。

　走りながら、リサラが俯うつむいた。

「ったく、胸も貸し借りも、盛り過ぎなのよ……」

「戻もどるか？」

　良介が聞くと、リサラは小さく首を左右に振った。

「今は、イリアを信じるわ。だって、そう約束しちゃったから」

　顔を上げ、リサラが足を速める。

「待ってなさい、ガルダーブロウグ！」




　　　　※　　　※　　　※




「さてと、これでアンタらはお二人さんを追えないって感じ？」

　自分を取り囲む死神達の、憎にく々にくしげな顔を見つつイリアは満足して頷いた。

「そ、それはどうでしょうね。貴方を倒たおして、解かい呪じゆすればまだ追いつけるかも知れない」

　死神の一人に肩かたを借りながら、ヘルガがイリアを睨にらんでくる。

「ったく、これだから雑魚は頭が悪いのよねぇ」

　やれやれと頭を振って、イリアは自分の死しに神がみ装しよう束ぞくの胸部を摑つかんだ。

　ふくよかな胸を自分で荒々しく揉もみ出す。

「んぅっ、あっ、あんっ……ああん[image: ]」

「何を……しているんです？　まさか色いろ仕じ掛かけですか？」

　ヘルガが訝いぶかしむ。実際、死神達の中には赤面して目を逸そらす者もいる。

「んっ……バ、バカぁ、違ちがうっ、んっ、んっだからぁ……ん、ここね」

　揉む手をイリアが止めた。

「イリアのこのおっぱいね、実は偽にせ物ものなのよぉ。幻げん術じゆつの術式で、見た目も触さわり心ごこ地ちも、そして感度も本物そっくりにしてるってわけ。それ、どういう意味か分かるかなぁ？」

「…………何を言っている」

「よーするに～。イリア、普ふ段だんから幻術を使いっぱなしってわけ。つ・ま・り、この幻術にイリア、いっつも意識と霊力を割さいてるのよねぇ」

　強く、偽乳を摑む。

　感度を共有しているため、激痛が走る。

「緊きん急きゆう解除は、なるべくしたくなかったんだけど…………《欠乏ニイド》！」

　叫びと共に、イリアの胸から何か力が渦うず巻まいて空へ昇のぼる。それはすぐに、向きを変えイリアへと帰ってきた。

　そして胸に、見る影かげもなく平たくなった胸に吸い込まれていく。

「ふぅ」

　息を吐はいた。

　瞬しゆん間かん、その場には土つち煙けむりしか残らない。

「なっ！」

　驚おどろいたヘルガの周囲で、死神が立て続けに吹ふき飛ぶ。

　閃せん光こうが走る。

　ヘルガが急いで《ダーインスレイブ》で跳はね返そうとする。

「しまった！」

　刀身が、ない。

「──！」







[image: ]







　恐きよう怖ふで目を瞑つぶる。

　バラバラと、ヘルガを守っていた死神装束が剝はがれていく。

「《グラム》や《リジル》ほどじゃないけどぉ、この《フロッティ》だって伝説の武器の一つってこと、忘れてないかしらぁ？」

　ヘルガの背後で、イリアが《フロッティ》の刀身を払はらった。それを合図に、ヘルガの鎧よろいが全すべて崩くずれ落ち、一糸まとわぬ姿になってしまう。

「さぁてと、お姉さん、ヘルガちゃんと違って真性のサドだから、フフフ、たぁっぷり虐いじめて新しい世界の門を開いて、あ・げ・る[image: ]」

　ペロリと《フロッティ》の刀身を舐なめたイリアの顔は、微かすかに紅潮し出していた……。







　四章　しにがみおう










「そろそろ、まずくないかな」

　ライファンが、声を殺してキュールに聞いてきた。

　吹き抜けになっている広間を見下ろせる、二階の一室だ。見下ろす広間の中央には、石造りの台座があり、気を失った美み菜ながあられもないというか下品というか、胸の先せん端たん部分と股こ間かんの大事な所を辛かろうじて隠かくすだけの水着を着せられて横たわっている。

　時折、艶なまめかしい喘あえぎ声をあげる。すると、その周囲に円状に描えがかれた術式の陣じんが明めい滅めつする。

　そして台座からガルダーブロウグに伸のびたチェーンが脈打つのだ。

　間違いなく、それは美菜の生きる力が霊力として吸い取られている瞬間だった。

　今もまた、陣が明滅する。

　その間かん隔かくはより短く、光はより強くなりつつあった。

　そして比例するように、美菜の喘ぎ声はか細くなっていく。

　既すでに城に潜せん入にゆうしてから一時間半ほどが過ぎているのだ。

「そうですわね。そろそろな気が、確かにしますわ。にしても」

「にしても？」

　キュールの言葉を、ライファンが繰くり返す。

「ガルダーブロウグは、もうずっと座りっぱなしですわ。トイレにも行かないし、何か物を取りに行ったりもしませんわ。その間にって思ってましたのに」

　キュールは、思わずギリッと歯ぎしりをしてしまった。

「隙すきが全くなかったね。だとすれば、こちらで作り出すのはどうだい？」

　ライファンの提案に、キュールは静かに首を横に振った。

「キュール達はあくまでも掠かすめ取ることが目的ですわ。いざという時に、《リジル》を使うカエサルに時間稼ぎをとは思ってましたけど、ガルダーブロウグを向こうに回して何かをするだけの戦力は、残念ながらありませんわよ」

　カエサルが欠伸あくびをかみ殺す。そしてまた、キュールの足あし下もとに体を横たえた。

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうですのね」

　イヤミ半分、苛立ち半分の言葉をキュールが投げると、カエサルがちらりと目を開けた。

「オン……（どっちにしろ俺の役目は闘たたかうことだろ。なら、力を蓄たくわえておくのが今の俺の仕事だ）」

　言うだけ言って、また目を閉じる。

「…………ふぅ。ま、それもそうですわね」

　キュールは肩の力を抜いた。

「どういうことだい？」

「元々キュール達は、良りよう介すけさんの動きにガルダーブロウグ達がおびき寄せられて、その隙を突ついて美菜さんを救うというものでしたわ」

「その通りだね」

「結果、ガルダーブロウグ以外はおびき寄せられたましたけど、肝かん心じんの本人は微び動どうだにしてませんでしたわ」

　憎々しげに、キュールはガルダーブロウグに視線を投げる。

「要するに計画は失敗ですわ。なら、キュール達がすべきことは一つですわ」

「…………待つことか」

　ライファンの言葉に、キュールは小さく首を縦に振った。

「美菜さんを救い出すためにはガルダーブロウグを排はい除じよしなければならない。排除出来るのは良介さん達だけ。であれば、キュール達は良介さんを待って、力を貸すのがベストですもの。だから、カエサルを見習ってここで休むのが仕事ってわけですわね」

　キュールが言うと、ライファンが苦く笑しようしつつ体から力を抜く。異論はないらしい。

「だが、それでは些いささか退たい屈くつと言うものだろう？」

　いきなりだった。

　いきなり、ガルダーブロウグが大声を発した。

　言葉の内容からすれば間違いなく、キュール達へ向けられたものだ。だが、自分達は隠れているのだ。

　見つかったという確信は持てない。

　どうしていいか分からないとライファンがキュールを見た。だが、キュールにだってどうしていいかは分からない。

　ただ一人、いや一いつ匹ぴきだけ迅じん速そくに判断した。

　カエサルが、キュールのスカートの裾すそを嚙み、出口──外への出口へと促うながす。

　キョトンとしたキュールに、カエサルは何も言わない。ガルダーブロウグが本当に自分達の所在を把は握あくしているかどうか分からない以上、物音一つ立てるべきではない。カエサルの瞳ひとみと態度から、キュールはそう受け取った。

　同時に、外へ出る意味も悟さとった。

　居場所が特定されているかどうか分からないが、可能性はある。である以上、危険は冒おかさずに安全策として良介達と合流すべきだ。カエサルがそう判断したのだ。

　キュールはその判断に従う決断をした。

　まだよく分かっていないライファンを促し、そっと外の出口へと向かう。

「相変わらず、その犬は侮あなどりがたいな」

　ガルダーブロウグの言葉が飛んだ。刹せつ那な、カエサルがキュールとライファンを横に押し倒す。

　斬ざん撃げきが、キュールの顔の上を通り過ぎる。

　見えるはずがない。だが確かに見えた気がした。その証しよう拠こに、その線に沿って屋や敷しきは横に斬きられていた。

　窓の上部が落ちて割れ、家具の上部がズズッと崩れ落ちる。

　部屋が、上と下に斬り分けられていた。

「オンッ（こうなったらやるしかねぇぞ！）」

　カエサルが咆ほえる。

　ライファンが飛び上がるように起き叫さけぶ。

「《装束デイスラード》」

　塵じん芥かいがライファンを取り巻き、装しよう束ぞくを形作る。

　黒光りするなめし革がわのような生き地じで出来た装束の上に、暗い紫むらさき色いろをした鎧を纏まとっていた。更さらにその鎧を脈打つ血管のような物が通っている。

「《恍惚の斧アル・ユル》よ」

　走りながらライファンが、相棒の名を放つ。

　ライファンの右手に雷かみなりが落ち、巨きよ大だいな斧おのが姿を現した。斧にもまた血管が浮うき出ている。

　この斧と鎧こそが、かつてガルダーブロウグによりライファンが与あたえられた、彼の研究の成果である武器と防具だった。

「ほう。私から離はなれたが、武器と装束は捨てなかったのか」

　玉座に座ったままのガルダーブロウグが、面おも白しろそうに声を上げた。

「自分が作った物に倒たおされるのも、乙おつなもんだろう！」

　二階から、《恍惚の斧アル・ユル》を振ふり上げてライファンが飛ぶ。

「ちょっと、何を先走ってますの！」

　黒い生地だけの装束を纏まとったキュールが、慌あわてて後を追おうとした視線の先で、ライファンが空中で吹き飛ばされ壁かべに激げき突とつした。

「何が？」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を振るったようには見えなかった。

　ただ空中に、強い光り輝かがやく膜まくが浮いている。

「《盾アスタルツフ》ですの!?」

　死神が使う初歩的な防ぼう御ぎよ術式だ。光の盾を生み出し、触ふれたものを弾はじく。だが、ここまで強く光るものではないし、弾き飛ばすにしても規模が桁けた違ちがいだ。

「何より、術式を唱えた気配が……」

「ああ、そんなことか」

　キュールの呟つぶやきに、ガルダーブロウグが答える。

「どうして!?」

「ふむ。質問が多い小こ娘むすめだな。ここは私の城だ。当然、各所に警けい戒かい用の術式が掛かけられている。今の私にとって、常時術式を掛け続けることなぞ、造作もないことだからな」

　自じ慢まんするわけでもなく、淡たん々たんとガルダーブロウグが言葉を並べる。

「そして、《盾アスタルツフ》も似たようなことだ」

「なっ!?」

　キュールの目の前に、いきなり強力な《盾アスタルツフ》が出現する。その輝きに、視界を完全に奪うばわれてしまった。

「《ファヴニール》と一体化し竜りゆうとなりつつある今の私は、既に死神の枠わくから飛び出しつつあるのだ。城中に警戒の術式を張り続けられることも、そして術式を使う意識もなく、ただ《盾アスタルツフ》を、それも死神のものとはレベルが違う《盾アスタルツフ》を作り出せることも、全すべてが私が竜となりつつあるからだ」

　そう言って、ガルダーブロウグが足を組み替かえ、膝ひざの上に置いた両りよう腕うでに預けた。

「さて、キュール・ゼリア。一ついいことを教えてやろう」

「……あまり良いこととは思えませんわね」

　答えながら、キュールは右人差し指を何度か左へ曲げた。

「ふむ。内容は良いことではないな。だが情報の価値としては、貴様らにとっては有用だ。聞きたいかね？」

「あと三十分とでも教えてくれるんじゃありません？」

　開き直ったキュールは、スクッと立ち上がり真下を睨にらむ。

　実力も状じよう況きようも全てガルダーブロウグが上だ。だからせめて、上から見下ろすことで精神だけでも上になろうと思った。

　キュールは見下されることが嫌きらい、いやむしろ見下すことが好きなのだ。

　もっとも、今は好き、という理由だけではない。

「これは驚おどろいた。状況からかな」

「ええ、そうですわ」

「なるほどな。足止めの規模から、推測されたか」

　ガルダーブロウグの言葉と共に、ゴトッと音がした。キュールの視界の右下でライファンが、意識を取り戻もどして壁から体を抜ぬく。再び《恍惚の斧アル・ユル》を構え直し、ガルダーブロウグににじり寄る。

「だが足止めはおおむね正解だったかな。何しろ、まだ加か賀が良介は来ない」

「まだ時間はありますわ」

　キュールの言葉に、ガルダーブロウグが体を起こした。

「その通りだ。だから、私は貴様達をそろそろ排除しようと思った。加賀良介との戦いに、おかしな邪じや魔まは入れたくないのでね」

「あら、竜となるなんて言うのに、良介さんが怖こわいんですのね」

「怖い？　違うな。尊敬はしているさ。そうとも、この私が家か畜ちくである人間の中で唯ゆい一いつ、尊敬する男だ。だがね、全てはもう手て遅おくれなのだよ。彼は私に倒される運命にある」

　キュールの視界の端はしで、《龍りゆう殺しの剣けんリジル》の柄つかを咥くわえたカエサルが左へ移動を終えた。

「余よ裕ゆうたっぷりですのね」

「ま、加賀良介が相手ならまだしも、貴様達が相手だからな」

　ガルダーブロウグの声に、確かに嘲ちよう笑しようが混じっている。

　腹立たしい。

　だが今は、それこそが勝利を摑つかむ、唯一の希望だ。

「《盾アスタルツフ》！」

　キュールが術式を発動させる。

「ライファンとカエサルの援えん護ごかい？　無む駄だな──なっ!?」

　ガルダーブロウグの眼前に《盾アスタルツフ》を出現させる。自分の《盾アスタルツフ》の威い力りよくなど、今のガルダーブロウグの前ではたかが知れている。

　それでも、視界は別だ。

　ガルダーブロウグに眼前で《盾アスタルツフ》を作られて、キュールが思い付いた策だ。

　カエサルが《リジル》を咥えて、二階から跳ちよう躍やくする。

　それを見たライファンが作戦の意図が分からないまま、それでも戦士の本能で機を生かすべく突とつ進しんしていく。

「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

　視界を奪われたガルダーブロウグが立ち上がり、咆えた。体を左へよじり、右に向けて上半身を回転させる。

《テュルフィング》が何も無い空間を薙ないだ。

「しまったっ!?」

　叫んだキュールの先で、《恍惚の斧アル・ユル》が真っ二つに斬り裂さかれ死しに神がみ装束すらも砕くだけ散ってライファンが、生身のまま壁に激突、いや貫かん通つうした轟ごう音おんと共に煙けむりが壊こわれた壁の奥から立ち上る。

　斬撃が飛んだのだ。

「ヴヴゥゥゥゥゥ！」

《リジル》で斬撃を切り払はらったカエサルが、軽かろやかに床ゆかに着地し唸うなった。

「ほう貴様は、私の斬撃に耐たえたか。侮れん犬だな」

　視界を取り戻したガルダーブロウグが、初めて《テュルフィング》を構えた。キュールもライファンも敵としては見なかったが、カエサルを敵として見ている。

「……上等ですわ」

　キュールは呟くと、二階から飛び降りた。

　軽やかに着地し顔を上げる。案の定、ガルダーブロウグはチラリと瞳を動かしてキュールを見たが、それだけだ。

　カエサルが、キュールの動きに呼応して走った。

　何を説明したわけではないが、キュールの意図を汲くんだとしか思えない動き出しだ。

「さすがはカエサルですわ！」

　床を蹴けり、キュールは一気に美菜の元へと走る。




　　　　※　　　※　　　※




　ガルダーブロウグはキュールを見た瞬しゆん間かん、小娘の小こ賢ざかしい考えが推測出来た。

　だが、無視した。

　才能はある娘だ。現時点ではなかなかの力もある。

　だが、しょせん死神であった自分の足あし下もとにも及およばなかったのだ。

　自分が《ファヴニール》の力を借りながら、作り上げた術式が破れるわけがなかった。

　同時に思う。

　自分の中の《ファヴニール》が咆ほえるのだ。

《リジル》、龍殺しの名を冠かんする《旧ふるき五つ》の一つを倒せと。

「ガウゥッ！」

　口に咥えた《リジル》を器用に扱あつかい、カエサルが袈け裟さ懸がけに切り下ろしてきた。軽く後ろにステップして躱かわし、《テュルフィング》を振ふり下ろす。

　カエサルがそのまま突進してくる。

　同時に《リジル》の切っ先を立てたまま、ガルダーブロウグの腋わきの下を斬きりつけてくる。

「やるではないか！」

　タイミングを合わせ、肘ひじで《リジル》の刀身を叩たたく。

「──！」

　カエサルが、横に弾かれていく。

　いや、四し肢しで床を摑み踏ふみとどまる。

「面おも白しろい。予想以上に楽しませてくれる！」

　ガルダーブロウグは《テュルフィング》を構え直すと、美菜へと繫つながる鎖くさりを引きずりながら、ゆっくりとカエサルとの間合いを縮めていった。




　　　　※　　　※　　　※




「美菜さんっ」

　台座に走り込み、キュールは美菜の顔を見た。

　ガルダーブロウグが何の妨ぼう害がいもしてこないが、カエサルが抑おさえていると信じることしか出来ない。

　とにかく、一刻も早く美菜を解放することだ。

「話はそれからですものね」

　何度か美菜の顔を、手の平で叩く。呻うめき声を上げるだけで、目を開ける気配は全くない。

「術式で眠ねむりについていると考えるのが、妥だ当とうですわね」

　明めい滅めつする術式を見る。

　結界など術式の解かい析せきには自信があるキュールだが、正直頭がくらくらしそうなほど複雑な術式だ。

「見た目で分かることと言えば、ガルダーブロウグに繫がる鎖を通って、美菜さんの生きる力が注がれているってことですけど……」

　台座に繫がる、脈打つ鎖をキュールは睨んだ。

「《カルヌーンソラス》」

　青白い炎ほのおを生み出し、剣へと変える。

　キュールは思いっきり、鎖に《カルヌーンソラス》を叩きつけた。

　が、あっさりと《カルヌーンソラス》の方が音を立てて砕け散る。

「な……刃はが立たない程度は予想してましたけど、砕けるなんて。どんだけ硬かたいんですの」

「硬いだけではないぞ」

　いきなり背中越ごしに声を掛かけられ、キュールは慌あわてて振り返った。

「私以外のものが触さわれば、弾はじくようになっている。そのせいで砕けたのだな。フッ、柔やわな剣だ」

「ガルダーブロウグっ……カエサルは!?」

　ガルダーブロウグが言葉ではなく、右親指で後方を指し示して答えてくる。

「カエサルっ!?」

　壁かべが凹へこみ、下にカエサルが横たわっている。決して離はなそうとしなかった《リジル》を、まだ咥えてだ。

「褒ほめてやるのだな。なかなかに手こずらせてくれた。おかげで斬り裂くことも、壁を貫通させることも出来なかったぞ。幾いくつか骨は折れただろうが、息はある。ヤツ自身が、私からもぎ取った命だな」

　冷たい目で、ガルダーブロウグがキュールを見下ろす。その圧力に、キュールは何も言うことが出来ない。震ふるえることすら出来ない。

「で、キュール・ゼリアよ。解析は出来たかな？　美菜を起こすことが出来たかな？」

　首を振ることすら出来ない。

「吞のまれたか。つまらんな」

　ガルダーブロウグがジロジロとキュールを、観察する。

「だが才能はある。胸の成長も期待出来そうだ。ふむ、竜りゆうとなった私の子供を産ませてみても、面白いかもしれんな」

　ただ恐きよう怖ふだけが、キュールを支配していた。ガルダーブロウグが何を言っているか、分からない。いや、声だけではなく、もう何も分からない。

　まるで心が死んでしまったかのようだ。

　いや、いっそ本当にそうなれば恐怖も感じないで済むのかも知れない──。

「ふざけるな！」

　声が、斬り裂いた。

　体が動く。

　振り返る。

　良介とリサラの姿が視界に飛び込んできて、自然とキュールの目に涙なみだが浮うかんだ。




　　　　※　　　※　　　※




《グラム》を構え、良介は猛もう然ぜんと走った。

　ガルダーブロウグが振り返り、《テュルフィング》を構え、鎖を引きずりながら同じく前進してくる。

　ギィィィン！

　美菜が横たわる台座の手前で、刃やいばと刃が衝しよう突とつした。火か、それとも霊れい力りよくか、激しい光が花火のように上がる。

　次の瞬間、さらにガルダーブロウグからの圧力が増した。

　弾かれ、良介は後ろへ数歩よろめき、すぐに構え直す。

「以前より、いや昨日よりも、力が上がっているな」

　良介を弾いたままの姿で、ガルダーブロウグが見てくる。

「だが、この程度か？」

「なんだとっ」

「見ろ、大おお倉くら美菜はまだ生きる力を失いきっていないぞ」

　ガルダーブロウグの背後で、美菜が微かすかに喘あえいでいる。時折、「良介くん……」とか細い、かすれて消えてしまいそうな声が聞こえてくる。

　それは、まだ美菜が闘たたかっている証しよう拠こだ。

「くそっ！」

　時折、明滅する床ゆかを蹴り、右斜ななめ上から《グラム》を振り下ろす。

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を右手だけで持ち、顔の前で横にして楽々と受け止めた。

「貴様、本当に大倉美菜を助けたいと思っているのか？」

　ぬっとガルダーブロウグが顔を近づけ、睨にらんでくる。

「ふざけんなっ、本気も本気だ！」

　自ら後ろに飛び、再び床を蹴る。体勢を低くして飛び込み、下段に構える。

　斬り上げようとした瞬間、ガルダーブロウグの右みぎ脚あしが良介の左ひだり肩かたを強く蹴った。

「ぐあっ!?」

《グレイプニル》の鎧よろいのおかげで、怪け我がは無い。それでも、激しい衝しよう撃げきが体を貫つらぬく。踏ん張ることが出来ずに、良介は激しく飛ばされ、床の上を五、六回転がってしまった。

「良介！」

　駆かけ寄ってくるリサラを、良介は左手で制して立ち上がる。

「平気だよ」

「でも……」

　二度ほど首を左右に振ってリサラに来るなと伝え、良介は《グラム》を構え直した。

「ふむ。まだ切せつ迫ぱく感が足りないということかな」

　ガルダーブロウグが構えを解いた。だらんと《テュルフィング》を降ろしてしまう。あげく、そのまま良介に背を向けて台座を見る。

「ふっざけんな！」

《グラム》を振り上げ、一気に間合いに入り振り下ろす。

　ギンッ。

　鎧を着たわけではない、ただの死しに神がみ装しよう束ぞくを纏まとったに過ぎない右拳こぶしを振り上げ、《グラム》を弾く。

　振り向きもせずにだ。

『噓うそだろっ!?』

《グラム》が堪たまらず叫さけぶ。

　どれだけ力を入れても、微び動どうだにしない。いやむしろ押し返され、良介は堪らず後ろに数歩下がった。

「どうなってんだ……」

「確かに私が強くなっているのもある。だがな、私はまだ《ファヴニール》を起動して竜にもなっていないのだぞ。単に、貴様が手を抜ぬいているだけだ」

「俺は本気だっ」

　用心深くガルダーブロウグの背中を眺ながめつつ、良介は堪らず叫んだ。自分が手を抜いているはずがないのだ。

　間ま違ちがいなく本気だ。

　自分は今、本気を出している。

　現に、ヘルガも一いつ蹴しゆうしてきたのだ。

「確かにそうなのかも知れないな。貴様の血が薄うすい可能性も、否定は出来ん」

　美菜が横たわる台座に手を当て、ガルダーブロウグが変わらず振り返りもせずに答えてくる。

「何を言っていやがる！」

「ああ、そうか。お前はまだ何も聞かされていないのか。そうだな、前も貴様には言ったと思うが、死神は霊力を自分の体以外にもエネルギーとして扱あつかうことが出来る。だが、霊力を生み出すことは出来ない」

「人間は、霊力を自分の体にしか扱えないが、霊力を生み出せる。だろ」

「その通りだ。だが、貴様は何度か霊力を扱っている。術式を行使している。それが何な故ぜか、分かるか」

「《グラム》のせいだろ」

「《グラム》か。《旧ふるき五つ》の中でも最も凶きよう暴ぼうな、悪く言えば暴れることしか知らん剣けんだな」

　良介の手の中で、《グラム》が抗こう議ぎするように震える。

「まあ、いい。その理由が分からねば、貴様はここで無む駄だに死ぬだけだ。逆に、大倉美菜を助けられた時、自ずと貴様には分かるだろうよ」

　ガルダーブロウグが手を台座から離した。

　次の瞬しゆん間かん、

「くっ、くあぁぁっ、あっ、あっ、あああぁぁぁぁっ！」

　美菜がビクンッと横たわったまま体を跳はねさせ、大きな、悲鳴に近い声を上げ始めた。さらに床に描えがかれた術式が強く強く明めい滅めつし出し、ガルダーブロウグと台座を繫つなぐ鎖くさりもまた、ドクドクと大きく脈打っていく。

「美菜さんっ!?」

　慌ててキュールが近寄った。リサラもまた美菜に走り寄って行く。その行動を、ガルダーブロウグが気に掛ける様子は全くない。

「キュールっ、とにかく体を押さえ込むわよ」

「押さえ込むんですの？」

「分からないのっ。台座に何度も体を打ち付けたら、怪我をしちゃうでしょ。無意識で、体を強こわばらせることもしてないんだから！」

「あ、ああっ、そうですわねっ。服だって着てないに等しいんですし」

　リサラとキュールが、上から美菜の体を押さえ込む。そんな二人の力を弾きそうになるほど、美菜は激しく痙けい攣れんをし出している。

　そんな様子を見つつ、良介はギリッと一度歯ぎしりし、咆ほえた。

「何をっ、美菜に何をしやがった！」

「生きる力を吸い取る力を強くしたのだよ。これで大倉美菜の生きる力を全すべて吸い取るまで、あと十分といったところだろうな」

「噓よっ、騙だまされないで！」

　リサラが叫ぶ。

「ほう、どうして噓だと思う」

　ガルダーブロウグに問い返され、リサラが断じた。

「そんなことが出来るなら、もっと前からやっているはずじゃないの！」

「ククク、違うな。ここまで力を強くするとな、術式がそう長くは保もたないのだよ。だが、十分程度なら保つ。そう判断したまでだ」

　余よ裕ゆうたっぷりに答えると、ガルダーブロウグがゆっくりと良介に振ふり返った。

「さて、加賀良介。貴様はこのままこの幼おさな馴な染じみが、人間として終わるのを眺めているつもりか？　そうとも、生きる力を全て失えば、二度と復活することはない。魂たましいを失った木で偶くとなる。それを貴様は、許すのか、加賀良介！」

　ガルダーブロウグが喋しやべり終わった時にはもう、良介は床を蹴けっていた。

　真まっ直すぐに突とつ進しんして、《グラム》を振り下ろす。

　軽々と弾はじかれる。

　だが、そんなことは分かっていた。

「おおおおおおおっ！」

　何度弾かれても、止まることなく振り下ろす。

　美菜を殺そうとしているガルダーブロウグへの怒いかりが、良介を突つき動かしている。疲ひ労ろうも痛みも感じない。燃えるように頭が熱く、ただひたすらにがむしゃらに、ガルダーブロウグへ斬きりつけた。

「ぐっ」

　弾き返し続けていたガルダーブロウグが、右へとバランスを崩くずした。

「オラァァァァァァァァ！」

《グラム》を、真上から左肩口目め掛がけて振り下ろした。

「チィッ！」

　ガルダーブロウグが左ひだり腕うでを上げ、切っ先を受けようとする。

　左腕ごと切り落とす、刃やいばを立てて良介ははっきりと覚かく悟ごして振り下ろした。

「ぐぅっ！」

　ガルダーブロウグが低く唸うなる。

　刃は確かにガルダーブロウグの肉を斬った。ただし、ほんの数ミリだ。微かにガルダーブロウグの腕に血が滲にじむだけだ。

「くっそっ、もう一度！」

　剣を引き抜き、再び振り上げる。

「失望したぞ！」

《テュルフィング》が空気を斬り裂さいて、迫せまってくる。

　咄とつ嗟さに《グラム》の軌き道どうを変えて、《テュルフィング》へと打ち付けた。

　ギンッ。

　両腕ごと、頭上まで弾き返されてしまう。

「この程度だったか！」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を切り返して、無防備に晒さらしてしまった良介の胸部へ叩たたき込んだ。

《グレイプニル》の鎧と《テュルフィング》が火花を上げる。

《グレイプニル》が、耐たえきれず砕くだけ散った。胸を覆おおおう装そう甲こうも、肩も、腕も、手も、ひび割れて砕け散った。

　瞬間、圧力が胸部にかかり肺の空気を全て吐はき出させる。

「かっ────────────！」

　声が出ない。悲鳴も出ない。

　体の中から全て弾け飛ぶような激痛が走った。

　さらにゴンッという鈍にぶい音、鈍い痛みと共に、良介は床ゆかに落ちた。

　視界がぐわんぐわんと揺ゆれ動く。焦しよう点てんが定まらない。ただ、ガルダーブロウグが側そばにいないことだけは分かった。

　立ち上がろうとして、良介はバランスを崩して転んだ。

　何度かもがくが、そのたびに転んでしまう。

『落ち着け。お前が復活するまでの時間なら、俺が稼かせいでやる』

　聞き慣れていると思うのに、初めて聞く声が響ひびく。

『なに驚おどろいた顔をしてやがる。自分の飼い犬も忘れたのかよ』

「か、かいいぬ……」

　なんとか顔を上げると、そこには四し肢しを踏ふん張るカエサルの姿が確かにあった。

『《リジル》だな。《リジル》と俺を通して、お前の心に直接、言葉が伝わってるな』

《グラム》が種明かしをした後、叱しつ咤たしてくる。

『それより、おい、早く立ち上がれってんだ！』

「あ、ああ……くっ」

《グラム》を杖つえ代わりにしてなんとか立ち上がる。視界もようやく、はっきりとしてくる。

　ようやく良介は理解した。自分が弾き飛ばされ、壁かべに激げき突とつしたことを。

『轟ごう音おんに叩き起こされたと思ったら、良介が落ちてくるんだからよ』

　カエサルが、隣となりに進んできた良介をチラリと見た。

『どうやら、俺が寝ねている間に随ずい分ぶんと事態は悪化してるみたいだな』

「ああ。悪いがカエサル、手を貸してくれ」

『もちろんだ』

「頼たのむ！」

　言葉と共に良介は走った。その隣を、《リジル》を咥くわえたカエサルが追い越こしていく。

「ほう、まだ諦あきらめないか」

　ガルダーブロウグが苦く笑しようした時だ。

　良介の視線の先、ガルダーブロウグの背後でリサラが《カルヌーンプラデュール》を振り上げた。

「ぬっ!?」

　殺気にガルダーブロウグが一瞬、気を取られる。

　カエサルが、間合いを抜けて右みぎ脇わき腹ばらに《リジル》を斬りつけた。咄嗟に、ガルダーブロウグが左ひだり肘ひじで迎げい撃げきする。

《リジル》がかいくぐり、脇腹を切った。

　同時に、カエサルの首にガルダーブロウグの左肘が落ちる。

「ギャンッ!?」

　カエサルが悲鳴と共に、初めて《リジル》を口から離はなし床に激突した。ガルダーブロウグの脇腹に、刃をめり込ませたまま《リジル》が残る。

「美菜を返してもらうわよ！」

　ガルダーブロウグの首筋に《カルヌーンプラデュール》が叩きつけられる。鎌かまの刃はで斬るのではなく、刃の先せん端たんで刺さすように振り下ろす。

「雑ざ魚こが、ふざけるな！」

　体をよじり、左拳こぶしを《カルヌーンプラデュール》の切っ先へと叩きつける。

　音もなく、《カルヌーンプラデュール》が砕け散った。だが、リサラの顔には満足そうな笑えみが浮うかんでいる。

「残念ながら、自覚してるわよ！」

「なんだとっ──囮おとりか！」

　驚いたガルダーブロウグが、慌あわてて振り返り《テュルフィング》を振り上げようとする。

「《グラム》、叩き斬るぞ！」

『おう。行くぜ、相棒！』

　飛び上がり、体を反らせ、バネのように反動を利用して顔面に《グラム》の刃を打ち下ろす。

　ザンッ！

　斬り裂いた。

　着地し、両手が床に触ふれそうなほどに、間ま違ちがいなく振り抜ぬいた。

「ハァッ、ハァッ……すぅ……はぁぁぁぁ……」

　二度荒あらい息を吐はいて、一度吸い、またゆっくりと吐いた。

　と、何かが落ちてきた。

　それは、黄金色に輝かがやく縄なわで編み込まれたガルダーブロウグの仮面の半分だ。それは、勝利の証あかしに思えた。

「りょ、良介！」

　リサラが叫さけぶ。

　なんだと思い、頭を上げようとした瞬しゆん間かんだ。

　万力のような圧力で、頭を摑つかまれる。

「ぐあぁっ!?」

　両手で頭を挟はさまれ、そのまま体が持ち上げられる。

　ガルダーブロウグの顔がある。仮面の半分失い、素す顔がおが半分露あらわになっていた。その顔は、二枚目であるはずだが、無数の血管が浮き上がり醜しゆう悪あくなほどに歪ゆがんでしまっていた。

　白目は黒く染まり、瞳ひとみはは虫類のように細く尖とがっている。

　その瞳で、何も言わずに良介を睨にらんだ。

　それは原始の恐きよう怖ふかも知れない。蛇へびに睨まれた時の嫌けん悪お感かんだ。

　わけも分からずに良介は、《グラム》で斬りつけた。

　だが、なんの手て応ごたえもない。

「そんなもので、どうする気だ」

　怒りに充みち満ちた声を、ガルダーブロウグが発した。

「そんなもの……？」

《グラム》を見る。

　最初、それが何なのか良介には分からなく、何も言えなかった。

　そして理解が及および、良介は何も言えなかった。

　刀身が、なかったのだ。柄つかと刀身があったことを僅わずかに示す痕こん跡せきだけが、無残に残っている。

「分からんか？　《テュルフィング》の前に砕け散ったのだ。だが、さすがは《グラム》だな。砕け散りながらも《テュルフィング》を押し返し、俺の仮面を斬り裂いてみせた」

「《グラム》……」

　呼びかけても、返事はない。

「だがな。貴様には、失望したぞ」

　ガルダーブロウグが怒りのままに良介を振ふり回し、壁に投げつけた。

　轟音と共に体がめり込み、壁を突き抜ける。

　痛みというよりも、体が潰つぶされるような、そんな感覚だ。

　広間の隣の部屋にゴム鞠まりのように転がり、逆側の壁にめり込んで良介はようやく止まった。

　意識は、辛かろうじてある。それは体中に走る押しつぶされるような感覚のせいだろう。ただ体は、指先一つ動かない。

　両手をだらりと落とし、足を投げ出したまま、壁に寄りかかっているだけだ。

　自分が突き抜けた穴から、辛うじて広間が見える。

　ただそれも、ぐわんぐわんと揺れ動いてはいた。

　だが、それがなんだと言うのだろう。

　負けた。

　美菜を救いたいと本気で思っていたにも拘かかわらず、負けたのだ。《グラム》が砕け散ってしまった今、どうすればいい。

《グレイプニル》も砕け散った。

　カエサルも、首を痛打されてピクリとも動かない。

　何も残っていない。

　美菜を助けたい。

　しかし、今の良介にはもうどうすることも出来ない……。
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「そんな……」

　呆ぼう然ぜんと、リサラは呟つぶやいた。

《グラム》が砕け散ってしまった。美菜が生きる力を失ってしまうまで、もう時間がない。良介が危ない。

　焦あせるばかりで、思考が一つにまとまってくれない。

　どうしていいか、分からない。

　ガルダーブロウグが顎あごをさすりながら思い起こすように言った。

「……ふむ。だが貴様は、一度折れた《グラム》をすぐに修復したこともあったな。どれ、試ためしてみるか」

　ガルダーブロウグが振り返り、リサラを見下ろした。

「──！」

　リサラは、動けなかった。焦りも錯さく綜そうする考えも、全すべてその視線一つで吹ふき飛んでしまった。

　何も出来ない。

《カルヌーンプラデュール》が砕くだけ散っていることもある。だが、蛇に睨まれた蛙かえる同然に、金かな縛しばりにあってしまったのだ。

　ヌッとガルダーブロウグの手が伸のびた。

　リサラはそれをスローモーションのように、ゆっくりとただ見た。

　胸むな元もとを摑む。

「悪いが、贄にえとなってもらうぞ」

　発した言葉と共に、ガルダーブロウグが胸元を摑んだままリサラを投げた。

　死しに神がみ装しよう束ぞくがまるで紙切れのように、ビリビリと引き千切られる。

　何が起きたか分からないまま、リサラは壁の穴を抜け、部屋に転がった。数回転した後に、ぐったりとした良介の目の前でようやく止まった。

　と、同時に辛うじて体を守ってくれていた死神装束が力を失い、塵じん芥かいとなって散っていく。

「…………」

　リサラが目を開けると、

「……キャァァッ!?」

　羞しゆう恥ちが恐怖を超こえ、リサラはようやく声を上げ、体が動いた。慌てて起き上がり自分の体を隠かくすように抱だきしめる。

「み、見た？」

　おそるおそる良介をうかがう。が、反応がない。

「りょ、良介？」

　足を閉じ、股こ間かんを隠していた左手を良介に伸ばす。

　瞳が動き、手を追った。

　意識はある。

「良介っ、どうしたのよ？」

　だが、リサラの言葉にはなんの返事もない。

「良介っ、しっかりしてよ！」

　頰ほおを軽く叩たたいた。叩かれるままだ。

「……良介っ、ねぇ、良介っ、どうしちゃったのよ！」

　強く頰を叩く。頭が横に振れて、そのまま返ってこない。

「なにっ、諦あきらめたのっ。美菜を、美菜を見捨てるって言うの！」

　ピクリと良介が頭が動いた。でも、それだけだ。

「ふざけないでよっ。女の子は宝物じゃなかったのっ。その中でも、美菜は特別なはずでしょっ。どうしてよっ、どうして諦められるわけ！」

　もう、体を隠すことなんて忘れていた。

　良介の両りよう肩かたを摑み、前後に激しく揺ゆさぶる。

「…………勝てないんだよ」

　ようやく良介が言った。でもそれは、絶望の言葉だ。

「分からないじゃないの！」

「《グラム》がもうないんだ。何もないんだよ。何をやっても……負けたんだ。どうすることも、どうすることも出来ないじゃないか！」

　リサラを見て、良介が涙なみだをこぼした。

「俺だってなんとかしたいよっ。でも、どうすんだよ。どうすれば、あんな化け物に勝てるんだよ！　もう、もう何もないんだぞ！」

　叩きつけるように、良介が訴うつたえてくる。

　リサラにだって分からない。勝つ方法なんて分からない。

　違ちがう。

　闘たたかう術すべすら、もう分からない。

　それでも、ただ眺ながめているなんてことはリサラには許せなかった。受け入れられなかった。

　ガルダーブロウグに見下ろされた時の恐怖が、蘇よみがえってくる。

　震ふるえるのではなく、体が強こわばる。固まる。

　立ち向かっても、結局また同じ様に固まるだけかも知れない。

「それでもっ！」

　リサラは張り裂さけんばかりに叫んだ。

「それでも、私は美菜のためにしてあげたい。し続けてあげたいのよ」

「リサラ？」

「自己満足かも知れない。ううん、きっと自己満足よね。結果なんて、もう見えてるんだから。それでも、美菜を虐いじめるガルダーブロウグに抗あらがいたい。美菜が、美菜がいなくなっちゃうなんて結果に、抗い続けたいのよ！」

　リサラは、立ち上がった。

　良介に叩きつけることで、自分が分かった。

　なら、後はもう立ち向かうだけだ。

　ただ、美菜のためにも良介には立ち上がって欲しかった。

　そう思い、リサラは首を左右に振って、自分をあざ笑った。

（私が、良介を信じ切っているだけ、よね……）

　そう、今はガルダーブロウグの圧あつ倒とう的てきな力の前に、ちょっと怯おびえてしまっているだけだ。その怯えが、大切な気持ちを見えなくしまっている。

　だったら、それを思い起こしてあげればいい。

　そうすれば、良介はまたいつもの良介に戻もどってくれるはずだから。

　だからリサラは、良介を見て笑え顔がおを作った。もしかしたら、少し寂さびしさが出てしまったかも知れない。

「リサラ？」

「ねぇ、良介。私は美菜が友達、ううん、親友だと思ってるわ。だから、抗う。でも良介は違うでしょ」

「…………」

「好きな、ううん、愛してる子を守らないでどうするのよ。男の子だったら、愛した女の子のために闘うものでしょう？」

　そう伝えて、リサラはなんの疑いもなく戦場へ振ふり返った。

　良介は、きっともう後ろで立ち上がっているはずだ。

　後は共に──勝っても負けても最後になるのだろうけど──並んで歩き、立ち向かうだけだ。

　いきなり、手首が摑つかまれた。

「え？」

　キョトンとリサラは振り返った。

　良介が、悲痛な顔をしている。

　そして、顔を歪ゆがめて声を絞しぼり出した。

「違う、違うんだ……。だから、だからだ。だから俺は今、リサラを行かせたくない」

　その言葉の意味が──いや、良介がリサラには分からなかった。
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　良介がリサラの手を握にぎる、やや前だ。

「動きはないか。どうやら、ハーフでは血が薄うすかったようだな」

　投げ飛ばした先を見ていたガルダーブロウグが、呟つぶやく。そして美菜へと向き直った。

「となれば、人間界に赴おもむいて加賀良介の父親を捜さがし出さねばならんな。だが、話は大倉美菜から全ての霊れい力りよくを吸い取ってからだな」

　キュールの目の前を通り、ガルダーブロウグが玉座へと歩く。

　だが、キュールには何も出来なかった。

　良介もリサラも隣となりの部屋に投げ飛ばされてしまった。カエサルは、床ゆかにぐったりと伸びてしまっている。ライファンは生きているかどうかも分からない。

　そしてキュールは、この中でもっとも弱いのだ。

　必死に考えても、どうすることも出来ない。

　美菜の痙けい攣れんは益ます々ます激しくなり、周囲の術式の明めい滅めつはより強く早くなっていく。もう、時間がないことが、キュールにははっきりと分かってしまう。

「ん？」

　玉座に座ろうとして、ガルダーブロウグが立ち止まった。

「いかんな。《リジル》が刺ささったままなのを忘れていたか」

　脇わき腹ばらに刃やいばが立ったままの《リジル》を無造作に抜ぬき取り、床に放ほうり出す。血が噴ふき出るが、すぐにふさがっていく。

　カランカランと音を鳴らして、《リジル》がキュールの足あし下もとまで転がってくる。その偶ぐう然ぜんを、ガルダーブロウグが面おも白しろそうに見て口を開いた。

「いいのだぞ。《リジル》を手にして、私に立ち向かっても。もっとも、貴様の力では話にならんだろうがな」

　嘲あざける言葉を聞きながら、キュールは必死に考える。《龍りゆう殺しの剣けんリジル》というファクターが増えたのだ。何か、状じよう況きようを変えることは出来ないだろうか。何か手が増えていないだろうか、と。

　そんなキュールにもう興味を失ったのか、ガルダーブロウグがボトルからグラスにワインを注いで、口を潤うるおす。

「しかし、この場で加賀良介を倒たおし喰くらい、王家を超え竜りゆうを超えて、神となれるものと思っていたが、一手間二手間増えてしまったな。ま、暫しばらく竜として存在するのも、悪くはないか」

　竜、その言葉にキュールは天てん啓けいのように閃ひらめいた。

　何な故ぜ、《リジル》はガルダーブロウグの脇腹を斬きることが出来たのか。《グラム》では、薄うす皮かわ一枚が精々だったというのにだ。

「龍殺しの剣……」

　自分の考えを確かく認にんするように、キュールは呟いた。

　そして足下に転がる《リジル》を拾い上げる。その様子を、ガルダーブロウグがチラリと見て、無む駄だだと苦く笑しようした。

「確かに、キュールでは貴方あなたに一ひと太た刀ちも入れられませんわ。剣けん技ぎが違い過ぎますもの。いくら仮契けい約やくでカエサルの霊力を使えるとは言ってもね」

「ふっ。分かっているではないか」

「ええ、分かっていますわ。だから、いつだって《リジル》をカエサルに預けていたんですもの。キュールでは、絶対にガルダーブロウグには勝てない」

《リジル》を振り上げる。

「分かっていて、か。あまり好みではないが、玉ぎよく砕さいしたいのであればさせてやるのも優やさしさだろうな」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を握った。

　それを見ながら、キュールは一歩も動かずに、その場で《龍殺しの剣リジル》を振り下ろした。

「なに!?」

　ギンッ。

　ガルダーブロウグの驚おどろきの声と共に、鎖くさりが断ち切られる。

「貴様っ！」

　ガルダーブロウグが立ち上がった。台座と彼を繫つないでいた鎖が、断ち切られたのだ。それはすなわち、美菜の生きる力を吸い取るパイプを失ったということだ。

「《グラム》と良介さんも、カエサルと《リジル》も鎖で繫がっていますわ。それはつまり、共に鎖は《グラム》や《リジル》のものということですわ。ならばこの鎖も、《ファヴニール》という竜のものってことですわ。そしてこの《リジル》は竜殺しを冠する剣、キュールでもおまけの鎖くらいは、斬れるってことですわ！」

　キュールが、《リジル》の切っ先をガルダーブロウグに向ける。

「これで、美菜さんも助けられたし、《ファヴニール》を起動させて竜となる貴方の計画は終わりですわ！」

　が、ガルダーブロウグは再び玉座に座った。そして、手を叩たたきながら哄こう笑しようを上げる。

「ハハハハハハハハハハハハハ、いや見事な機転だ。まったく、この私としたことが完全に出し抜かれたな。本当に見事だ」

　褒ほめ称たたえながら、笑う。

「だがな、キュール・ゼリア。お前は二つの間ま違ちがいを犯おかしているぞ」

「間違いですって？」

　ガルダーブロウグが、手の甲こうをキュールに見せて左手人差し指と中指を伸のばした。

「まず一つ。既すでに《ファヴニール》を起動させるだけの霊力は、吸い取っている」

　人差し指を折る。

「う、噓うそですわっ。だって美菜さんは、ずっと吸い続けられ──まさかっ、美菜さんの霊力が想定よりも大きかった？」

「その通りだ。《ファヴニール》を起動させる霊力を、さらに上回る霊力を持っていたわけだ。だからといって、残してやる必要はあるまい？　そっくりそのまま喰らってしまえば、私の竜としての最大霊力量は膨ぼう大だいなものとなる。だから最後まで、吸い取ろうとしていたわけだ」

「そんな……」

　可お笑かしそうにキュールを見ながら、ガルダーブロウグが中指を折る。

「そして二つ目だ。美菜はまだ助かったわけではないぞ。鎖を見てみろ」

　ガルダーブロウグの言葉に従って、キュールは鎖を見た。床の術式が明滅すると同時に、何かがキラキラと輝かがやきながら漏もれ流れていく。

「霊力が、漏れ出している!?」

「正確さに欠けるな。いまだ起動している術式によって、吸い出されているだけだ。ま、受取手がいなくなり、無駄に垂れ流しているだけだがな。もったいないことだが……それも、もう終わりだな」

　鎖の端はしから漏れ出る霊力が、徐じよ々じよにか細くなり──途と絶だえた。

　それを眺ながめていたガルダーブロウグがやれやれと態わざとらしく頭を振った。

「これで、大倉美菜の生きる力は全すべて失われた」

　ガルダーブロウグが、絶句するキュールを睨にらみ付けた。

「だが、《イレギュラー》の中の《イレギュラー》とも言えた大倉美菜の、強大な魂たましいごと喰らおうとした私の目もく論ろみがご破算なのは確かだ。これで貴様の運命も決まったというわけだ。どう死にたい、キュール・ゼリア」

　その言葉が、動かしがたい事実にしかキュールには思えなかった。つまり、自分はもう死ぬのだ。

　それが却かえって、キュールを開き直らせる。

「そうですわね。なら、十分後に死にたいですわ」

「十分？　ほう、この期ごに及およんでまだ何かしようと言うのか」

「ええ、しますわ」

　キュールがガルダーブロウグを真ま似ねて、二本の指を立てる。

「まず、美菜さんを助けます」

　指を一本折る。

「そして、貴方を倒しますわ」

　二本目の指を折った。すぐに肩かたをすくめて笑う。

「もっとも二つ目は、キュールの仕事ではありませんけれど」

　チラリと穴が開いた壁かべを見て、キュールは美菜の上で《リジル》を振り上げた。

「直接、霊力を叩き込んであげますわ！」

《リジル》を美菜の魂へ打ち込む。

「カエサル、霊力を借りますわよ！」

《リジル》とカエサルの間の鎖が、脈打つ。カエサルの生きる力から霊力が鎖を通って《リジル》に流れ込む。その霊力を、キュールは刺した魂へと送り込んだ。

　だが──全て四散してしまう。

「どうしてっ!?」

「ハハハハハハ、愚おろかなことをしたな。生きる力は人それぞれだぞ。同じ力、要するに生きる想おもいが同じでなければ、人間には意味が無い。まして、力になったところで、鎖から漏れ流れるだけだ」

　ガルダーブロウグが嘲り笑う。

「同じ力……同じ想い……なら！」

　閃く。

　と、カエサルが四し肢しを震ふるわせながら立ち上がった。

「オ、オン……（なんとなく、キュールの考えが伝わったぜ）」

　ふらふらと、餓が死し寸前の野の良ら犬いぬのようにカエサルがキュールの足下まで歩み寄ってくる。

「カエサル……でも、いいんですの？」

「バウッ……（美菜ほどじゃないけどな。俺の魂だって相当なもんだ。それに）」

「それに？」

「オンッ……（幼犬だった頃ころに、美菜には抱だっこしてもらったことがあるんだよ。犬が、魂を懸かけるには十分な理由だ）」

　キュールの足下でカエサルが倒れる。だが、その瞳ひとみには意識がしっかりとある。

「ホント、気き障ざな犬ですわね」

　ニコリと笑い、キュールは《リジル》をカエサルの魂に戻もどした。

　そして、右手で台座から伸びる鎖の端を握にぎり、左手をカエサルに置く。

「何をする気だ？」

　ガルダーブロウグの問いに、キュールは誇ほこらしげに答えた。

「キュールと美菜さんの想いは、同じですわ。そう、加賀良介さんが好き。大好きですわ。そして──」

　壁の穴の先を、キュールは睨んだ。

「悔くやしいですけれど、良介さんのためにリサラお姉様に譲ゆずってあげる。笑っちゃうくらいに、同じなんですの。ホント、笑っちゃいますわ」

　目を閉じる。カエサルから、霊れい力りよくを吸い上げる。

　死しに神がみは霊力を生み出すことは出来ない。想いを霊力に変えることが出来ない。でも、魂を通して霊力に想いを乗せることなら、出来るはず。

　キュールはそう願い、霊力を自分の魂の中へと注ぎ込む。そして魂の中で自分の想いの色に染め上げる。

　そのためには一定時間、魂に霊力を留とどめておかねばならない

「馬ば鹿かなことを。魂の中に霊力を留め置けないからこそ、死神は外に保管するのだ。霊力など溜ためてみろ、耐たえきれず魂が弾はじけ飛ぶのが落ちだ」

　呆あきれたようにガルダーブロウグが、キュールを見る。

「アッ、アアァァァァァァァ！」

　キュールが苦しげに叫さけび出す。顔を天てん井じように向け、心が張り裂さけそうな叫び声だ。

「意味の無いことをするものだ」

　ガルダーブロウグが思わず失笑した。だが、その失笑が即そく座ざに否定される。

「そうとは、限らないと僕は思うけどね」

　ライファンだ。傷だらけの体で瓦が礫れきの中から出てくる。足を引きずりながらキュールの元へ行き、右手に自分の左手を乗せた。

「もう一人、失しつ恋れん組がいること、忘れてないかな」

　苦痛による汗あせにまみれたキュールは、ライファンを驚き見た。そんなキュールに、ライファンが優しく微笑ほほえんだ。

「僕も霊力を染め上げる手伝いをしてもいいだろ。半分、いや僕だと三分の一かな。それでも、僕が増えればキュールの染める時間が短縮出来るだろ？」
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「………………まったく、出しゃばりですわね。ま、仕方ありませんわ。後発組ですけど、お情けで仲間に入れてあげますわよ。何しろ、フフ、失恋組リーダーの危機ですもの」

　鎖から手を離はなし、キュールはしっかりとライファンの左手を握った。

「リーダーか、全くだ」

　ライファンがキュールの手をしっかりと握り、鎖の端を握った。

「行きますわよ？」

　キュールが言うとライファンが目を閉じて、頷うなずく。

　カエサルから、再び霊力が流れ出す。

　変わらぬ激痛だ。心が張り裂ける。比ひ喩ゆで使うが、本当に心が痛む。激痛が走る。体の奥底から、全てがバラバラになってしまうような、そんな痛みだ。

　それでも、キュールは必死に良介とリサラのことを考えた。

　悔しい、憎にくらしい。

　でも、加賀良介という男の隣となりには、リサラ・レストールが一番お似合いなのだ。

　良介が好きだからこそ、はっきりと分かってしまう。

　そして本当に本当に、良介が幸せになることが──嬉うれしいのだ。

　涙なみだが出るほど悔しいのに、涙が出るほど嬉しくもあるのだ。

（ああもうっ、絶対にリサラお姉様をからかいまくって遊んでやりますわっ！）

　強く強くそう思う。

（ことあるごとに、昨夜はお盛さかんでしたわねとか、子供が出来ましたの？　ああ、デブっただけですわね。とか、あと……あ……と…………そ、そうです……わ…………）

　必死にリサラへの意い趣しゆ返がえしを考える。それでも、徐々に心が途と切ぎれていく。

　ドサリ。

　ライファンが倒たおれた。

　慌あわてて、キュールは鎖くさりを握った。

「こ、こんな……ところでっ…………フラれた女の意地を、み、見せてや………………」

　意識が暗転していく……。

「ハハハハハハハハハハハハハハハハ、まったくとんだ茶番だっ」

　大きく腕うでを振って手を叩き、ガルダーブロウグが大声を上げて笑った。まさに抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうという言葉がぴったりな笑いっぷりだ。

　その嘲あざけりの響ひびきが、悔しい。

　ただただキュールは悔しかった。意地でも、踏ふみとどまろうと心を、魂を奮ふるい立たせ、カエサルからの霊力供給を続け──ショートするように、何かが弾けようとした。

　瞬しゆん間かんだ。

　温かいものが、キュールを包み込んだ。

　弾けかけたものが、優しく包み込まれ、収まっていく。

「キュールちゃん、一いつ緒しよにリサラを虐いじめようね」

　キュールを、心だけではなく体も優しく抱だいた美菜が、悪戯いたずらっぽくウインクをした。それを見ながら、キュールは意識を失っていった。

　安心と共にだ。

「馬鹿な。まさか本当に、生きる力が復活するとはな」

　信じられないといった顔で、ガルダーブロウグが美菜を見た。

「下らぬ恋こい心ごころとやらの奇き跡せきか？　どうせ、私にまた倒されるだけだというのに、愚かなことに魂を懸けるものだな。まったく、バカとしか言いようが無い」

　嘲りの目で、ガルダーブロウグがキュールと美菜を見た。その視線を、誰だれもが怯ひるんだ視線を真正面から睨み返して、美菜は立った。

　その様子に、ガルダーブロウグが少し意外そうな顔をする。

　その顔に、美菜は怒ど鳴なった。

「ガルダーブロウグっ！　何をバカにしても、女の子の恋心をバカにするような言葉だけは、許しません！」

　その叱しつ責せきに、ガルダーブロウグは意表を突つかれたのか、大した反応も出来ずにただ見返すだけだ。

　もっとも美菜にとって、ガルダーブロウグの反応など眼中に無かった。

　美菜には、どこに良介とリサラがいるか分からない。

　でも、美菜には信じられた。

　絶対に、二人が居てくれると。

　だから天井を見上げ、ありったけの声で叫んだ。

「良介くんっ。先に、私達三人、先に進みましょうっ。ここで、私は聞こえますから！」




　　　　※　　　※　　　※




　時計の針が、動き出した。

　良介は足の力を入れ立ち上がった。そして、裸はだかのまま呆ぼう然ぜんとしていたリサラを抱き寄せる。

「きゃっ？」

　リサラが驚おどろきの声をあげるが、不思議と抵てい抗こうはしない。

　いや、不思議なのはそれだけでなかった。ガルダーブロウグに負け、投げ飛ばされ、ボロボロになって全く体に力が入らなかったはずだ。

　なのに今は、体全体に力が漲みなぎっている。

　その証しよう拠こに、良介はリサラを抱き寄せ、両手で抱かかえ持ち上げた。俗ぞくに言う、お姫ひめ様抱っこだ。

「ちょ、ちょっとどういうつもりよ」

　流石さすがにリサラが身をよじらせるが、そのまま良介は前へ進んだ。

　崩くずれた壁かべから外へ出て、広間に戻る。

　美菜が、ガルダーブロウグすら圧あつ倒とうするように立っている。待っていてくれる。可お笑かしいことに、ガルダーブロウグは呆然と、叱しかられた子供が母親にするように美菜を見つめているのだ。

　その様子に苦く笑しようしてから、良介はリサラを見つめた。

「リサラ」

「な、何よ」

　裸であることが、ようやく恥はずかしくなってきたのか、リサラが両腕で胸を隠かくし、顔を赤らめた。

「俺は、加賀良介は、リサラ・レストールが好きだ。愛してる」

「へ？」

　返ってきたのは、緊きん張ちようと勇気と時間と、多くのものを動員してきた告白にも拘かかわらず、えらく間が抜ぬけたものだ。

「だから、俺が好きなのは美菜じゃなくてお前なんだよ。昨日、美菜の告白を俺はごめんなさいしてんだよ」

「あ……え……へ？」

　ダメだ。リサラの脳みそが死んでいる。

　そうだ。鈍にぶい上に、余よ裕ゆうがないというか、短気ですぐにテンパるのだ、リサラという女の子は。

「ったく、こうなったら体に分からせてやる！」

「え、ちょ、え、こ、こんな所でっ!?」

　何を勘かん違ちがいしたのか、釣つり上げた魚のように腕の中で暴れ出した。抜けだそうとするリサラをなんとか押さえ込み、一瞬の隙すきを突いて良介は、捉とらえた。

　唇くちびるを重ねる。

　電源スイッチが押されて、リサラの動きがピタリと止まり、思考回路も落ちた。

　唇を離しても、うんともすんとも言わない。

（どうすりゃいいんだ、いったい……）

　良介が頭を抱えたくなった時だ。

「リサラっ。嬉しい時はね、素す直なおにしたいことすればいいんだよっ！　見なかったことにしてあげるから！」

　美菜の声が飛んだ。

　リサラが、再起動する。

　露あらわになっているおっぱいを隠そうともせず、両腕を伸のばした。ガシッと良介の後頭部を押さえる。

「良介！」

「あ、はい」

「私も、大好きっ。たぶん一ひと目め惚ぼれだったんだと思う。そうよ、貴方あなたが誰よりも好き、泣きそうなほど愛してるの！」

　そういうリサラの瞳ひとみは、泣きそうではなく、ボロボロと泣いている。

「泣いてるじゃね──!?」

　唇が塞ふさがれた。

　重ねるではなく、塞がれた。

　強く強く吸ってくる。ふっと緩ゆるまると、今度は誘さそわれるように、導かれるように良介がリサラの唇を吸ってしまう。

　チュッという少し濡ぬれた音が、交こう互ごに響き渡わたる。

　いつしか唇は綻ほころび、互たがいに絡からみ合っていた。

　甘い。

　キスが甘い。

　リサラが甘い。

　このまま溶とけてしまいそうだ。

　感じる。生きる力が燃えたぎり、そして膨ふくらんでいくのを感じる。自分の体すら超こえて、どんどん膨らんでいく。

　これが霊れい力りよくなのかどうかなんて知らない、分からない、どうでもいい。

　リサラが好きって気持ちが、大きいだけだ。

　地球よりも、死しに神がみ界よりも、良介のリサラが好きは大きいのだ！

　と、歓かん喜きに打ち震ふるえていると、リサラが唇を離はなしてしまった。

「も、もう、唇がふやけちゃうわよ」

「え？」

「なに惚ほうけた顔してるのよ」

　コツンと額を額に当ててくる。そして囁ささやいた。

「続きは後で……出来るでしょ[image: ]」

　リサラの顔が、熱でも出ているんじゃないかというくらい熱い。顔が近すぎて分からないが、真っ赤ってことなんだろう。

　もっとも、良介もまた自分の顔が熱く熱くなっていることは自覚していた。

　ただ、互いに照れ合っていることが、どうしようもなく嬉しくもある。

「りょ、良介っ!?」

　リサラが、驚きの声を上げる。

「大きくなってる……」

「え？」

「信じられない。あんなに小さくなってたのに、もう、すごく大きく……なってる」

　その言葉に、良介は思わず自分の股こ間かんに意識を集中させた。

　あ、確かに反応して──。

「違うわよ！　てか、そっちはそっちでお尻しりに当たってるけど、ああもう、何を言わせるのよ！」

　なんだか理り不ふ尽じんな叱責を浴びた気がする。

「ああもうっ！」

　するりとリサラが、良介の腕うでの中から飛び下りた。

「良介、呼びなさい！」

「え、お前を？」

「違うわよっ。貴方の、そのあの……だから、息むす子こって言われる方じゃない方の、相棒をよ！」

　チラチラとリサラが、良介の股間を見て顔を赤らめた。

　まぁ膨らんでるもんな。

　だた、良介にははっきりと分かった。

　そして強く感じる。

　いきり立つ凶きよう暴ぼうな気配をだ。

「《グラム》、来い！」

　右手を横に出す。掌てのひらを開く。握にぎる。

　無骨なまでの、ただグリップを強くする彫ほり込みしかない柄つかを握った。

　刀身は飾かざり気けなどなく、ただ分厚くギラギラと輝かがやいているだけだ。

　ただ、その半分がない。無様に叩たたき折られたように、刀身は半ばまでしかなかった。

「分かってる」

　良介は、頷うなずいた。

　半分しかないこの姿が、《折れた剣けんグラム》の真の姿なのだ。その証拠に、長さ自体は半身しかないにも拘わらず、いままでの《グラム》よりも長いほどだ。

《グラム》は何も答えない。

　ただドクドクと滾たぎっている。

　今にも暴れ出しそうだ。

　その逸はやりを抑おさえ、良介は叫さけんだ。

「来い、《グラム》！」

　その叫びに、リサラが、ガルダーブロウグが、良介をまじまじと見た。意味が分からない。視線がそうはっきりと言っている。

　だが良介は、変わらず叫んだ。

「来いっ、《グラム》！」

　握った《グラム》の折れた剣先に、集まってくる。

《グレイプニル》の破は片へんが、集まり、刀身となっていく。

「これが……本当の《戦神の剣グラム》」

　リサラが呆ぼう然ぜんと口にする。

　かつて戦神によって与あたえられ、そしてまたその凶暴さ故ゆえに恐おそれられ、戦神によって叩き折られた剣。

　その真の姿が、形作られていく。

　長いというよりも、大きすぎる剣だ。

　刃は先さきを研といだ様子などない。ただの鉄てつ塊かいといっても、そう外れではない剣の形をした何かだった。

　分厚く、猛たけ々だけしさを振ふりまき、刃向かう敵を倒たおすためだけにある。

　その凶暴さは、握っているだけで分かる。

　壊こわしたいのだ。ただただ、壊したい。その破は壊かいの欲よつ求きゆうが、良介の中にも止めどなく流れ込んでくる。

　でも──そんなものは小さい、あまりに小さい欲求だ。

「無む駄だだぜ、《グラム》。俺のリサラと作りたい欲求の方が、億倍、兆倍、いや無量大数倍でかいんだ」

　暴れまくっていた《グラム》の意識が、ノロケに照れる。

「リサラっ！」

《グラム》を構え、リサラを呼ぶ。

「約束だぞ！」

「え、何が？」

「後で続き、そうとも、ガルダーブロウグの野や郎ろうをぶっ倒したら、エッチするからな！」

「ちょっ、なに大声で宣言なんて、あっ、ちょっと良介ぇぇぇぇぇぇぇ！」

　リサラの叫び声を背中で聞きながら、良介は猛もう然ぜんと突つっ込んだ。

　ガルダーブロウグが、玉座から立ち上がった。

「《戦神の剣グラム》、そして貴様からあふれ出る膨ぼう大だいな霊力っ。やっと覚かく醒せいしたか、加賀良介！」

　自分の胸に手を突き刺さし、握る。

　ガルダーブロウグを中心として、黒い光が爆ばく散さんする。

　良介は、咄とつ嗟さに目標を変えた。
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　黒い光に巻き込まれる前に、美菜とキュールとライファンを抱だきかかえ、範はん囲いから逃にげる。

「りょ、良介くん、あれ！」

　美菜が黒い光の中心を指差した。

「グッ、グルオォォォォオォォォォォォォォォォォォォォォォォ！」

　ガルダーブロウグの体が、千切れていく。

　人の手とは思えない、長い爪つめを生やしたゴツゴツとした手が出てくる。

　ふくれあがった筋肉には、鱗うろこがびっしりと生えていく。

　頭ず蓋がいは変形し、口が伸び、牙きばが生え、長い長い先が分かれた舌がチロリと蠢うごめく。

　背中からは、蝙こう蝠もりのような羽が飛び出て、尾びてい骨こつは伸びて長く太い尾おとなった。

　足もまたびっしり鱗を付ける。

　ただフォルムは、辛かろうじて人間だ。

　三メートルほどの上背があり、一つ一つのパーツは人間とはかけ離れてはいるが、二足歩行をし、道具を扱あつかう形態は辛うじて保っていた。

「ふむ、いささか醜みにくくはあるが、許容範囲だな」

　ゴキゴキと骨を鳴らし、ガルダーブロウグが自分の体を観察する。

「それが、竜りゆうになったお前の姿かよ」

　美菜達を背にして、良介は一歩前へ出た。

　すると、ガルダーブロウグが頷く。

「その通りだ。そして、覚醒した貴様にもっとも近い存在だ」

「俺に近い？　何を言ってるんだ」

「姿形は私と違って変わらぬが、覚醒した貴様は私の同類だ」

　その言葉に、良介の頭にアルメイアの言葉が甦よみがえった。彼女は確かに『《ファヴニール》は、死神を死神の王に近づけるために作られた』、そう言った。つまり、《ファヴニール》によって生まれる竜は、死神の王に近い存在だと。

　押し黙だまった良介を見て、ガルダーブロウグが今や竜となった頭を縦に振った。人の顔ではなくなったせいで、表情は読み取れないが確かに満足した気配が伝わる。

「貴様にも分かったようだな」

「何がだよ！」

「誤ご魔ま化かすな。事実さえ知れば、思い当たる節はあちこちに散らばっていたのだ。《グラム》が何な故ぜ貴様に呼応したのか。貴様が何故霊力を生み出し、また術式が使えたのか。貴様が何故霊力を爆発的に復活させ増量させることが出来るのか、だ」

「そ、それは《ファヴニール》が俺の魂たましいに封ふう印いんされていたからだろ！」

「ならば」

　ガルダーブロウグが《テュルフィング》の切っ先を《グラム》へ向けた。

「今、なぜ貴様は《グラム》を握っている。しかも、《戦神の剣グラム》となしてだ。いや、今だけではないな。《ファヴニール》を俺に奪うばわれた後も、何度となく覚醒させているではないか」

　ガルダーブロウグの指し摘てきに、良介は言葉が詰つまってしまった。言い返す言葉が、何も見つからない。

「そもそも貴様の魂に、死しに神がみ界の秘宝である《ファヴニール》が何故、封印されていたのだ。簡単な話ではないか。死神界を逃げ出した王が、貴様の魂に封ふうじたのだよ」

「なんでそうなるんだよ！」

「報告は聞いているぞ。貴様の魂の霊れい力りよくは、常人の半分と測定されたそうだな」

　それは初めてリサラと出会った時だ。常人なら三万であるところを、一万五千だと測定された。

「そんなわけがあるものかよ。霊力とはすなわち、生きる力だ。貴様のその強すぎるまでの欲求が、常人の半分だと。笑わせてくれる」

「それと、《ファヴニール》の話がどう繫つながるんだよ」

「貴様の真の魂を隠かくすためだ。《ファヴニール》が貴様の魂を覆おおい隠していたのだよ。分からんか？　元々《ファヴニール》も、秘宝としてその力が封印されていた。故に長らくその場所が分からず──」

　ガルダーブロウグが美菜に視線を向けた。

「起動に大量の霊力を要した」

　それは、《イレギュラー》としての美菜の霊力だ。

「そして竜と死神の王は近しいものだ。分からんか？　《ファヴニール》が共にあることで、貴様の死神の王としての魂もまた、封印されていたのだ。だがようやく、《ファヴニール》の残ざん滓しが全すべて消え失うせて、ようやくだ。貴様は死神の王として覚醒した」

　ガルダーブロウグが一歩踏ふみ出してくる。

「分かっているはずだ、貴様は死神の王の血筋だ。そうとも、この私が竜を超こえ、神となるために必要な最後のパーツよ。だからこそ、貴様には覚醒してもらう必要があったのだ。そう、この私が喰くらうためにな、クッ、クハハハハハハハ」

　竜の口を大きく開け、ガルダーブロウグが笑い、長い爪で指差してくる。

「分かったな、貴様こそが死神界で失われたはずの死神の王だ。認めるのだ、加賀良介！」

　ガルダーブロウグの指摘に、良介はよろめいた。

　特別な何かに人は憧あこがれる。自分がそうでありたいと夢見る。でも実際に、目の前で人間ではないと指摘された時、どう思えばいいのだろうか。

　そんな悩なやみが頭に浮うかんだ。

　その瞬しゆん間かんだ。一呼吸すらなく、リサラが叫んだ。

「喜びなさい、良介！」

　打てば響ひびくように、彼女が言いたいことが分かった。

「そうだな、リサラ。俺とお前の間に、障しよう壁へきなんてないってことだ」

　死神と人間だ。本来、結ばれてはいけない異なる世界の住人だ。でも、良介が死神の王の血筋なら、なんの問題もない。

　いやむしろ、準王家の王女であるリサラとは、

「まさにお似合いのカップルってわけだな」

「く、口にしないでもいいって！」

　リサラが思わず叫ぶ。その叫びに微笑ほほえみながら、良介は《グラム》を構え直した。

「色々と種明かしありがとうよ。今ならまだ、新しん郎ろう新しん婦ぷの橋はし渡わたしをした人ってことで、結けつ婚こん式しきの招待状送ってやってもいいぜ？」

「ありがたい申し出だな。だが、この体では正装は無理なようでな」

　ガルダーブロウグもまた《テュルフィング》を構え直した。

「やはり貴様の生きる力とは、スケベなことでもなんでもなく、リサラ・レストールそのものだったようだな」

「最初は違ちがったかも知れないけど、何しろ俺も──あいつに一ひと目め惚ぼれなもんでな」

「そうか。ならば竜の力で貴様を喰らい、私が死神の王──いや、死神の王を超えた神となった後は、共に葬ほうむってやるとしよう！」

　ガルダーブロウグが、《テュルフィング》を裂れつ帛ぱくの気合いと共に、真まっ直すぐに振り下ろす。空気が斬きり裂さかれ真空すら作りながら、鋭するどく斬ざん撃げきが迫せまる。

「知るかよっ、馬に蹴けられて死んじまえ！」

　良介もまた、真正面から真っ直ぐ《グラム》を振り下ろした。

　斬撃と《グラム》が衝しよう突とつし、バンッと破は裂れつ音が響き渡わたる。

　その破裂音を突き抜ぬけて、良介は《グラム》を斬り上げた。ガルダーブロウグが、竜と化した足で床ゆかを強く踏み抜く。

　床が爆ばく発はつしたかのように破は壊かいされ、無数の破は片へんが迫ってくる。一つ一つが弾だん丸がんのような勢いで、良介は《グラム》で撃うち落とし、堪たまらず転がって横へ避よける。

　そこに、《テュルフィング》が振ふり下ろされる。

　起き上がり様、《グラム》を掲かかげ《テュルフィング》を頭上で防ぐ。

　巨きよ石せきが落ちてきたような重さに、良介は堪らず膝ひざを折った。

「このまま押しつぶしてやる」

　再び《テュルフィング》が振り下ろされる。《グラム》で防ぐが、床が耐たえきれずに凹へこみを作り出す。

　三度、《テュルフィング》が振り下ろされる。

　尻しり餅もちをつきそうになりながら、渾こん身しんの力を込こめて《グラム》と、良介自身の体を跳はね上げる。

「ぬっ!?」

《テュルフィング》が、僅わずかに浮き上がった。

　その隙すきに、なんとか良介は凹みから抜け出し、立ち上がる。

　が、即そく座ざにガルダーブロウグが追撃してきた。四メートルほどの距きよ離りが、一息も掛かからずに詰められる。

「どうだ、竜となった私の身体能力は！」

「俺より上だからって、それがどうしたってんだ！」

　振り下ろされた《テュルフィング》を、《グラム》で弾はじき返し、切り返して振り下ろす。

　ガルダーブロウグは即座に《テュルフィング》を引き戻もどし、剣けんと剣とが嚙かみ合う。

「どうしただって？　こうなるんだ！」

　ガルダーブロウグが、力を込める。圧あつ倒とう的てきな圧力に、良介の腰こしが落ち、膝がガクガクと笑い出す。

「あ、相手の方が力があるなんてなっ……こっちは慣れてるんだよ！」

　手首を返して、ガルダーブロウグの力をいなす。一瞬、ガルダーブロウグの体がよろめいた。

　その瞬間に、良介は後方へ飛び退のく。

　が、ガルダーブロウグがよろめいた体勢のまま、強引に床を蹴った。すぐに間合いを詰めてきて、《テュルフィング》を振り下ろしてくる。

「くっ！」

　弾かれるように後ろへ数歩、良介はまた飛び退いた。

　その目の前を刃は先さきが通り、床に深く深く突つき刺ささる。《テュルフィング》の刀身の半ば以上が、床の中に消えてしまうほどだ。

　引き抜く間を与あたえずに、良介は踏み込み、《グラム》で斬りつけた。

「ガァァッ！」

　ガルダーブロウグが、肩かた口ぐちに斬り下ろされようとした《グラム》の剣の腹に、側頭部を打ち付ける。

「なっ!?」

　衝突の衝撃に《グラム》ごと持って行かれ、体が泳ぎ、横によろめいてしまう。

　そこに引き抜くのではなく、床ごと斬り裂いて《テュルフィング》が迫ってきた。

《グラム》も、後ろに避けることも、全て間に合わない。

《テュルフィング》が良介の脇わき腹ばらへ迫るか否いなかの瞬間、体が勝手に動いた。

　ただ体を前へ放ほうり投げた。

　無数に散らばる破片が体に刺さり、あちこちが痛む。

「無様だな！」

　ガルダーブロウグの声を聞きながら、右へ転がる、

　ドンッと、すぐ脇わきに《テュルフィング》が突き刺さった。さらに転がる。突き刺さる。もう、抜け出せないのではないか。そんな予感を感じつつも、ガルダーブロウグの突きを転がることで躱かわし、十回転がった時に、良介は途と中ちゆう握にぎった石の破片を顔面に投げつけた。

「なっ!?」

　咄とつ嗟さにガルダーブロウグが、左手で石を払はらいのけた。

　その隙に立ち上がり、ようやく良介は《グラム》を構える。

　まだ、数分しか経たっていない。それでも、緊きん張ちようと恐きよう怖ふが良介の体力を確実に削そぎ、肩で息をしてしまう。

「ハァッ……ハァッハァッ……ふぅ」

　息を整え、良介はゆっくりと《グラム》を高く掲げた。

　ガルダーブロウグが腰を落とし、上半身をやや捻ひねって斜ななめ横に《テュルフィング》を構える。

「行くぞ」

　ガルダーブロウグが言い、良介もまた答える。

「ああ！」

　同時に、《グラム》と《テュルフィング》が敵を倒たおすべく振られる。

　空気が、裂ける。音すらもなく、早く鋭い斬撃となって《テュルフィング》が迫る。

　空気が、いや空間が唸うなる。空気を押しつぶす《グラム》には、鋭さなど何もない。ただ、目の前に立ちはだかる全てを打ち壊こわす力だ。

　ゴウンッ。

　剣と剣が重なる音とは思えない、深く鈍にぶい轟ごう音おんが響き渡った。

　空気が、ありありと歪ゆがみ、波は紋もんとなって広がる。

　美菜もリサラも、思わず耳を塞ふさぎ衝撃に耐える。

　広間の窓ガラスが、全て衝撃波で割れる。

　そして、《テュルフィング》が砕くだけ散った。

　ガルダーブロウグが腰を伸のばし、良介に背を向けた。

　ゆっくりと歩き、玉座に座る。

「加賀良介」

　良介を見る。その視線に鋭さは、もうない。

「まさか斬るのではなく、壊すとはな」

　ガルダーブロウグの、竜りゆうの体が崩くずれ落ち始める。

「ふむ。《ファヴニール》が魂たましいの中で砕け散ったな」

　良介は《戦神の剣グラム》を見た。良介の意図を、《グラム》は分かっていたかのようだった。いや、良介自身もまた《グラム》が意図をくみ取ることが、分かっていた。

　ガルダーブロウグではなく、その野望を倒したい。

　そう思った良介の意図をだ。

「このままでは正装が出来る体になってしまうな。まだ、式場には呼んでくれるのかな」

　背もたれに、ガルダーブロウグが体を預けて言う。

「もう、末席になるけどな」

「そうか、それは楽しみだ。だが──」

　ガルダーブロウグが、目を閉じ胸を摑つかんだ。

「さすがは秘宝《ファヴニール》だな。そんな結末は許してくれんらしい」

「どういうことだ？」

「自己修復!?」

　死しに神がみ装しよう束ぞくを纏まとったリサラが、良介の横に走り寄ってきた。

「リサラ・レストールの言う通りだ。砕けた《ファヴニール》が、私を喰くらい修復しようとしている。すまんな、加賀良介。せっかくの心こころ遣づかいだったが……これが、私の運命のようだ」

「てめぇ、勝手に！」

　走り寄ろうとする良介を、リサラが止めた。

　振り返ると、リサラが首を左右に振る。

「生き残ったとしても、ここまでのことをした彼に待っているのは……」

「リサラ・レストールの言う通りだ。私に待っているのは、どの道、死だ。ならな、加賀良介。クソのような死神共の手ではなく、今ここで貴様の前で死なせてくれ。私を倒した男の前でな」

　ガルダーブロウグの体が光り始める。同時に、砕けたはずの《ファヴニール》の存在が濃のう厚こうに漂ただよい始めた。

「…………分かった。アンタは強かったよ」

「死出の旅には、最高の贈おくり言葉だな」

　光、ガルダーブロウグの存在が希き釈しやくになっていく。

「アルメイア・レストールに伝えておけ。《旧ふるき五つ》も《ファヴニール》も、今度はしっかりと保管しておけとな」

「分かったわ、お母様にはしっかりと伝えておくわ」

　リサラが答えると、ガルダーブロウグが目を開けた。

　竜の顔も、血管が浮うき出て歪んでいた顔でもなく、凜り々りしいとすら言える男の顔に戻っている。

「加賀良介、死神と人間とは何かな」

「分かるわけないだろ。男は女のことが分からないし、女は男のことが分からない。でも、互たがいに欲ほしがるもんだろ」

「ふっ、なるほど。深く考えすぎたかな、私は……」

　ガルダーブロウグが苦く笑しようし、最後に一言、紡つむいだ。

「幸せにな」

　それが、ガルダーブロウグという男の最さい期ごだった。







　終章　たいけんします










　レストール家の会議場が、拍はく手しゆで包まれていた。

　大勢の、それも地位も名めい誉よも持ち合わせた死神達が、次々と左前まえ端はしの席に座るキュールの側そばにやってきては「おめでとうございます」と、口々に言ってくる。

　キュールは、微笑ほほえみを顔に貼はり付けたまま当たり障さわりのない返事をしつつ、心の中で盛せい大だいにため息を吐ついた。

　やってられない、と。

　早く解放されたい、と。

「あらぁ、キュールちゃんってばご機き嫌げん斜ななめね？」

　議事進行を終えたアルメイアが、キュールの隣となりに座った。

「当然ですわよ、アルメイア伯お母ば様」

「あらでも、キュールちゃんがなりたいって思っていた立場でしょう？」

「最近は、正直どうでもよかったんですの。そもそも、キュールはリサラお姉様のお下がりなんて、気にくわないことこの上ありませんわっ」

「そう言われてもねぇ。あ、ほら、キュールちゃんの挨あい拶さつの出番よ？」

　アルメイアに言われて、キュールはハァとため息と共に立ち上がった。

　と、すぐ後ろの席に座っていたイリアが、ツンツンとキュールの背中を突つついた。イリア、すなわちメルロー人生保証も活かつ躍やくしたということで、席順が大おお幅はばにアップしているのだ。

　キュールは、振ふり返りジロリとイリアを睨にらんだ。とにかく、この茶番を早く終わらせたいのだ。

「なんですの？」

　そんなキュールに、イリアがまるで悪戯いたずらっ子のような顔を浮かべて囁ささやく。

「で、キュールちゃんはどうするわけ？」

　その問いかけに、キュールはちょっとだけ口元を歪めた。そして、衆目の注視と大拍手の中を歩き、半円形の議場、その扇おうぎの要かなめの位置に立つ。大きく息を吸い、一度軽く吐はいた。

　ゆっくりと口を開く。

「このたび、レストール家次期当主となったキュール・ゼリアですわ。一つ、皆みな様さまにお知らせすることがありますの。キュールは今から──」
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　それは、キュールが会議場で話をする一週間前、ガルダーブロウグのアジトから帰った日の出来事から始まった。

「つまり、良りよう介すけさんのお父様が、死神界を逃にげ出した死神の王だってことよねぇ」

　アルメイアが、ハァとため息を吐いた。そして、良介を通して父親に批ひ難なんの目を向ける。

「逃げ出したあげく、好きな女性と結けつ婚こんして子供を作って……はぁ、振り回された死神界は良い迷めい惑わくねぇ」

「あ、あはははは、お袋ふくろに全く頭が上がらないダメ親おや父じなもんで」

　苦笑しつつ良介は、海外転勤が決まった母親にくっついて、仕事そっちのけで共に行ってしまった父親のことを思い出した。

　正直、死神の王なんて威い厳げんも凄すごみもない人である。

「ま、いいんじゃないですか。正直、良介さんのお父様に今、帰ってきてもらっても話がこじれるだけですからね」

　サイラがチラリと良介を見たあと、なんでもないと、ダージリンティーにシロップから取り出した氷砂糖を入れた。

「その通りねぇ。何しろ、死神界は今、上を下にの大騒そう動どうだものねぇ」

　アルメイアが、新聞を手に取った。

「死神の王が世界の転てん覆ぷくを目もく論ろむガルダーブロウグを倒たおして、救世主として帰き還かんした。その傍かたわらには、将来を誓ちかい合った準王家の王女リサラ・レストールが……ですって。もう少し隠かくれて帰ってくるとか、そういう考えはなかったのかしらねぇ」

「あら、折角のお祭りですもの。盛大に弄いじる──おっと、盛大に祝ってあげないと。ねぇ、美み菜なさん」

　キュールが言うと、美菜がニコニコと頷うなずく。

「だ、そうだ」

　良介が隣に座っているリサラを見ると、真っ赤な顔を俯うつむかせて、ただ縮こまっている。照れすぎてて、今にも逃げ出してしまいそうだ。

「問題は、もうスタンザのお爺じいさま達が動いてることですね。良介さんを明日にでも、正式に即そく位いさせて──」

　サイラの言葉を、アルメイアが途と中ちゆうで遮さえぎる。

「分かってますわよ。王家にレストール家の地位と権限を戻もどして、あのお爺さま達が良介くんを傀かい儡らいにしようというのでしょう？」

「その通りですわ」

　答えたサイラが、良介を見た。アルメイアもまた、いや、キュールも美菜も、良介を見る。病室にいるライファンも、この場にいたら見ただろう。

　唯ゆい一いつ、リサラだけが話が全く耳に入っていないのか、真っ赤になって縮こまったままだ。

「ああ、俺？　そーだなぁ、受けてもいいかな」

　吞のん気きに良介は答えた。

　驚おどろく一同に、腕うでを組んで深く頷く。

「だってさ、王様だろ？　てことは、ハーレムだろ？　男だったら、一回くらいは体験したいだろ、うんうん」

「りょ、りょ、良介さん、この期ごに及およんで何をバカなことを言い出すんですの！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がり、キュールが激高してくる。が、そんなキュールの手を美菜が優やさしく握にぎって、顔を左右に振った。

「キュールちゃん、良介くんの好きにさせてあげて」

「………………納なつ得とくいきませんわ」

　渋しぶ々しぶとキュールが席に着く。

「リサラも、いいよね？」

「え？　あ？　え？　あ？　あ、ああ、え？」

　驚き顔を上げたリサラの答えが、全く答えになっていない。にも拘かかわらず、美菜がもう一度聞いた。

「いいよね？」

「…………………………………………いいに決まってるでしょ」

　長い長い沈ちん黙もくの後に、リサラがそっぽを向いて答える。さらに向く方向を明後日あさつてにして、続けた。

「どうせ、エロ介すけのことだから。約束、忘れてはくれないでしょうし」

　その言葉に、一同が首を傾かしげる。

　ただ良介だけが、頷いたのだった。

　翌日、良介は宣言した通り、死しに神がみ界の王となるようにというスタンザの四人の要望を受け入れた。正式な即位などは、当分後にはなるだろうが、この時から良介は王様として振る舞まうことになった。

　と言って、政治を見るとか、そういった硬かたいことではなく──。

「毎月、五の付く日は、メイドさんは下着を水着にするように。スクール水着、いや死神界にはないのか。ならば競泳水着着用で」

　困こん惑わくする死神に、良介は丁てい寧ねいに説明してあげたりもした。

「いいか。確かにメイド服を着ていたら、中の水着は見えない。でも、心の目で見ろ。水着だぞ？　清せい楚そな顔して掃そう除じしているメイドさんの中が、実は水着だぞ？　しかも競泳水着ってけっこう股こ間かんが食い込んでるんだぞ。ああ、想像するだけでときめくじゃないか」

　おおかたの死神には理解されなかった。

　他ほかにも疲つかれた時には、全身を網あみタイツ、黒タイツ、白タイツ、素す足あしの四択たくの中から選んで踏ふんでもらうことにしたり、お姉様にセーラー服を着せたり、暑い日には団扇うちわを女性の股ももの間越しに扇あおいでもらったり、良介は好き放題に遊んだ。

　そして三日目の夜だ。

　良介は用事があると、スタンザ達が用意した館やかたからレストール家を訪おとずれた。アルメイアとサイラは、それぞれ仕事があるとかで、夕飯を囲んだのは良介とリサラ、キュールに、まだ死神界に残っている美菜だ。

「……良介さん、随ずい分ぶんと好き放題ハーレムしてるそうですわね」

　夕飯のテーブルで、キュールが不ふ機き嫌げんさを隠そうともせずに、良介に突つっかかってきた。

「ああ、楽しんでるぞ？」

　平然と良介が答えると、美菜が思わず噴ふき出す。

「なんだよ、美菜」

「だって良介くん、楽しい顔を頑がん張ばって作ってるから」

「そ、そんなことないって。いや、マジで楽しいから。男の夢と欲よく望ぼうだぞ？」

　良介が言い募つのると、美菜が微笑みながら言葉の内容とは裏腹に頷いた。

「うんうん。夢のような料理を出されても、食べちゃいけないのって辛つらいもんね」

「な……も、物事には仕込みというか準備が、だな」

「うんうん」

　同じように微笑みながら美菜が頷く。

　キュールは、意味不明と良介と美菜の顔を交こう互ごに見るだけだ。

「ごちそうさま」

　いきなり、リサラが席を立った。

「あら、お姉様。もうごちそうさまですの？　なんだか今日の夕飯、お姉様だけ少なかった気がしますけど」

「いいのよ、キュール。ちょっと食べる気がしなくて、少なめでお願いって私が言っておいただけだから」

「もしかして、どこか調子が悪いとか？」

　心配したキュールに、リサラが平気平気と笑う。

「でも……」

　それでも何か言いたげなキュールに、美菜が耳元でボソリと囁いた。

「──！」

　瞬しゆん間かん的に、キュールの顔が真っ赤に染まる。そしてワタワタオロオロと、リサラの顔と良介の顔を見比べた。

「な、なんて顔してるのよ、キュール」

「え、でも、お姉様、え、でも？」

「とにかく、なんでもないからっ。その、ふ、深い意味とか全く欠片かけらもこれっぽっちもないから！」

　リサラまで顔を赤くして必死に言い募り、逃げる様に部屋から出て行った。

　バタンと扉とびらが閉まる。

　その閉まった扉を見て、キュールは口をぽかーんと開けたままだ。

「美菜、お前、キュールに何を言ったんだよ？」

「ふふふ、言ったら良介くんも逃げ出しちゃうと思うから、内ない緒しよ」

　ニコニコと答えた美菜は、結局就寝時間になるまで一いつ切さい教えてくれなかった。

　その夜──深夜だ。

　窓から入ってくる夜風が、心ここ地ち良い。人間界では秋も深まっているが、死神界ではまだ空気が心地良いシーズンだった。

「さてと……」

　良介はそっとベッドから抜ぬけ出した。もっとも、用意された部屋に誰だれかいるわけでもないのだが、やはりスタートからしっかりと用心したいのだ。

　そのまま出窓から手を出して、屋根部分を摑つかむ。

　キュールに案内されて、リサラの謹きん慎しん部屋に忍しのび込んだ時と逆の手順だ。

　そのまま壁かべを走る雨あま樋どいを伝って、先に進む。

　我ながら、ガルダーブロウグ達との戦せん闘とうで随分と鍛きたえられたものだと思う。リサラと出会う前の良介なら、絶対に途中で落ちているだろう。

「ま、随分と鍛えたのもあるしな」

　独り言を言って苦く笑しようする余よ裕ゆうすらある。

「さてと……」

　目的の部屋の出窓に辿たどり着いて、良介は軽く窓を叩たたいた。

　すると、ほとんど待つこと無く窓が開く。

「…………やっぱり」

　薄うすい赤のネグリジェを着たリサラが、やや緊きん張ちようした面おも持もちで顔を覗のぞかせた。

「入っていいか？」

「ダメって言ったら？」

「………………こればっかりは、諦あきらめるしかないだろ」

「ふふ。断られるわけないって信じてるくせに」

　軽く笑い、リサラが手を差し伸のべてきた。その手を握り、部屋の中に入った。明るくもなく、暗くもない、暖かいオレンジ色の灯あかりで室内が照らされている。

　その中を二人で歩き、良介はふと聞いた。

「あのさ、いつまで俺の手を握ってるんだ？」

　いつの間にか、リサラが指を絡からませているのだ。

「え……あ、うん」

　答えたくせに、まだ離はなさない。

「どうしたんだよ、リサラ」

「三日間、まともに逢あってなかったでしょ？　だから、その……なんか離はなしたくないなって、お、思っちゃって」

　そう言ったリサラの手を握ったまま、良介は導くようにしてベッドサイドに座った。リサラもまた素直に良介の隣となりに腰こし掛かける。

「悪かったな、待たせて」

「え……ま、待ってなんか」

「待ってなかったのか？」

「……………………………………待ってたわよ」

　俯うつむいて、リサラが呟つぶやく。見えないけど、その顔が真っ赤なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「でも、この三日のおかげで連中も俺がどういう男か、よく分かっただろ」

「なら、良介？」

「言わないでも、リサラには分かってただろ？」

「そうね」

　リサラが、苦笑する。

「でだ、リサラ。お前はどうする？」

「良介、貴方あなたをこの部屋に入れたのが答えでしょ」

「いや、言葉でだな」

「だったら良介、貴方だって濁にごしたじゃない」

「あ、はい」

　絡み合わせていない手で、後頭部を搔かいた。

「リサラを愛してる」

「私も良介を愛しています」

　ニコリとリサラが微笑ほほえむ。

「なら、いいんだな」

　二つの意味を籠こめて、良介は聞いた。

　リサラが、そっと目を閉じた。

　睫まつ毛げが長い。そんなことにふと気が付いてしまい、良介は苦笑した。

　リサラが、目を閉じたまま小首を傾げる。

　もう我が慢まん出来ず、良介もまた目を閉じて唇くちびるを重ねた。

　そして、すぐに離す。

「良介？」

　不思議そうに、目を開けてリサラが良介を見つめた。

「あのさ、リサラ」

「うん」

「手を握にぎってると………………脱ぬがせられないんだ」

　絡んだ指をリサラが、そっと解いた。

　そして、二人はまた絡み合う。




　　　　※　　　※　　　※




　その翌朝だ。

　死しに神がみ界の王加か賀が良介の名で一つの通達が発布された。

　一つ、死神と人間の恋れん愛あいの解禁。

　二つ、引き続きレストール家が死神界のまとめ役を務めること。秘宝の管理も兼任すること。

　三つ、アルメイア・レストールを、レストール家の正式な当主とする。

　四つ、キュール・ゼリアをレストール家の次期当主とする。

　もちろん、死神界は大混乱に陥おちいった。スタンザの地位にある四人の老人の中には、卒そつ倒とうしてしまう者が現れたほどだ。

　だが、三日間における良介のご乱行騒さわぎもあり──意外にすんなりと、受け入れられていった。

　何より、結果的にはガルダーブロウグの騒そう動どうが起きる前と、ほとんど変わらないのだ。多くの死神達は、それはそれでいいかと、平然と受け入れていった。

　受け入れがたいのは、キュールだ。

　あれよあれよと言う間に次期当主にされ、会議場でお披ひ露ろ目めまですることになったのだ。

　憤ふん懣まんやるかたないとは、まさにこのことだ。

　そもそも、あげないって言われると欲ほしくなるけれど、あげるって言われると貰もらいたくなくなるのだ。

　良介もリサラも、キュールのへそ曲がり具合を、まだ理解しきれていないらしい。

　だからキュールは、アルメイアに促うながされて前に進み出て、一いつ杯ぱいの会議場を見み渡わたしながら言うのだ。

「このたび、レストール家次期当主となったキュール・ゼリアですわ。一つ、皆みな様さまにお知らせすることがありますの。キュールは今から──」

　言葉を一回切って、会議場をくまなく見渡す。

　ニヤニヤと見ているところからすると、イリアにはキュールの気持ちが分かるらしい。まあ、イリアもまたへそ曲がり、いや腹黒だ。

　諸もろ々もろ許されて、またレストール家傘さん下かに戻もどったライファンは、何を言うのかとポカーンとしている。同じ失しつ恋れん組でも、まだよく分かっていない。

　美菜は、ニコニコと笑っている。笑っているが、あの笑顔はきっとキュールの心を見み透すかしているのだろう。イリアと違ちがって、それはきっと優やさしさからだ。

　キュールは、ニヤリと笑った

「人間界に行きますわね。死神界に留とどまる気、今のところありませんので」

　一気に、会議場が混乱する。

　その混乱を無視して、キュールはスタスタと出口へ歩き出す。その後に、美菜、イリアが分かっていたかのように付いてきて、ライファン一人が慌あわてて寄ってくる。

「キュール、どうする気なんだい？」

「どうするもこうするも。キュール、よぉぉく考えたんですの」

「フフ、何を考えたの？」

　美菜が上じよう機き嫌げんな様子で聞いてくる。

「もちろん。やっぱりまだレースは終わってませんもの。だって、リサラお姉様が夕べ失なくした強力な武器を、キュールはまだ大事に持っていますもの！」

　グッと拳こぶしを握って、キュールが宣言する。

「ふうん。だったら、イリアもまだぁ、チャンスあるってことよネ[image: ]」

「え、使用済みじゃないんですの？」

　思わず振ふり返って聞いてしまったキュールに、イリアが咆ほえる。

「それ、ど─────いう意味だっぺ！」

「ふふ、イリアさんも純情な女の子ってことよね」

　美菜が微笑み、うんっと頷うなずく。

「なら、やっぱり私もまだ頑がん張ばっちゃおうかな」

「あ、ああ、そういうことか。なるほどね、リサラくんが一歩リードだけど、それならこの僕にもまだチャンスはありそうだ」

　ようやくライファンが、合点がいったと笑った。

　そんな一同を引き連れて、キュールは人間界に帰るべく進んだのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「で、どうしてこうなったのかしら」

　いつも通りの食しよく卓たくに顎あごを乗せて、リサラが居間を眺ながめてぼやいた。

　つられて良介もまた、見る。

　居る。いつも通りの面々が、居間でゴロゴロしている。

　ライファンに美菜にイリア、何な故ぜかマルベックに、玉たま野のに大おお平ひらだ。コーラとポテトチップスで、リサラ達の帰き還かんパーティーを開いているらしい。

「どうしてこうなった、と言うよりも、ま、いつも通りってことですわね」

　キュールが優ゆう雅がに紅茶（ティーバッグ）を口にする。

「あのね、美菜はいいわよ？　ライファンにイリアまで、人間界に連れてきた張本人がよく言うわね」

「あら、迷めい惑わくでした？」

「ええ、迷惑」

　きっぱりとリサラが答える。

「どうしてですの？」

「ど、どうしてって」

「もちろん、良介くんと二人っきりじゃないと、夜に困るからよね」

　食卓にやって来た美菜が、微笑みながらとんでもないことを口にする。

「ちょ、ちょっと美菜！」

　だが、時既すでに遅おそい。

「い、今のはどういうことだい、良介！」

「聞き捨てならないね、加賀良介！」

　大平と玉野が、走り寄ってきた。

「…………………………フッ」

　左手の親指と人差し指で輪を作る。そして右手の人差し指を伸のばして──大平と玉野が、ゴクリと息を吞のむ。

「良介！」

　リサラに頭を引っぱたかれてしまった。

「い、痛いだろ！」

「貴方の行動の方が痛いわよ！　どぉっして、ほんとそんなにエロ介なのよ！」

「俺だからだ！」

　ドンッと胸を叩たたく。

「はぁぁぁぁ……どーして、私ったらこんなのに」

「あら、あげたの後こう悔かいしてるの？」

　美菜が、のぞき込むように尋たずねる。

「そうじゃないけど……」

「やっぱりあげたんだ」

「あっ……ちょ、ちょっと美菜ぁぁぁぁぁ！」

「うわぁ────────んっ、アタシなんてまだなのにっ。どんどん先を越こされて、室長ぉぉ、せめてお給料を上げて下さいよぉ！」

　泣き出したマルベックがイリアに抱だきつこうとして、蹴けり飛ばされた。

　ライファンは、指で輪を作り、ドキドキと人差し指を伸ばしている。

「そうだ、そうだよな。女の子と女の子ではない以上、そこに棒があるわけで、[image: ]、[image: ][image: ]、これが男女の……」

　いきなり、キュールがすくっと立ち上がった。

「リサラお姉様、一つ、ど─────────しても気になってることがあるんですけれど」

「な、なによ？」

　警けい戒かい心を露あらわにして、リサラがキュールを見上げる。

「ちゃんと、その、用心しました？　ほら、さすがに子供がで──」

「キュ──────────────────────────ル─────────────────────────────────────────────────────────！」

　良介の家が吹ふき飛び兼かねない絶ぜつ叫きようだった。

　叫さけび終わった後、息を吐はき出し過ぎてリサラが肩かたで息をする。

「だ、だってぇ、ゴム的なアレを買ってる余よ裕ゆうとかなさそうで」

「安心しろ、キュール」

　ポンッと良介は、キュールの肩を叩いた。

「大平、お前だって買ってシミュレートしたことあるだろ？」

「ふっ、当たり前じゃないか。付けてもらう妄もう想そうするためには、一度は自分で装着してみないとね」

「うむ。正しい、正しすぎる男子の行動だ」

　大平の言葉に、玉野が頷く。

「というわけで、キュール。使う機会がなくても、男だったら買っておくものだ。だから、俺が持ち込んだ」

　リサラが、ゴツンと額を机に落とした。

「言わないでよ……こ、こーいうみんなの前で言わないでよ…………」

　湯気が見えそうだ。

「なるほど。なら安心ですわね」

　キュールが頷き、良介をなんだか色っぽい眼まな差ざしで見つめてくる。

「な、なんだよ」

「今夜、音が漏もれないように結界を張るので、キュールの……は・じ・め・て、貰もらっていただ──ギャンッ!?」

「ダメに決まってるでしょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　リサラがキュールの顔面をアイアンクローだ。

「ケッ、ケチくさいこと言わないでくださるっ。女の子のアレはなくなっても、男の子のアレは黒くなるだけで減りはしませんでしょう！」

　リサラの手首を握にぎり、顔面からもぎ取ってキュールが酷ひどい内容を投げつける。

「くっ、くろ……」

　一いつ瞬しゆん、リサラがたじろぐが、すぐに睨にらみ返した。

「減るわよっ。減るから連続使用が出来ないんでしょうが！」

　同時に二人が、椅い子すを蹴って立ち上がる。紅茶が零こぼれて、美菜が慌てて拭ふき取る。

「そんなの一日寝ねて、栄養ドリンクでも飲めば復活しますわよ！」

「だーめっ。その分だって私のなんだから！」

「ちょっと貸してくれたって罰ばちは当たりませんわっ。それに！」

　ビシリとキュールがリサラを指差す。

「それに、何よ！」

「良介さんだって、そんな、そーんなっ、あるんだかないんだか分からないおっぱいばっかり揉もんでたら、ノイローゼになって男に走るかも知れませんわ！」

「ないっての！」

　思わず良介は叫んだ。が、違ちがう意味に取られてリサラに睨まれてしまった。

「ふ、ふふんっ。私のだって、使ってれば大きくなるのよ」

「つ、つかって……」

　キュールがたじろいだ。

「それに！」

　今度はリサラが、キュールを指差した。心なしか、やや下の方をだ。

「それに……な、なんですの！」

「キュールみたいな、ちびっ子じゃ入らないかもしれないでしょう。狭せますぎて！」

「や、やってみなければ分かりませんわよ！」

　ひどい、酷すぎる口くち喧げん嘩かが始まってしまっていた……。

「玉野先せん輩ぱい、ひがんでいいですか？」

「安心したまえ、僕はもうひがんでいる」

　部屋の片かた隅すみで、大平と玉野がしゃがんで泣いていた。

　ライファンは会話の内容について行けず、真っ白になっている。

　マルベックは、床ゆかに「男」って延々と書いている。

　イリアは──ちゃっかり会話を録音してた。

「はぁ、相も変わらずというより、悪化してないか、これ」

　思わずため息を吐ついた良介の膝ひざに、カエサルがポンッと前足を置いた。

「オンッ（贅ぜい沢たくな悩なやみだな）」

「いや、でも、俺はもう決めてるし……浮うわ気きってのは、俺の主義にだな」

　その時だ。

　零れた紅茶を拭ふき終わった美菜が、ポンッと手を拍うった。

「私、いいこと思い付いたの」

　全員が美菜に視線を集中させる。

「死しに神がみ界の王様である良介くんに、もう一箇か条じよう追加してもらえばいいんじゃないかな」

「女の子の下品な喧けん嘩か禁止とかか？」

　良介の言葉に、美菜がニコニコと首を左右にする。

「あのね。死神界を一夫多妻制にすれば、万事解決じゃない？　みんなで良介くんをシェアするのよ」

　室内が、シンッと静まりかえった。

　良介は震ふるえた。

　こみ上げる感情に打ち震えた。

　そして叫ぶ。

「それだ！」

「それだっ。じゃないでしょ──────────！」

　一いつ切さいのタイムラグなく、リサラが叫んだ。

　目を三角にして、鬼おにの形相で睨んでくる。

「良介っ、よぉぉぉぉぉく分かったわ」

「な、何が？」

「良介のエッチな魂たましい、今すぐ、ううん、延々と吸い取り続けてあげるわよっ。妙みようなこと、二度と考えないようにね！」

「よしっ！」

　良介の答えに、リサラが「え？」と驚おどろく。

「毎晩、お願いします！」

「……………………そ、そ、そ、そ────いう意味じゃなくてぇぇっ！　ああもうっ、《グラム》っ、いますぐ良介から抜ぬき取るわよ！」

「ちょ、待てっ、夜、夜、何も出来なくなるだろぉぉ！」

「出来なくても、今夜くらい私は困らないもの！」

　慌あわてて逃にげ出した良介を、リサラが追いかけていく。

「で、キュールちゃん。本当に割り込めると思う？」

　美菜が、キュールの横に座る。

　キュールはチラリと美菜を見て、肩をすくめた。

「からかって遊ぶくらい、許されると思いません？」

「ふふ、そうね」

　美菜が笑い、キュールも笑った。

　そんな二人の視線の先で、良介とリサラが縺もつれるように転んで仲良くキスをして、互たがいに顔を赤らめる。

　良介とリサラを中心としたお祭りは、まだまだ終わらないようだった。

　それがキュールと美菜には、嬉うれしかった。
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　あとがき










　本作を手にとっていただきありがとうございます。




　ついに『だから僕は、Ｈができない。』もこの十一巻で最終巻となりました。

　第一巻が二〇一〇年六月十九日発売でしたから、足かけ三年と二か月もシリーズを続けさせていただくことが出来ました。

　これもひとえに応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございました。

　また自分のような未熟者を拾い上げて、目を掛かけてくださった菅すが沼ぬまさん。忙いそがしい中、「僕Ｈ」の立ち上げからアニメ化決定辺りまで付き合ってくださった初代担当の賀か屋やさん、アニメ中の担当だった萩はぎ原わらさん、そして最終巻の〆しめまでを担当してくれた中なか野のさん、締しめ切きりを破るわ即そく土下座するわ、二日ふつか酔よいで連れん絡らくしないわと、酷ひどい作家をよく見守ってくれました。迷めい惑わくかけてごめんなさい。当時の編集長の工く藤どうさんにも、色々とお世話になりっぱなしでありがとうございます。

　編集長を始めとする編集部の方々、原げん稿こう遅おくれて迷惑かけっぱなしだったＤＴＰの方々や、お礼を言わねばならない人達だらけです。

　素晴らしいコミカライズをしてくださった岡おか霧ぎり硝しよう先生。ファミ通クリアにてスピンオフを連れん載さいを担当してくださった東雲しののめ龍りゆう先生、ありがとうございます！

　何より、リサラや良りよう介すけといったキャラクター達を素晴らしいイラストで命を吹ふき込んでくれた桂かつ井らいよしあき先生には、頭が全くあがりません。

「僕Ｈ」がデビュー作で、素晴らしい方々に協力していただき、最高に幸せでした。




　このあとがきを書きながら、あー本当にこれで「僕Ｈ」も終わるんだなぁと感かん慨がいに浸ひたっています。と書ければ美しいんですが、あとがきの締切もまたやばく……。

　優良進行とか、ほとんどしたことなかったような。

　最終巻もかなりヤバかったですからね！




　しかし、一巻を出した時にはまさか三年も、そして十一巻も続けられるとは思っていませんでした。

　片かた隅すみで細ほそ々ぼそと書いて、気がつかれないまま消えていくかなぁとか悲観していたのですが、蓋ふたを開けてみれば、とんでもなくとてもありがたいことに。

　重版という貴重な経験もさせてもらいましたし、ドラゴンマガジンでも連載させてもらえましたし、幸せなシリーズでした。




　最後に改めて、この本を、このシリーズを読んでくださり応援してくださった読者の皆様、本当に本当にありがとうございました。皆様のおかげで、良介とリサラはしっかりと結ばれることができ、シリーズもしっかり終わらせることが出来ました。

　何より、自分が多くの勉強が出来たのも皆様のおかげです。




　もう一度、読者の皆様、本当にありがとうございました！





二〇一三年七月某ぼう日じつ　嬉うれしさと寂さびしさと共に　橘ぱん












だから僕ぼくは、Ｈができない。11




死しに神がみと王おう様さま








橘たちばな　ぱん
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